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　小さい頃に読んだおとぎ話にこんな話がある。

　あるところに一人の少女がいた。

　両親に愛され、辺境へんきょうの小さな街で平凡な人生を歩んでいたその少女は、しかしある日突然、とてもとても怖こわい魔物に攫さらわれてしまう。

　ただ生きていただけなのに、何も悪いことをしていないのに、ただ運が悪かったその少女は、魔物に目をつけられて攫われた。

　魔物はそれから少女を檻おりの中に監禁かんきんして、お腹なかが減ったときに食べると宣言した。

　両親は悲しんだ。街の人たちは憤いきどおった。

　悪い魔物から少女を救うべく街の人々は団結だんけつして魔物と戦った。しかし魔物はとてもとてもしぶとく、強く、何度倒しても平然と蘇よみがえった。

　まるで荒あれる海に剣けんを叩たたきつけるようなもの。街の人々の努力はすべて水の泡あわと消えてしまう。どれほど手を尽つくしても魔物を倒すことは叶かなわない。

　無理を悟さとった人々は少女のことを諦あきらめていった。一人、またひとり。

　親切な街の人々から、やがて両親さえも、彼女のことを諦めた。

　そんな様子を彼女は悪い魔物の後ろでずっと見てきた。

　けれど少女はそれでいいのだと自分に言い聞かせた。

　少女を攫った悪い魔物は不死身ふじみだった。魔物のもとで自分が我慢がまんをすればいいのだと目をつむり、口をつぐんだ。

　このまま息を殺して魔物に食べられるその日まで耐え忍しのんでしまえばいい。私が人々に忘れ去られてしまえばいい。

　街の人々や家族の幸せのために、孤独こどくな日々を耐えて生きることに決めた。

　そんなある日のことだった。

　一人の魔女が魔物の前に立ちはだかる。

　強い力を持った魔女は、魔物と正々堂々せいせいどうどう戦った。何度も何度も、昼も夜も問わず。

　やがて魔女の力に圧倒あっとうされた魔物は、森の奥へと退しりぞいた。

　誰もが諦めた少女の救出を果たした偉大いだいな魔女に敬意けいいを表して、街の人々は土地とお金を魔女に手渡した。

　命救われた少女はそして街へと戻り、魔女と共に末永すえながく平和に暮らしましたとさ。

　めでたしめでたし。




　綺麗きれいで、素敵すてきな、おとぎ話にふさわしい架空かくうの物語。

　小さい頃に読んだその絵本の内容を、大人になった今でもよく覚えている。

　一体どうしてだろう？　ボクはある日、頭に突然浮かんだその疑問をぽつりと口にしながら首をかしげていた。

「この国に魔女がいないからでしょ」

　ボクが働くお店の店主は冷静に答える。

　長くつややかな赤い髪かみを撫なでながら顔を上げる彼女は、群青ぐんじょう色の瞳ひとみでボクを見つめた。

　獣人じゅうじん、エルフ、人間、様々な種族が集まる小さな島国、祈いのりのクルルネルヴィア。

　この国には魔法使いが存在しない。

　国の外には存在するらしいけれど──外からやってきた人たちにとっては魔法使いは普通に見かける存在らしいけれど、この国には、一人もいない。

　彼女はだからおとぎ話が記憶に残るのだという。

「人は手の届かない物に憧あこがれを抱いだくものだもの。魔法がないこの国では魔法使いは綺麗で素敵な架空かくうの存在なのよ」

　彼女はデスクの向こうからゆっくりと店内を歩む。

　ボクは少しだけ悲しくなった。

　存在しない。だから憧れる。

　彼女の言葉は、言い換えればそれはこの国では例えばおとぎ話のような悪い悪い魔物のような存在が出てきたとしても退治などできないと言っているようなものではないだろうか。

「案外、島の外では魔法なんてこの子たちと同じような扱あつかいかもしれないわよ」

　ボクの頭に浮かんだ疑問を遮さえぎるように彼女は口を開く。見ると店内に並べられている物たちを視線でなぞっていた。

　人形、オルゴール、花瓶かびん、櫛くし、像、鏡かがみ──棚たなとテーブルに綺麗に整列している物たち。

　祈物れいぶつ。

　祈りによって特別な力を与えられた、魔法のような物でもあり。

　そしてこの店の売り物の数々。

　それらを眺ながめながら、

「この国に魔法使いはいないんじゃないの、マクミリア」

　必要ないのよ──と。

　古物屋こぶつやリリエールの店主であるリリエールさんは、語っていた。

　いつものように自信に満ちた顔で。
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　平日の昼間。

　広場のベンチでぼうっと座り、空を眺ながめながらくそ不味まずいパンを食べて涙ぐんでいる一般人女性に「へいへい、お姉さん何してんの？」と尋たずねてはならない。

　なぜならその女性は高確率で絶賛ぜっさん求職中であり、そして聞かれた瞬間十中八九じゅっちゅうはっくブチギレるからである。

「何って、お仕事探し中に決まってるでしょうが！」

　がおー、と街の真まん中なかで叫さけぶ一般人女性。

　大聖堂だいせいどう前の閑静かんせいな広場に彼女の咆哮ほうこうが響き渡る。近所迷惑。

　しかしそんなこともお構いなしに茶色のショートカットを振り乱し、話し掛けてきた男性二人をぎろりと睨にらみつける彼女は、「見て分かんないかなぁ」とこれ見よがしにため息をついてみせる。そんな彼女の格好かっこうは細身のパンツにシャツ一枚というなんとも春らしい気楽な格好そのものだった。見て分かるか。

「なんかちょっとこの子ヤバくね」「ああ……なんかちょっと変な子だしほか当たるか……」

　すすす、とそのまま距離を置く男たち。至極しごく当然の反応といえた。

「お仕事くださいお仕事くださいお仕事くださいお仕事ください誰かお願いお仕事ください……」

　一方で一般人女性のほうはといえば叫ぶのをやめた途端とたん、俯うつむき呪詛じゅそのように同じ言葉を呟つぶやき続ける。もはや近所迷惑を通り越して恐怖そのものだった。

　しかしそれもやむを得ない事情ゆえのことだった。彼女をここまで追い詰めたのは時代の流れ。誰もが同情するような深く深く悲しい事情が彼女にはあった。

　事の始まりは三年前。

　十八歳になり初めての就職しゅうしょくを果たした彼女はまるで運命の出会いを果たしたかのように、初就職をキメた会社と添そい遂とげることを自身に誓ちかった。それはとある新聞社くんだった。ちょっと言動が偏かたよっていて、有名人の色恋沙汰いろこいざたに首を突っ込んで盗撮とうさつしては金を巻き上げるカスみたいな性格の彼だったけど、でも紙面でたまに連載してた漫画まんがは面白かったし好きだった。ギャップ萌もえ。けれど別れは唐突とうとつに訪れる。ある日社長が捕まった。脱税だつぜいだった。そんなこんなで会社が傾かたむき人員整理のついでに新入社員の彼女のクビがあえなく言い渡された。

　思えば彼女の会社運はその頃から最悪だった。

　短い求職期間を経へてその次に出会いを果たしたのは、街の裏通りに位置する喫茶店きっさてんくん。人通りの少ないところでぎらぎらと輝く姿はワイルドそのものだった。街でチラシを渡してきた女の子に「あたしと一緒いっしょに夢、摑つかんでみない？」とウインクされてそのまま夢を追い掛け入店した。働けるなら職種は問わない肉食系。

　でも働き始めて気づいたけど結構きわどいスカート丈たけのメイド服でよく分からないサービスをするお仕事だった。

「え？　知らなかったの？」

　夢を摑んでいるはずの彼女は四よつん這ばいの男性客のネクタイを摑みながらワイングラスを傾けた。コンセプトがまったく分からない。

　前言撤回ぜんげんてっかい。

　やだ！　ボクまだ生娘きむすめなんですけど！　そんなこんなで入店当日に辞やめた。

　その次に巡めぐり合ったのは知的な雰囲気ふんいき漂ただよう製薬会社くん。やっぱり時代はインテリ系ですよね！　入社当初はまあまあ良い感じだった。綺麗きれいな社内、定時のお仕事。クリーンな雰囲気に恋をした。ところが入社後半年でこの会社の裏の顔が暴あばかれる。よく効く薬としてただの栄養剤を売りつけていたことが内部告発ないぶこくはつで明らかになったのだ。まさにプラセボ。やがて会社は潰つぶれた。

　それからも彼女は職を転々とした。

　図書館職員、宿屋の店員、それから建築会社にブティック、介護に工場、何でもやった。

　それから何度の就職を経たのかを正確に覚えてはいないけれど、毎回のようにこれが最後の就職だと胸に誓ちかいながら、結局願い叶かなわず離職した。

　そんな生活を続けてもう三年目になる。

「もう限界だよぉ……」

　だから大聖堂の前でパンを食べながら泣くのも無理からぬことではなかろうか。

　休職中の食事はいつも近所の美味おいしくないパンと決めている。明日はもっと美味しいものを食べようという思いを嚙かみ締しめるためだ。さらりと流しているがこの求職期間というのも大変で、履歴書りれきしょに書くことが多ければ多いほど警戒されて落とされる。もはや辛つらい今日を乗り切るために嚙み締めてるパンは嚙み締めすぎて味がしない。

　特に今回の求職は厳きびしく、春先でありとあらゆる企業会社が新入社員を迎えたばかり。転職先はほとんど皆無かいむ。あまりに見つからなすぎて彼女はグレた。男性にナンパ目的で話し掛けられて激昂げきこうしたのも多分その辺の事情ゆえだろうからどうか許してほしい。話し掛けてくるのなら仕事を紹介してくれれば最高だったのに。

　ちなみになぜこんなにもこの一般人女性に対して詳しいのかといえばその一般人女性がまさしくボクだからである。

　あまりに悲しい。

　仕事が欲しい。

「あー！　お仕事くださああああああああああい！」

　我慢がまんし切れずくるりと振り返り大聖堂に向けて叫んだ。

　お話は変わりますがボクが生まれ育った小さな小さな島国──祈いのりのクルルネルヴィアでは大聖堂に硬貨を投げて祈りを捧ささげると願いが叶うと言われています。

　願いが叶うというか、実際は祈りを捧げるとごく稀まれに身近な物に特別な力が宿り、結果的に願いを叶えられるようになるのだとか。

　だとか、などと人ごとのように語っているのは、毎日大聖堂に通い詰めたところでまともに願いを叶えてくれたためしがないからだ。

　社会人になった当初は会社から離れる度に、蔦つたと葉にまみれた大聖堂に足を運んで「次こそ最後にしてください！　おねがい！」などとクルルネルヴィア像にお金ぶつけて願ったものだけれど、今の状況からお察しの通り叶えられた気配はない。大聖堂に願うくらいならまともに仕事探したほうがましというものだろう。普通にお金に余裕ないし。

　なのでボクが今日叫んだのはどちらかというとただのヤケクソの八つ当たりだったのだけれど。

　叫んでからほどなくした頃のことだった。

「きみ、いい声してるね。うちで働いてみない？」

　もふもふとした毛が特徴的な、ネコ科ヒョウ属ライオンみのある顔立ちの獣人男性がボクの肩かたを叩たたき、名刺めいしをすっ、と手渡してきた。

　そこそこ有名な不動産会社だった。

「え、マジですか？」

「わが社においで」

「マジですか」

　こうしてボクは何社目かもうよく覚えてないけど内定を手に入れた。やっぱり頼るべきは大聖堂なんかじゃなくて自分自身だね！　今まで像に投げたお金返してほしい。

　──というのが三日前の話。

「なんだかマクミリアちゃんって、初めて会った感じがしないのよねぇ」

　転職直後に最も大事なことは何か。転職のエキスパート（不名誉ふめいよ）がその答えをお教えしましょう。それはずばり人間関係の構築。

　職場で一人でも味方を作ればそれだけで入社直後の日々は大体なんとかなるものです。

「ええー？　そうですかねぇ、えへへ」

　そんなわけで絶賛媚こびへつらってる最中だった。不動産会社の販売員の一人として雇やとわれたボク。転職してすぐさま女性社員たちの輪に加わって何も知らないお馬鹿ばかな女の子を演じて見せた。まさかボクが履歴書真まっ黒くろの転職玄人くろうとだとは誰も思うまい。

　働き始めてまず最初に分かったことは声のよさは職務内容とはまったく関係なかったということだった。そもそも目の前のお客さんにお部屋を紹介するだけの仕事なのだからマジで関係ない。名刺を貰もらった段階で「何言ってんのこの人？」とは内心思いつつも転職できればいいかと思って黙だまってたけどやっぱり関係なかった。

　お昼休みに女性社員たちの輪に加わりパンをもさもさ食べながらお話を振ってみたところ、どうやらこの会社の社長さんのもふもふ獣人さんは時折ときおり若くて可愛かわいい女の子をスカウトする癖へきがあるらしい。あたしたちもそうなのよと頷うなずきつつ遠回しに「私は可愛い」と自慢じまんされた。

　とはいえ入社直後からそんな感じで会話が盛り上がってくれたおかげで社員の女性たちとそこそこ距離を縮ちぢめることができたと思う。

「ちなみにあの社長、入社後もちょくちょく絡からんでくるから気を付けてね。セクハラみたいなことも平気でしてくるわよ。私なんてちょっと前に頭撫なでられたんだから」

　ボクの右隣みぎどなりでお弁当べんとうをつつくのは巻き髪さん。お名前はまだ全員覚えてないから外見的特徴で呼ぶことにする。

「そうそう！　あたしもちょっと前までめっちゃ絡まれてた！　この前なんて肩触さわられたし」

　やれやれと肩をすくめるのはボクの左側のショートさん。

　どうやら社長さんは年中女性に飢うえているようですね。

「あ、私も。一週間前まで同じようなことされてましたぁ」

　ボクの向かい側で手を挙あげるのはゆるふわウェーブさん。「あと、お願いだから一回でいいから食事に行こうって毎日のようにしつこく言われてて大変でしたよぉ」

　困ったなぁと言いながらもぐもぐサンドイッチをつまむ彼女。ボクの両サイドの女性社員二人が重めに沈黙ちんもくしたことに彼女は気づいていない。

　それから少しの間をおいてから巻き髪さんが色々な意味のこもったため息をついた。

「でも、私があげた香水こうすいのおかげで近づいてこなくなったでしょ」

　感謝しなさいよね、と巻き髪さん。

　おやおや何のお話で？

「香水って何です？」

　疑問を感じたらすぐに尋たずねることができるのが新人さんの鉄則てっそく且かつ特権ですよね。ボクは自然な流れで首をかしげておりました。

　巻き髪さんがにこりと笑顔を貼はり付けボクを見る。

「知りたい？」

　後になって思い返してみればこの返しには少々含ふくみがあったなぁと思った次第しだいだけれども、当時のボクは特に何も考えずに頷いた。

　するとすぐに巻き髪さんが二人に目配めくばせを送る。ショートさんは頷いて、ゆるふわウェーブさんが首をかしげる。

「香水出しなさい」

　ほんの少しの苛立いらだちを含ふくんだ声で巻き髪さんが言うと、「？」と首をかしげながらもゆるふわウェーブさんが「これのことですかぁ？」と答えながらことん、とテーブルの真ん中に鮮あざやかなピンク色の小瓶こびんを置いた。

「あんた、そろそろ一週間でしょ」巻き髪さんはゆるふわウェーブさんを見つめて言う。「その香水、この子にも貸してあげたら？」

「ええっ、でもぉ……」

　ゆるふわウェーブさんはふんわりとした雰囲気をまといながらもほんのり嫌いやそうに顔を曇くもらせる。一方ボクは正直話の流れがまったく理解できないのでただただにこにこしながら座るのみだった。

「そう嫌そうにしないの。あんただってここ一週間、香水のおかげで十分楽しんだでしょ。変な男も寄り付かなくなったんだし。マクミリアちゃんにもいい思いさせてあげなさいよ」

　どういうことで？

　香水でいい思いとは？

　何がなにやらさっぱりなボクだった。

　巻き髪さんはするとそれからボクを見つめて首をかしげる。

「マクミリアちゃん、この国に住んでるなら、祈物れいぶつは知ってるわよね？」

　祈物。

　というのはこの国──祈りのクルルネルヴィアに古くからある祈りの込められた物のこと。

　祈りを込められた物というのは文字通りの意味。クルルネルヴィア像に祈ることで手に入るありとあらゆる祈りの籠った物のことを言う。

　例えば寒さに凍こごえる少女の手には一度擦すれば夢幻むげんを見せてくれるマッチ。

　例えばマジシャンを目指す者には入ると別の場所まで飛ばされる扉とびら。

　魔法のないボクたちの国において祈りを手にした物たちはまさに魔法の産物さんぶつだった。そうして特別な力を持った物たちのことをボクらは総称そうしょうして祈物と呼んでいる。

　つまり目の前に置かれた香水は、昔、誰かが何かの願いを込めて祈りを捧げた特別な香水ということになるのだけど。

「ええっと……はい、まあ、知ってますけど──」

　祈物の実物を見るのは初めてですね……。

　じっと観察してみてもその見かけはただのパッケージが古めの香水にしか見えないけど……。

「この祈物はね、私がちょっと特別なルートで手に入れたもので、身内以外には貸してないものなんだけど……」

　巻き髪さんがボクに身を寄せてこそこそっ、と声を絞しぼりながら語り掛ける。

「よかったらあなたにも貸してあげましょうか？」

　とっても素敵すてきなことになるわよ、と巻き髪さんはにたりと笑みを浮かべる。そのとき窓の外から風が流れ込んで、向かい側に座るゆるふわウェーブさんの髪を撫でる。ふわりと甘い薔薇ばらの匂においがボクの鼻孔びこうをくすぐった。

「ええー。嫌だなぁ。貸したくないなぁ」

　件くだんの香水を両手でいじりながら拗すねるように口を尖とがらせるのは、ゆるふわウェーブさん。

　その一言にボクの興味がそそられた。

「……ちなみにどんな祈りが込められてるんですか？」

　だからボクは巻き髪さんに尋ねていた。借りるかどうかはさて置いて、とりあえず香水に込められた祈りの効果だけでも聞いてみようかなと思い至った。

「うん。いいわよ。じゃあ教えてあげる──」

　思えばボクはこの時点で既すでに、香水に込められた祈りに魅了みりょうされていたのかもしれない。

　話を聞きながらも、ボクの視線は古びた香水に釘付くぎづけになっていたから。





◇






　それは彼女たちの間では運命うんめいの香水と呼ばれ親しまれていた。

「運命の出会いって信じる？」

　なんてロマンチックな言葉から始まった巻き髪さんの話によれば、この香水は、つけているだけでその運命の出会いを呼び寄せることができるらしい。

「この香水はね、つけたそのときから、嫌な相手が近寄らなくなる効果を持ってるのよ」

　彼女たちの間でとっても嫌われていた社長さん。彼は彼女たちが香水をつけた途端に近寄ってこなくなったそうな。

　それだけでなく、社員の中でなんとなく好きになれないと思うような相手も、性別問わず自然と視界に映りこんでこなくなったとか。

「素敵な薔薇の匂いに包まれて、社長さんからも口説くどかれなくなったし、最近はとっても幸せだったよぉー」

　とゆるふわウェーブさん。

　そして好まぬ者を払はらいのけ、香水をつけた彼女たちにとって理想的な環境へとなったのちに、運命の相手は静かに現れるらしい。

「ちなみに私はこの香水のおかげで営業部の彼と付き合ったのよ」

　自慢げに写真を掲かかげてくるショートさん。巻き髪さんも同様に「私も同じく」と髪をなびかせる。

「私は恋人じゃないけどぉ、ちょっと今、いい感じのことが起きてるよー」とゆるふわさん。

　とにもかくにもこの運命の香水のおかげで日々が華はなやかに彩いろどられているらしい。三人とも望んだことが起きているのだから香水の効果は疑うたがいようがないことだと思う。

「まあ、これはお近づきの印しるしだと思って頂戴ちょうだい？　私たち、あなたとはこれからも仲良くやっていきたいもの。ふふふ……」

　巻き髪さんはことん、とボクの前に香水を置く。

　あまりに出来すぎている。上手うまい話には裏があるって言わない？　そもそもよく知らない相手にこんな美味おいしい物渡すものかな？　ちょっと怪あやしくない？

　冷静なボクならば多分そう考えていたと思う。

「ええー？　ほんとですかぁー？　嬉うれしいです！」

　しかしながら、はいどうぞー！　と何も考えずに両手を差し出す一般女性。ことボク。

　でもどうか許してほしい。入社三日目のボクにとって求職期間の地獄じごくの日々は未いまだ記憶に新しい。多少の疑問には目をつぶってでもこの会社にしがみつきたかったボクは先輩せんぱい社員の誘いに全力で乗っかる道を選んだ。

　なんだか色々と疑問だけど細かいことは考えないことにした。知らないもんねー！　人間適度に馬鹿ばかになったほうが人生楽しいって知ってるから！

「ええ。じゃあやるわね」

　それから巻き髪さんがボクの手首に香水を吹き掛ける。こすったりせずにこのまま漂ただよう香りを楽しむものらしい。

　そんな会話をしていたところでお昼休みが終わりを告げる。

　ボクたちはお互いの仕事へとそれぞれ戻っていった。

　願わくばこの会社がボクにとっていい運命であってほしいと思いながら。




「ふえー凄すごい」

　半信半疑はんしんはんぎだった香水の力はすぐに実感することとなった。

　日々の環境は香水をつけたその日からがらりと姿を変えた。

「はいっ。あなたいつも買い物してくれるから、今日はちょっとおまけしてあげる。うふふ」

　近所のパン屋さんで買い物すればちょっと多めにパンが乗っかり、

「なあ、あんた。この前は忙いそがしい時に声掛けちまって、悪かったな。……俺おれたちどうかしてたよ。これ、詫わびの印だ。貰ってくれ」

　数日前にナンパ目的で声を掛けてきた男たちからはお詫びになんとお金が差し出され。

「おめでとうございます！　あなたは当店開業から一万人目のお客様です！」

　たまたま入ったレストランでは店員たちが総出そうでで出迎えてくれて料理も飲み物もすべて無料にしてくれた。こんなこと今まで生きていて一度たりともなかったことだった。

「はっはっはっはっは！」

　というわけで馬鹿みたいに笑いながらワイン片手に豪遊ごうゆうしたボクだった。満腹まんぷくになるまでご飯を食べたのは久しぶりかもしれない。思いながらボクは密ひそかに心で泣いた。

「もし、そこのあなた。占うらないはいかがですか？」

　と道端みちばたで声を掛けてきた灰色の髪の怪しい占い師の前に座れば、当然のように「まあ！　なんて幸運なのでしょう！」と驚かれたりもした。

「こんなに運気が向いてきている方は見たことがありません。あなたはこれから素晴すばらしい出会いに恵まれることでしょう……」水晶すいしょうに手をかざしながら占い師は語る。

　照てれますなあ。

「えへへ、そうですかぁ？　いやあボクもなんだか最近、運が向いてきてるなぁって気がするんですよね」

「ちなみにあなたのラッキーアイテムはパン。美味しいパンを食べることでこれから更に運があなたの味方になることでしょう」

「そうなんですか？　パンは日常的に食べてるんで心配なさそうですね」

「それはよかったです。ところでこの国でおすすめのパン屋ってどこですか？」

「安くてまずいパンのお店と高くておいしいパンのお店二つ知ってますけどどっちがいいですか？」

「両方教えてください」

　求められるままに教えたところ、占い代がタダになった。

　自身にとって害のある人間が近寄らなくなるということは必然的に幸運になるということでもある。香水をつけてからボクはなんだか平日休日問わずいつでもどこでも全体的に恵まれていた。

　仕事帰りに買い物をすればちょっと多めに物を貰もらい、優しい人から褒ほめられて、鼻歌交じりに街を行く。何もかも素晴らしい素敵な日々だった。

「……？」

　けれどそんな日々を満喫まんきつしている頃──とある休日のこと。

　どこからともなく視線を感じた。振り返ってみてもそこに人の姿はない。

　ボクの周りには悪い人は近寄ってこないのだから視線を送ってきたのもボクにとって悪い人間ではないのだろうけれど……。

　何だか変な気分。

「あれぇ？　マクミリアちゃんだぁ」

　立ち止まって首をかしげていたときに、通りの向こうからひらひらと手を振ってこちらに歩いてくる一人の女性の姿を見つけた。

　ふわふわした雰囲気をまとう彼女は、働き始めたばかりの不動産会社さんの先輩社員。

　ボクに香水を渡してくれた先輩の一人。

「ゆるふわウェーブさん」

「なにそれ？」

　首をかしげるゆるふわさん。曰いわく彼女は休日暇ひまを持て余していたから街で買い物をしていたらしい。丁度ちょうどお互い一人で暇だからとそれから近くの喫茶店へと行くことになった。

「……うーん」

　結局さっきの視線は何だったんだろうとコーヒーを飲みながら考える。

「マクミリアちゃん、どうしたの？」

　ゆるふわさんが向かい側の席から首をかしげた。

「あ、いえ……」

　とボクが首を振る最中、ゆるふわさんは「そういえばマクミリアちゃん、どう？　香水の効果は。いいことあった？」と尋ねる。

　それはもう！

　香水をつけた日から日常風景が様変わりしたことをボクは彼女に打ち明けた。嬉しそうに彼女は頷いていた。

「そっかぁ。よかったぁ……」

　それからボクとゆるふわさんはしばしくだらない身の上話で盛り上がった。曰く彼女は不動産会社に就職してから今に至るまで転職というものを一度たりとも経験したことがないそうな。

　わあ羨うらやましい。

「いいなぁ。純愛じゅんあいじゃないですか」

「なにそれ？」

「ボクは会社をとっかえひっかえしてばっかりの爛ただれた社会人生活を送ってきましたから……」

「なにそれ……？」

　やや困惑こんわく気味ぎみのゆるふわさん。それはさておき曰く彼女は近頃転職を視野に入れているらしく、そんなところにボクのような転職のエキスパート（不名誉）が現れたのだから是ぜが非ひでも詳しく話を聞きたいと思っていたらしい。

　ボクは経験談でいいならとそれからしばしの間、自身のこれまでを語り倒し、彼女は羨ましそうに頷きながら、「私も転職したいなぁ」と呟いた。

　そんな会話をしばらくしたのちボクたちの偶然ぐうぜんの会合かいごうはお開きになった。

　ためになる話を聞かせてくれたから、と彼女は食事代を出してくれた。いや別にそんなに凄すごい話をしたつもりはないし、とボクは財布さいふを出したのだけれど、

「ここは先輩の私に奢おごらせて？　ね？」

　と彼女は色っぽくボクにウインクを送ってみせた。いい人だった。

　転職する気があるのは残念だけれど、年内は会社にいるつもりらしい。短い間でも一緒に働ける人が素敵な人でボクは嬉しかった。

「それじゃ、また会社でね」

　ひらひらと手を振る彼女にボクは手を振り返す。そうしてお互い家路についた。


「…………」



　帰り道で一人になったところで考える。

　どうして転職を考えているのかと彼女に聞いたとき、彼女はほんの少しだけ言いづらそうにしながら、「一番大きな理由は、私にしかやれないことが他にあるからかなぁ」と答えていた。

　かねてから彼女は会社とは別に、友達と共に趣味しゅみでジャズバンドを組んでいたのだけれど、近頃縁あってプロに誘われたらしい。ちなみに彼女の担当楽器はトランペット。

「多分、こんな縁があったのも香水のおかげ、かな……？」と彼女は控ひかえめに嬉しそうにしていた。

　ただしプロになるための条件として今の仕事を辞めて音楽活動に専念せんねんをする必要があるらしい。彼女の悩みはそこだった。彼女にとって会社を辞めるという行為は未知の領域だから。

　ボクは相談に対して「大丈夫だいじょうぶです！　転職はやったことない時は不安ですけど、実際は怖いことなんて何もありませんから！」と背中せなかを押した。

　そんな風に答えながらボクにしかできないこととは何なのだろうと考えた。

　帰り道を歩く最中も答えを探したけれど、結局何も浮かぶことはなかった。

　ボクはひとまず今の仕事を頑張らなければならないから。

　日が暮れると、大聖堂へと続く大通りは人々を温かく照らすようにオレンジ色の明かりが灯ともされる。真まっ直すぐに伸びている通りの何もかもがまばゆく見えた。楓かえでのように鮮やかな黄金色こがねいろに染まった街路樹が、春の涼すずしい夜風に揺ゆれている。

　この時間に大聖堂に続く大通りを歩く人の数は少ない。

　理由は三つある。

　第一に大聖堂に行く用事がある人なんていないから。そして第二に大聖堂付近の通りにあるお店は大体早い時間に店じまいをするから。

　ちなみに観光客であっても、この通りを歩くことは滅多めったにない。

　それが第三の理由。

　辺境へんきょうの小さな島国である祈りのクルルネルヴィアに来る観光客は皆無に等しい。

　日が暮れたあとにこの道を歩く人間がいるとするなら、大聖堂付近にあるお安い集合住宅に住んでいる住民くらい。

　ちなみにボクもその一人。

「……明日もいい日になるといいなぁ」

　こんなにも綺麗な光景を独り占めにできるのだから格安住宅も悪くない。

　そんなことを考えながら歩いているときだった。


「…………？」



　ボクの脚あしはぴたりと止まり、気づけばくるりと振り返っていた。

　昼間も感じた妙な視線。どこからともなく誰かがボクを見ているような気配が、今もした。一体誰が見ているのだろう？

　昼間とは違い今はボク一人しかいない──だから目を凝こらして、ボクは辺りを睨にらんだ。

　絶対どこかで誰かに観みられてる気がするんですけど！


「…………」



　むむむ、と目を細めてから数十秒。

　ボクは見つけた。

　それは大通りに面したお店の一つ。古びた佇たたずまいの古物店。

『古物屋こぶつやリリエール』

　と綴つづられた看板の下に並んだ窓の一つ。カーテンの隙間すきまからこちらを覗のぞく顔。

　ボクより少しだけ年上に見える女性の姿がそこにはあった。燃えるような赤い髪に、同じく赤い派手はでなドレス。見惚みとれるほど綺麗な女性は、群青ぐんじょう色の瞳ひとみをこちらに向けながらわずかに唇くちびるを動かしていた。何か呟いている。


「────」



　いやまったく聞こえないけど、くわっ！　と目を見開きながらも明らかに何か言ってる。

「え、こわ……」

　あまりに突然な出来事に理解が追い付かなかった。

　ボクが何かしましたか……？　と尋ねたくなる。香水の効果が正しければ彼女もまたボクにとって悪い人間ではないはずなのだけれど、ガラスに手をびたん！　と貼り付けながらより一層激しく何かよく分からないことを呟いているさまは恐怖そのもの。ヤバい人だこれ。


「────！」



　何か叫んでる。

　何を言ってるのか分からないけれど表情から察するに何やらお怒りの様子だった。

　けれど思い返してもボクの行動の何が彼女の気に障ったのかがまったく分からなかった。そもそも面識もない。古物屋にだって立ち入ったことないし──。


「────」



　考えながらしばし見つめ合うこと数秒。

　やがて彼女は窓ガラスからふっ、と距離を置く。

　……何だかよく分からないけど、諦あきらめたのかな？

「ねえ、ちょっと」

　と思ったら出てきた。

　お店から普通に出てきた。

　──手に包丁ほうちょうを持ちながら。

「ひいいいいいいいっ！」

　すぐさま踵きびすを返してボクはお家に帰った。こんなに全力で走ったのなんていつぶりだろうと思うくらいに必死で走った。

　家に帰って布団ふとんにくるまりぶるぶる震えながら、今まで感じていた謎の視線の正体は彼女であったに違いないと自身の中で結論付けた。

　ここで改めて考える。

　会社の巻き髪さんに誘われて吹き掛けた香水。

　その効果は確かボクが覚えている限りでは運命の出会いができるとかなんとかそんな感じのいい効果だったはずなんだけど。

「なんかヤバい人に目ぇつけられた気がするんですけど！」

　翌日早速出社するなりボクは昨日あった出来事を巻き髪さんとショートさんに必死で伝えた。報告連絡相談を欠かさない新人ことボク。ちなみにゆるふわさんは本日お休み。たぶん今頃トランペットの特訓に励はげんでるところだと思う。

「ふうん……？　でも近寄ってこなかったんでしょ？　だったら香水の効果があったってことなんじゃないの？」

「ええー！　でも香水をつけたら視界に入ってこないって話だったじゃないですかー！」

　話が違うー！　やだー！　とごねるボク。

　クーリングオフってできますか？

「ひょっとしたら香水の効果が薄うすれてたのかもよ……？」ショートさんは真面目まじめな顔でボクの肩を叩く。「逆に言えば香水をつけてたから助かったってことかも。明日からはもうちょっと強めに香水したほうがいいかもしれないわ」

「……！」

　言われて思い出す。

　そういえば休日は昼頃に吹き掛けてから一日ずっとそのままだった。吹き直すこともしていなかったから、匂いが消えたという可能性はあるかもしれない……。

「変なのに目をつけられているならなおさら香水は手放さないほうがいいわ。むしろ定期的に吹き直しなさい。そうすれば近寄って来ることはなくなるはず」


「な、なるほどぉ……！」



　頷くボク。こうして至極しごくあっさり納得したボクはその日も普通に仕事をこなし、やはり快適な一日を過ごした。きっと香水を使い慣れていないせいで匂いが消えたことに気づかなかったのだろう。少し自身の香りに気を遣うことにした。

「ふむふむ、これなら大丈夫……！」

　帰り道も香水をつけてから会社を出る徹底ぶり。

　対策案はばっちりだった。


「…………」



　対策案はばっちりだったのだけれどやっぱり『古物屋リリエール』の前を通り掛かると視線を感じた。いやいや近づいてこないはず大丈夫だと自身に念じながら足早あしばやに立ち去るボク。

　けれど。

「……やっぱ気になるな」

　視界に入れないようにしていたのだけれど見つめられるとどうしても見つめ返したくなるもの。ボクはちらりと視線を背後に送った。

　お店のドアが開いていた。

「……こんばんは」

　ドアから半分お顔をひょっこり出した状態で赤い髪の女性がボクに挨拶あいさつを投げ掛けていた。

　そんな様子になぜだかとてつもない恐怖を感じた。

　多分彼女の手にえげつないデザインのモーニングスターが握られているせいだと思う。

「失礼しますっ！」

　全力でその場からエスケープするボク。

　香水の効果がちょっと弱いのかな？

　翌日はお店の前を通り掛かるときに香水を振り掛けてみた。

「……ねえ」

　しかし翌日の帰り道、古物店の前を早歩きで通り過ぎると声を掛けられた。前方から。顔を上げるとやっぱりそこには正体不明の赤い髪。

　そこでもやはりボクはとてつもない恐怖を感じた。

　彼女は日傘ひがさを差していた。夜なのに。

「何からお肌を守ってるんですか！」

　お店の前を通り掛かる前に香水をつけても駄目ってどういうこと？　もはや見えない何かが彼女に香水の匂いが届くのを阻害そがいしているとしか思えなかった。

「は、はろー」

　というわけで翌日も現れた赤髪女性。

　なにその挨拶と思いながらもボクは強硬策きょうこうさくに出ることにした。彼女が現れた瞬間を見計らって香水を自身に吹き掛けたのだ。ここまですれば匂いを嗅がざるを得ないだろう。

　どうだこのフレグランスな香りを嗅いでみな！　ボクは勝ち誇った顔を浮かべていた。

「ふうん……薔薇ね？　いい匂いだわ」

　ふふっ、と赤髪女性がわずかに笑う。とても綺麗な笑顔だった。無骨ぶこつなフライパンを持っていなければ最高だった。

　ボクは逃げ帰った。笑った彼女は綺麗だったけれど瞳の奥に得体えたいのしれない恐怖を感じたからだ。そもそもボクに付きまとう理由が皆目かいもく見当つかなくて不気味だったし。

　いや、ていうか。
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　そもそも。

「ぜんっぜん香水の効果が通用してないんですけど……！」

　ボクは翌日の朝、会社に着くなり死ぬほど大きなため息をついた。もう新人だからと取り繕う余裕もなかった。

　一体いくら香水をつければ例の不気味な女性に追い回されずに済むのだろう。いっそのこと頭から香水を被れば絡まれずに済むのかしらん？

「ううむ……」

　けれど困ったことにここ数日で香水を使い続けてしまったせいで、瓶に残された残量が心もとないことになっていることに今朝がた気づいた。借り物なのに！

　慌ててボクは事情を全部謎なぞの赤髪の女性のせいにしながらも、予想以上に使ってしまったと言葉を濁にごしながら謝罪した。本当はほとんど使い切ってるけど。

「ふふふ、気にしなくていいわよ。それ、あげるから」巻き髪さんは笑顔で応えてくれた。女神。

　ちなみに巻き髪さんはこの香水のおかげで手に入れた彼氏さんと交際が順調に進み、このままいけば年内には結婚しちゃうかもぉー、とお昼に呑気のんきにお話ししていた。

　そんな素敵な効果があるのに何でボクに近寄って来るのは謎の危険人物なんですか……？


「…………」



　ぐったりとした様子のボクを心配そうに見つめるゆるふわさん。

　視線に気づいて顔を向けると、彼女は「んー……」と少し考えてから、ボクの耳元にこっそりと唇を寄せる。

「ねえ……あとで二人っきりでお話しできるかなぁ……」

　なんで誘い方が無駄に色っぽいの？　まあいいですけど。

　お昼の後にゆるふわさんに手を引かれながら、お店のトイレへと消えるボクたち。

　それから彼女は声を潜めて、まず最初に、

「ごめんねぇ……」

　ととてもとても申し訳なさそうに、頭を下げた。

　謝られることなんて何もないはずなのに、どうしてです？　ボクは疑問に首をかしげる。彼女が事情を語ってくれたのはそのあとだった。

「あの香水、まだ残ってる……よね？　あとどれくらい？」

「えっと……」

　ボクはポケットから瓶を引き抜き、彼女に掲げてみせた。ちゃぽん、と中で揺れる液体は容量の一割程度。もうじき底をつく気配が漂っている。

「はあ……」

　そんな様子にゆるふわさんは深刻しんこくそうにため息をついた。「……その香水、今すぐ誰かほかの人に渡すこと、できないかな……？」

　誰でもいいから、他人にあげて？　と彼女はボクを見つめる。

「えっと……何で、ですか？」

　唐突の真剣な雰囲気に戸惑いながらもボクがそうやって首をかしげると、ゆるふわさんは再び深いため息をついた。

　それからまた、ごめんね、と呟きながら、一つ深刻な話を語ってくれた。

　きっとボクには内緒にするつもりだった話をひとつ。

「その香水はね、人に渡さないと不幸になる香水なの」





◇






　事の発端ほったんは今から一か月ほど前に遡さかのぼる。

「やっ、素敵な素敵なお嬢さん」

　街の通りを歩いていた巻き髪さんは、通りの隅に座る怪しい女性に声を掛けられ立ち止まった。深くフードを被った女性の足元には、香水、櫛くし、壺つぼ、靴、眼鏡めがねといった共通点のまるで見られない物が雑に置かれていた。

　露天商ろてんしょうか何か？

　首をかしげていると、怪しい女性は自らを古物屋カレデュラと名乗った。

「よかったらおひとつどうっすか？　今のお嬢さんにぴったりな商品がありますよ」

「今の私にぴったりな商品……？」

「お嬢さん、運命の出会いを求めていらっしゃるでしょう」


「…………」



　巻き髪さんには結婚願望があった。

　毎日仕事ばかりで恋人などできる気配すらない日々だけれど、どこかで運命の出会いがあればいいのにと彼女は毎日何かを待っていた。

　古物屋カレデュラが呼び止めたのはそんな悩みを抱えた日々でのことだった。

　見透かしたようにその女は語る。

「運命の出会いがしたいならこの香水がおすすめっすよ。こう、手首にぷしゅーっと吹き掛けるだけで、いずれ訪れる運命の出会いを早めることができるんすよ」

「……それ、本当なの？」尋ねながらも彼女は興味津々きょうみしんしんだった。

　祈物が持つ力はこの国にいれば誰でも知っている。

「そりゃあもう。素敵な素敵な運命の出会いを遂げることができるようになるっすよー」

　古物屋はそれから二千レインで買わないかと持ち掛けた。

　ちなみに二千レインはボクの行きつけのパン屋さんで買える一番安くて現実逃避したくなるような味のパンの個数に換算するとおおよそ二十個ぶんでありボクの求職期間中の食費十日分に相当する。泣けるね。とはいえ普通の香水を買うよりも安上がり。おまけに三日以内ならいくら使っても返却してもいいとその女は語った。

「へえ……、なかなかいい商売じゃない。いいわ、買ってあげる」

　だから彼女は何も疑いもせず買った。

「へへへ、まいどありー」

　そして翌日からは言われた通り素敵な日々が待っていた。

　彼女はありとあらゆる男性からアプローチを受けるようになった。まるで取り合いをするように我こそは我こそはと男性たちが彼女を口説くどこうと躍起やっきになる。

　自身に夢中になる男がこれだけいたのかと驚きながらも彼女は男性たちを一人ひとり慎重に選んだ。デートを重ね、食事を奢おごらせ、美しさに磨きをかけては褒めたたえられる日々。

　それはとてもとても幸せだった。笑いが止まらなかった。

　やがて彼女は営業部で一番成績のいい男性とお付き合いをするようになった。やはり笑いが止まらなかった。

　ところがそれから数日が経たった頃から、次第に変化が訪れる。

「……？」

　道を歩いていた彼女は唐突に視線を感じて振り返る。しかし道の向こうには誰もいない。

「……気のせいかしら」

　しかし翌日、今度は家の前で視線を感じる。けれど振り返っても誰もいない。あるのは不気味な暗闇ばかり。

「……誰かが見てるの？」

　やがて彼女は恐ろしくなった。

　次第に自分自身に近づいてきている謎の気配に、彼女は震えあがった。思い当たる節なら当然ある。香水だ。

「そりゃあ悪い運命っすね、お嬢さん」

　路上で相変わらずがらくた同然の物を売りさばいていた古物屋の元に駆け付け事情を話すと、へらへらとした口調で彼女は語る。「運命にはいい運命と悪い運命ってのがあるんすよ」

　古物屋は悪びれることなく語っていた。

　当然、巻き髪さんは怒った。

「は？　そんなの聞いてないんだけど。話が違うじゃない」

「いい運命だけが来るなんて言った覚えはないっすけど？」

　勝手に勘違かんちがいしたのはお嬢さんのほうじゃないっすかーとせせら笑いながらも、古物屋は優しく語り掛ける。

　曰く。

「大丈夫っすよ、お嬢さん。悪い運命が来てしまったときの対処法があるんすから──」

　そして翌日。

「ねえ、聞いて？　あのね、実は私、少し前から営業部の彼と付き合ってるんだけど──」

　巻き髪さんはお昼ごはんの最中に、こっそりと同僚どうりょうのショートさんに秘密を打ち明ける。ショートさんは驚いていた。巻き髪さんが指差していたのは社内でも人気の男性社員だったから。

　そんな男性社員とどんな経緯けいいで結ばれたのか。ショートさんは当然ながら興味をもった。

　だから巻き髪さんはこっそりと、顔を寄せて語り掛ける。

「実はね、運命の香水っていうのがあるんだけど──」

　古物屋は言っていた。

　悪い運命が来たとき、別の誰かに香水を手渡せば、悪い運命から逃れることができるのだと。

　そうして運命の香水は、巻き髪さんからショートさんの手に渡り。

　そしてショートさんの手に渡ってからほどなくした頃、今度は後輩のゆるふわさんの手に渡り。

　それから更に一週間ほど経った頃に、ボクが来た。

「あんた、そろそろ一週間でしょ」

　巻き髪さんはそう言いながら、ゆるふわさんからボクに運命の香水が渡るように仕向けた。渋しぶったゆるふわさんだったけれど、結局巻き髪さんがボクを篭絡ろうらくするかたちで香水は手渡された。

　それから三日ほど経った頃に、ボクの元に怪しい謎の視線──というか古物屋リリエールとかいうお店の店主がストーキングしてくるようになったのだ。

「……あのぉ、マクミリアちゃんが言ってる女の人って……悪い運命、ですよね……？」

　休暇から戻ってきたゆるふわさんはすぐさまボクの置かれている状況に気づいて巻き髪さんとショートさんに尋ねた。悪い運命が迫ってきていることをボクに言わなくていいのかと。

　ところが二人は首を振る。

「まだ早いわよ。もっと香水の力を楽しみたいだろうし、しばらく放っておいてあげましょ」

　そうして四日目、五日目。時間は徐々に流れてゆく。そのたびにボクと対峙たいじする赤髪の女性はお店の前に出てきて、ボクの前に出てきて、話し掛けてきて──距離が縮まり続けた。

　やがて一週間を迎えた頃には瓶の中身がほとんど空っぽになっていた。

「……あのぅ、このままだとマクミリアちゃん、香水使い切っちゃいますけど……」

　使い切ったらどうなるの？　新しい香水はあるの？　そもそもあの香水はどこから手に入れたものなの？　あらゆる疑問を控ひかえめな口調で、ボクのいないところで二人に尋ねるゆるふわさん。

　答えたのは巻き髪さんだった。すべてを洗いざらい打ち明けた。

　怪しい古物屋が売っていたこと。

　そしてこの祈物は一点もので替えがないこと。

「じゃあ、使い切ったらマクミリアちゃんが……」

　不幸な運命から逃れる術すべがなくなる。

　仮にそうなった場合どうなってしまうのかは誰にも分からない。何が起こるのかも。

「別に良いんじゃない？　あの子、悪い運命には慣れてそうだったし」

「でも──」

「それにさ」巻き髪さんはゆるふわさんの言葉を冷たく遮さえぎりながら、語る。「あの子、なんかちょっと馴なれ馴なれしいのよね。入ってきてまだ間もないのに──」

　いなくなってくれたほうが良いし、このまま香水使い切らせちゃえばいいんじゃない？

　言いながら彼女は悪びれることなく笑っていたらしい。

　きっとそれは、古物屋カレデュラと同じような顔だったことだろう。
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「はあ……」

　その日は残業だった。

　暗いオフィスの中でボクの席にだけ明かりが灯ともされる。

　広い空間にたった一人取り残されるのは寂さびしかったけれど、それでも悪い運命が待っていそうな家路につくよりはマシだった。

「──残りの香水、どうにか誰かに渡せないかなぁ……。でないと、マクミリアちゃんがひどい目に遭っちゃう……」

　マクミリアちゃんには、そういう目に遭ってほしくないから。

　ゆるふわさんはゆるふわーな雰囲気でそう語ってくれていた。図らずもボクの馴れ馴れしさのせいでひっそりと嫌われていたにもかかわらず彼女は味方でいてくれた。

　それは何よりも嬉しい事ではあったけれども。

「どうしよ……」

　ちゃぽん、と瓶の中にほんの少しだけ残された香水が揺れる。

　ボクが誰かにこれを渡すということは、ボク以外の誰かが不幸な目に遭うということ。しかも残り分量的にボクが渡した相手が最後の使用者になることは間違いない。

「自分以外の誰かを不幸にしろって言われてもなぁ……」

　ボクのような小心者にそれは無理難題というもの。というかそもそも香水渡せるような相手いないしね。いやそれ以前に渡したくもないんだけど。

　かといってそれじゃあボクが不幸になる未来はいいのかと言われるとそれもそれでちょっと複雑な気分というもの。乙女おとめの心は難しい。

「──おや、残業かね？　仕事熱心だねえ」

　デスクに向かい捗はかどらない仕事と悩み事にうんうんと唸うなっていると、ふいに背後から声を掛けられた。

「わひゃあっ」と情けない声とともに振り返る。

　誰かと思えばもっさりふわふわヘアーの獣人さまこと社長さんではありませんか。

「あっ、お、お疲れ様です！」

　ボクを雇ってくれた救世主を前に背筋せすじを伸ばすボク。こんな状況になったとはいえ雇ってくれたことには感謝してる。

「うむ。お疲れ。まだ入って間もないのにこんな時間まで残るものではないよ。仕事がそんなに溜たまっているのかな」

「あ、いえ……溜まっているというわけではないのですけど……」

「なら今日はもう帰りなさい。無理な残業は身体からだに毒だ」

「いえ、でも……」

「マクミリア君。他人の厚意こういには甘えるべきだよ」

　いい社長！

「えへへ、すみません……じゃあ……」

　帰りまーす、と言いつつボクは心の中で泣いた。

　だって帰り道には怪しい赤髪がいるから！

「そうだ、今日はもう暗い。私が送っていこう。家は大聖堂のほうでよかったかな？」

　いい社長！

　結局ボクはもっさりふわふわの社長さんの厚意にべったり甘えまくることとなった。




　ぽつりぽつりと路地を照らす道を辿たどり、他愛たあいのない会話が交わされる。

　仕事は慣れたのか、やっていけそうか、上司や先輩との関係はどうか。

「まあぼちぼちですねー」とだけ答えるのみだった。まさか馴れ馴れしくしすぎてちょっと嫌われてますなどと言えるわけもない。

　通りの先に目を向ければまばゆく輝く黄金の道が見える。大聖堂への一本道が近づいてきている。

　あー帰りたくない！

「そういえば君、今から少し暇かな。よかったら少し飲みにでも行かないかい」社長さんはボクと大聖堂への道の間に立って、光を遮る。「実はいつも夜は一人で飲んでいてね……たまには一緒に飲む仲間が欲しいと思っていたところなんだ。行きつけの店がある。よかったらどうかね」

　ボクお酒あんまり飲めないですけど。

　そもそも早く帰れと言いつつお酒に誘うとはこれいかに？

「行きます！」

　でも速攻で頷くのが今のボクだった。なぜなら帰りたくないから！

　結局ボクらはそれから大聖堂への大通りを横切り路地へと入ってゆく。小さな明かりが相変わらずぽつりぽつりと道を照らしている。

「ところで君、ご家族とは同居していないのかな。大聖堂の近くに住んでいるようだが」

「あ、はい。一応実家は郊外こうがいにあるんですけど……、今は一人暮らししてます」会話は弾む。「あ、でも決して仲が悪いってわけではないですよ！」

「そうかね。ところで君はなかなか引き締まった身体をしているが、スポーツでもやっていたのかね」

「えっ？　いや別に特には何も……」

　答えながらふと気づけば視線がボクの身体をなぞる。

　少し寒気さむけがした。

「あ、でも過去に現場作業をやってた経験があるので、ちょっと力仕事とかには自信ありますよっ」わずかに過よぎった嫌な気持ちを振り払うようにボクは笑顔を取り繕う。

「そうかね」さっきから何度も何度も同じように頷くばかりの社長さん。「ところで今付き合っている恋人などはいるのかね」

「えっ？　いやいたこともありませんけど……」

　明かりの数は徐々に減ってゆく。

「ところで君は普段から連絡を取り合っている親しい友人や知人はいるかね」

「ええっと……いえ、特にはいませんけれども……」

「そうか、それはよかった。ところで今日は香水をつけていないのかな」

「はい？」

　香水？

　なんで急に香水の話になるのです？

　というよりどうして知って──。

　様々な疑問を抱いて顔を上げたとき、ボクはふと思った。

　こんな街灯もろくにない路地の先に、お店なんてあるのだろうか。

　暗がりの中で社長さんの視線だけが光って見えた。

「実は一週間ほど前から君がつけている香水の匂いが気に入っていてね、是非ともつけてほしいのだよ。実にいい匂いだ。あれはどこで手に入れた物なのかな？」

「ええっと……？」

　急になにこのひと……。

　戸惑うボク。一歩たじろぐ。

「私は街で気に入った者に社員にならないかと声を掛けてきたが、君はその中でも一番だった。一目見たときに思った。程よく引きしまった身体。若さ。白い肌。どれをとっても、とても、とても──美味うまそうだと！」

「美味……え？」

　息を荒くして社長さんがボクに詰め寄る。

　ボクは退しりぞく。

　やがて壁にぶつかった。

「持っているのだろう？　香水をつけたまえ。それさえあれば完璧かんぺきだ。最高だ。あの匂いはいい……！　たまらない……！　最高の調味料だよ！　さあ早くつけたまえ！」

「あの、あのあの社長さん？　急にどうしたんですか？　ご冗談じょうだん……ですよね？」

「……女性社員の中で私に対するよくない噂うわさが流れているのは知っている。私が女性社員を口説いて回っていると吹聴ふいちょうされているのだろう」

「ええっと……まあ、その……、よく社長さんに口説かれたとか、そういう話は聞きますけど……」

「それはまったくの誤解だ。嘆かわしい」

「そ、そうなんですか……？」

「私は純粋に食うつもりで誘っている」

「最低のクソ野郎だ……」

「勘違いしないでくれたまえ。性的な意味ではない」

「そうなんですか？」

「食欲的な意味で食べたいと思っている」

「どちらにしても最低のクソ野郎だ……」

「だが今まではこれでも耐えてきたのだ。この気持ちは決して表に出すべきではない。倫理観りんりかんが私の想いに蓋ふたをしていた。だからこれまで決して人に手を出すことはなかった……！」

「当然のことだと思いますけど……」

「ところが！　ところがだ！　君！　君がすべてを破壊した！　これまで誘った中で最も理想的な身体でありながら！　君から放たれる匂いが私の内に抑えられた欲望を解放した！　もうだめだ……、私は君が食べたくて仕方ないのだよ……！」

　はあはあと息を荒らげる社長さん。

　その瞳にはボクをスカウトしてくれた日の優しい気配は微塵みじんもない。

「今まで魅力的な子たちをスカウトしては食べるのを我慢してきたのだ……！　ここ一か月は特に四六時中女性社員が食べたくて仕方なかった……！　もう限界なのだよ……！」

　必死だった。

　もはやそのお顔は獣人さんというより獲物を前にしてよだれを垂らす獣けものそのものだった。

「い、いや、あの……ボクそういう趣味はないので……！　困ります！」

「一口！　一口でいいから！　頼む！」

「いーやーです！　やめてくださいっ！」

「ちなみに私は太ももの部位が一番好みだ。そこを頼む」

「どうして食べさせる方向で話が進んでるんですか！」

　嫌だって言ったじゃないですかぁ！　ボクは涙ながらに必死に叫びながら壁沿いにじりじりとずれて逃げ道を探した。

　ところで最近読んだ書物で、こういうシチュエーション時に女の子向けの雑誌の中の男子諸君がやりがちな動作に壁ドンというものがあるのですが皆さんご存じでしょうか。

　僭越せんえつながらそれがどのようなものか乙女のボクがお教えしましょう。壁にドン！　と手を打ち付けて真っ直ぐ見つめる。これが壁ドンなるもの。社長もまた乙女の聖書を読む一人だったのでしょう。壁ドンされた。

「逃げるな！」

　壁をぶち抜く社長の右手。

「はい」

　ボクは規格外きかくがいの壁ドンに一瞬で屈服くっぷくした。

　至近距離でボクを見つめながら、そして社長は一言囁ささやく。

「香水をつけたまえ」

　何で？　どうしてこんなことになってしまったのだろう。

　何度も何度も仕事をクビになり、求職しても不採用の連続。やっと誘われたかと思えば先輩社員に嫌われ変な香水をつけさせられてその上今はこうして食べられようとしている。

　運命の香水なんて噓うそばっかり。

　結局ボクの下に運命の相手なんて一度も現れはしなかった。

　ずっと待っていたのに──。

「あ、あの……本当に食べちゃうんですか……？　い、今なら保安局ほあんきょくとかには言わないので……やめてもらえませんか？」

　声を震わせながらもなんとか平常心を保っているように見せかける。泣いたらダメだ。諦めたらダメだ。まだボクは食べられたわけじゃない。

「いいから早く香水をつけたまえ」

「でも──」

「早くしないか！」

　再び壁をぶち抜く社長の右手。


「は、はいぃ……！　ごめんなさいぃ……！」



　従わなければこのまま全身丸ごと食べられかねない雰囲気だった。慌てふためきバッグから香水を取り出し、手首に向けて吹き掛ける。

　薔薇の香りがかすかにボクらの間に漂うと、険けわしい社長さんのお顔がみるみるうちに穏おだやかに変わってゆく。

「おお……！　そうだよ、これだよこれ……！　私はこの匂いを待っていたんだ……！」

　感極まる社長さん。何も口にしていないのに満ち足りた表情の彼は肩で息をしながらボクへの距離をじりじりと詰めていった。

「あ、あの……！　本当に！　もうやめてください！　いいんですか？　これ以上進んだら社長さん、犯罪者になっちゃいますよ！」

「犯罪者か。それは困るな」

「じゃ、じゃあ──」

「最後の晩餐ばんさんとして今日は腹が満たされるまで食べさせてもらうとしよう」

　社長さんはそれから跪ひざまずいてから、ボクの脚を両手で摑む。ごくりと唾つばをのむ音が聞こえた。うっとりとした表情で彼が鼻から息を吸い込む。口を開けば綺麗に生え揃そろった鋭い牙きばがボクの脚へとゆっくり吸い寄せられる。

　そしてボクは頭が真っ白になった。

「薔薇、やっぱり良い匂いね」

　いつの間にか。

　しゃがんだ彼の向こうに彼女がいたから。

「え？」

　赤い髪の、古物屋リリエールの店主さん──。

　啞然あぜんとするボクを後目しりめに彼女は閉じた傘を振りかぶる。風を切りながら社長さんのおでこにこつんと当たる傘の布地。

　大した力も加えていないように見えたその一撃は、一瞬の間をおいてから、社長さんの身体を通りの向こうへと吹っ飛ばした。

「なっ──ぬああああああああああっ！」

　ごろごろと無様ぶざまに転がる社長さん。

　え、今何が起こったの？

　理解が追い付かず頭上に「？」が幾つも浮かぶボク。助けてくれたの？　何で？　確か彼女もボクのことを狙っていた人だったような気がするのだけれど──。

「私の後ろにいなさい」

　困惑するボクの肩に彼女は優しく触れると、そっとボクを背中の向こうに隠してくれた。

「まったく……急に何なのだね……」

　赤い髪の向こうには、ゆっくりと立ち上がって唸うなりながらこちらを睨みつける社長さんの姿がある。鋭い眼光。尖った牙。筋肉質の身体。

「食事を邪魔するとは……困るなあ……」

　穏やかな言葉とともに、喉の底からグルルルと低い唸うなり声が響き渡る。

　怖い。

　単純にそう思った。

　けれどそんなまさしく獣のような社長さんを眺めながらも、ボクに背を向ける赤髪の彼女はいたって冷静だった。

「運命の香水は典型的な迷惑祈物の一つよ」

　凛りんとした声が響く。

「この祈物には、香水を吹き掛けられた人間に対する感情を増幅ぞうふくさせる呪のろいが込められているの。どうやら道具に込められた呪いを都合よく解釈して商売をした悪い人間がいるようね。でも実際のところ、この祈物に運命を引き寄せるような効果なんて本来ないのよ」

　悠々ゆうゆうとそんなことを語る彼女だったけれど、その言葉のほとんどをボクは効き逃していた。

　どころかあわわあわわと通りの向こうを指差すばかり。

「ウオオオオオオオッ！」

　なんて咆哮とともに社長さんが駆けだしてるのですもの。おしゃべりしてる場合じゃないですわよマジで。

「いい運命、悪い運命の現実なんてこんなものよ」

　すぱーん！

　彼女が傘を開くと、襲い掛かる社長さんの身体が再び夜の闇へと消えてゆく。桁違けたちがいの体格差など彼女はものともしなかった。

「恐らくこの獣人さんは連日香水の匂いにあてられて我慢の限界に来てしまったのでしょうね」

　弾はじき飛ばされても尚、社長さんが深い闇の中から飛んでくる。赤い髪の彼女の背中の向こうからわずかに見える社長さんの姿は既に話が通じる相手とは思えないほど、獣じみていた。

「運命の香水を作るために祈りを捧げたのは百年ほど前の時代に生きていた一人の少女よ」

　そしてそんな彼の攻撃をさらりと受け流すのが赤い髪の彼女だった。

　依然いぜん、涼すずしい顔で彼女は淡々と言葉を並べる。「失恋続きだったその少女は、大昔、大聖堂へと訪れ、自身の恋が成就じょうじゅするように祈りを捧げた。当時の大聖堂は彼女の願いを叶え、彼女の持ち物の香水を運命の香水へと変えてみせた」

　話しながらも何度も何度も社長さんを躱かわし続ける名も知らぬ彼女。

　やがて次第に社長さんの唸り声が乱れ始める。

　何度襲っても傷一つつけられないことに困惑しているようにも、息切れをしているようにも聞こえた。

　それでも昔話は淡々と続く。

「大聖堂が願いを叶えたおかげで生み出された香水によって彼女の恋路は成就された。けれど、香水は周囲の人間の強い思いを引き出すものだった。学校の人気者だった男子を射止めた彼女に対する周囲からの憧れの目は香水によって激しい嫉妬しっとへと姿を変え、結果彼女は周りの人間から疎うとまれ、嫌われ、孤立することになった。少女が捧げた祈りはこうして呪いへと姿を変えたのよ」

　運命の香水の正体なんてその程度よ、と名前も知らない赤髪の彼女は退屈そうに言いながら、傘を折り畳たたんだ。

　社長さんは止まったわけでも諦めたわけでもなく、今も尚、大きな口を開けて襲い掛かってきているのに──。

「いや、ちょっ、何を──！」

　してるのかと。

　社長さんからボクらを守ってくれていたものが突然なくなり慌てて後ずさり、情けなくしりもちつきながら口を開いたとき。

　彼女は右手に嵌はめた手袋の指先をちょこんと嚙かんで、外した。

　露あらわになったのは白く綺麗な細い指。

　まるで捧げるように彼女はそれを社長さんのほうへと伸ばしてみせた。

「彼、疲れてきてるみたいだから、頃合いかと思って」

　ボクにそう言い振り返りながら。

　白く細い指先は、そうして社長さんの鼻先に触れた。

　その一瞬、青白い光が見えた。


「ガッ──！」



　直後、まるで糸が切れたように、社長さんは意識を失った。襲い掛かった勢いそのまま彼女とボクの横を通り過ぎ、ずざざざざ、と地面をこすった。めっちゃ痛そう。

「しゃ、社長さん……？」

　起き上がる気配は、ない。生きてる？　死んでる？　何だかよく分からないけどもう襲ってこないってことでいいの？

　あれこれと思いながら、ボクは指でちょんと社長さんの靴をつついてみる。

　動く気配はない。


　…………。



　た、助かった……？

「呪いは解けば消えてなくなるわ」

　彼にかけられたものも、どんなものでもね──と。

　声に振り返ると彼女はボクに白い手を差し出しながらちょっとだけ得意そうな顔をしていた。

　何が起こっているのか未だにボクの頭は全然追い付かない。というかこの手は一体何？　何求められてるの？

　あ、謝礼しゃれいか。

「すみません今これしか」

　ボクはその場にへたり込みながらもバッグを漁あさり流れるような所作しょさで所持金全部を献上した。

「ばか」

　ボクの頭に傘の柄え部分がぽこんと置かれた。じとりと目を細めながら彼女はそれから「運命の香水、今持ってるでしょ？　出しなさい」と再び手を差し出す。ついでにお金も返上された。

「あ、ああ……香水のほうね……」

「べつに私はあなたからお金を巻き上げるために助けたわけじゃないのよ」

　やれやれと肩をすくめながら彼女はボクから香水を受け取る。

　そうだ。そういえば、彼女は確か数日前からボクに声を掛けていた。一体どういういきさつでそうなったのかも、そもそもどうして今ここにいるのかも、まったく分からない──命の危機が去ったことでそれまで張り詰めていた緊張の糸がぷつんと切れて、これまで息をひそめていた疑問と疲れが一気に押し寄せた。

「あの……」

　何から聞けばいいのかも分からないままボクは口を開く。

　彼女は受け取ったばかりの香水を眺めていた。彼女の白い手と香水の間から、先ほど見たような青白い光が再び生まれ、やがてボクの呼び掛けと視線に気づいた彼女がこちらに視線を落とす。

「リリエールよ」

　私の名前。

　リリエールと呼んで。

　彼女は淡い光の中で彼女はこぼす。それは彼女がいたお店とまったく同じ名前だった。

　そして、やがて光が消えたとき、彼女──リリエールさんは再びボクに手を差し出す。ボクの眼前には黒い手袋を嵌め直した細い指先。

　はてこれは一体何だろ？

　あ、謝礼か。

「すみませんやっぱり今はこれしか」

　お金では不満だったみたいなのでボクは晩御飯の予定だったパンを献上した。

「ばか」

　ぽこん、と傘がボクの頭にまた置かれる。「でも一応貰っておくわ」むすっとした顔をしながらも彼女はポーチにパンを突っ込んだ。

　それからついでのように「いつまでそこでへたり込んでいるつもりなの？」と再び手を伸ばす。

　言われてボクは自身が依然として社長さんのすぐ傍そばで座り込んでいたことに気が付いた。お恥ずかしい限り。

　彼女に色々と聞くなら、まずはせめて立ち上がらないと。

「ありがとう……ございます」

　ボクはそうして彼女が伸ばしてくれた手を摑む。

　暖かい感触。

「どういたしまして」

　彼女はその向こうで、ほんのりと笑みを浮かべていた。





◇






「す、すまなかった……！　もう二度と君には近寄らない！　だから今回のことは見逃してはくれないか……？　そうだ、賠償金ばいしょうきんも支払おう。だからどうか私がしたことは──」

　起き上がった社長さんは戦闘のせいで乱れた身だしなみを整えながら慌てて釈明しゃくめいを始めた。

　一応、自身が口走っていたことはすべて覚えているらしい。

「祈物の影響で変わり果てたとはいえ、あれは彼の底に眠っていた本心。操られていたわけではないのだから覚えていて当然よ」

　ボクの横で冷静に解説を挟むリリエールさんだった。

　どうしようと困り果てていると、社長さんはまずは賠償金の前払いとして腕時計をボクに差し出した。

　そんな彼にボクが微妙な顔をしていると、「すまない！　これではダメか？」と財布の中に入っていたありったけのお金を押し付ける。

　それでもボクの顔が曇っていると、何でもするからどうか許してほしいと懇願こんがんした。

「……安心してください」ボクは彼の目を見て語り掛ける。「ボクは今日起こったこと、誰にも言いませんから。だから──」

「そうか！　ありがとう！」

　ボクの言葉を遮り、ぎゅっ、と社長さんが手を握る。

　間近で見たその顔は必死そのものだった。

「では今度また改めて謝罪の品と賠償金は用意させてもらう！」

　誰にも言わないという口約束さえできてしまえばそれでよかったのか、それから社長さんは頭を下げてからボクたちの前から離れてゆく。

　ボクが言いかけた言葉は気にならないみたい。

「それではまた後日！」

　社長さんはそして遠くのほうで手を挙げて、それから街の通りへと消えた。

　暗い暗い夜道には、ボクと古物屋のリリエールさんだけが取り残される。押し付けられた時計は見るからに高級品。押し付けられたお金は手に余る大金だった。

　結局、話すらまともに聞いてもらえなかった。

　べつにこんなものいらなかったのに。

　ボクの望みは他にあったのに。

　時計とお金を渡されて、社長さんが去っていったということは、社長さんが提示した条件をボクがのんだということになる。

　つまりそれは今回のことを見逃す代わりに二度と社長さんがボクに近づかないということであり。

　もう会社には行けないということだ。

「……もっと働きたかったな」

　何日も何日も転職活動をした末にやっと手に入れた職だったのに。また転職活動をしないといけないのかな。もう履歴書とっくに真っ黒なんだけど。

　また広場でため息をつきながら、明日はもっとマシになっていますようにと不味まずいパンを嚙みしめる日々を送らなきゃいけないのかな。

「……いやだなぁ」

　どうしていつもこうなのだろう。

　やっと上手うまくいったと思ったら、やっと楽しくなってきたと思ったら、予期せぬことが起きて職を失う。そんな顚末てんまつばっかりだ。

　一体ボクはあと何回職を失えば、自分の居場所を見つけることができるのだろう。

「……はあ」

　大きな大きなため息をボクはこぼす。

　結局いつものように色々なものを諦めながら、ボクはせめて仲良くなった彼女への挨拶だけは済ませておこうと、ぼんやりと思った。

「一週間くらい前にね、お店の前を通り掛かったあなたを見たときに、すぐに気づいたの。祈物の呪いにかかってるって」

　落ち込むボクの横で、リリエールさんは独り言のように囁く。

　……呪い？

　って何なのです？　さっきから言ってますけど。

　首をかしげるボクに彼女は気づく。

「覚えておいて頂戴。祈物にかかった祈りのことを私は呪いと呼ぶようにしているの。古物屋の店主としてのこだわりよ」

　さらりと変なこだわりを見せつつ彼女は語る。「職業柄、呪われた人間はすぐに分かるのよ。だからあなたがお店の前を通るたびに観察した。毎日濃厚な呪いの気配を漂わせてお店の前を通り掛かるものだから心配になってそのうち声を掛けるようになった。まああなたは怖がって逃げてしまったけれど」

「それは、まあ……、リリエールさんが悪い運命なんだとばっかり思ってましたから……」

「リリエールでいいわよ」

「初対面の相手を呼び捨てできるほどボクは図々ずうずうしくないです」

「初対面じゃないけど」

「ちゃんと顔を合わせたのは初めてですし」

「あなた名前は？」

「……マクミリアです」

「そう。ところでマクミリア」わあ普通に呼び捨てされちゃった。「あなた、仕事探してるの？」

「……そうですね」

「何かやりたいことはあるのかしら」

「ちゃんと仕事をして、ちゃんと生きたいです」

「謙虚けんきょね」

「祈れば何でも叶えられる世の中じゃありませんし」


「…………」



　沈黙する彼女は通りの向こうの暗闇をじっと見つめる。「もしも祈りが叶うとしたら、どんなお願いをする？」

　その先にはきっと大聖堂がある。

　祈り捧げ続ければどんな願いも叶う素敵な場所。ずっと前に通い詰めて、結局何も叶えてくれなかった場所。

　ボクがもしもその場で再び捧げる願いがあるとするなら、多分。

「……ボクにしかできないことをやって生きたいです」

　今までずっと今を生きるのに精一杯で、具体的な将来の夢なんて何もなかった。未来の自分の空想を描くには毎日が慌ただしすぎたから。

　ボクが答えたその言葉に、彼女はこちらを振り返っていた。

「つまり、ちゃんと仕事してちゃんと生きて、自分自身のやりたいことを見つめる時間が欲しいってことよね？」

　まあ、

「要約するとそんな感じですね……」

　言葉にされるとちょっと恥ずかしいですけど。

「だとすればあなたは運がいいわ」

　そして古物屋のリリエールさんはくすりと笑う。

　その祈り、私が叶えられるから──と。

「……どういうことです？」

　意味深長で思わせぶりな彼女の言葉にボクは首をかしげた。

　それから彼女が発した言葉はとてもとてもシンプルなものだった。

　曰く。

「うちの店で働きなさい」





◇






「ははぁ……大変なことがあったんだねぇ……」

　あれから数日が過ぎた頃。

　ある日の平日、お昼休み中に職場から抜け出してきたゆるふわさんと待ち合わせをして、ボクは以前一緒に行った喫茶店へと赴おもむいた。

　社長さんと二度と会わないという約束を律義りちぎに守り、ボクはまともな挨拶もしないまま会社から姿を消したから。

　辞めてから連絡をくれたのは彼女だけだった。

　社長さんとの約束を律義に守り、彼女に語ったお話の中では社長さんの名前は一度も出していない。悪い運命に襲われて、命を落としかけたから辞めましたと話せば彼女は納得してくれた。

　彼女も運命の香水の力を身をもって体感している一人だし。

「それで、辞めたあとはどうなの？　行く当てはあるの？　お金は？　もし何もないなら、うちのスタッフとして雇っても──」

　うちの、というのはバンド活動のほうを差しているのだろう。

　聞いたところ彼女のジャズバンドの活動のほうはそれなりに順調らしい。このままいけば仕事も早めに辞められるかもしれないと話していた。

　そんな彼女と一緒に夢を追い掛けるような仕事なら、きっと楽しそうなのだろうなとも思えるけれども。

「ううん、それはご心配なくー」

　ボクは首を振っていた。

「ええー？　でも、生活、大丈夫なの？」

「退職金いっぱい貰いましたからね……」

「？　うちの会社って入社間もない子にもちゃんと退職金出すんだ……意外だなぁ」

　まあ退職金というかただの口止め料だけど。

　お昼の時間を共に過ごしながら、ボクたちはお互いに近況報告をし合った。

　巻き髪さんとショートさんは相変わらずで、恋人との関係は依然、続いているらしい。

　リリエールさん曰く、香水の影響を受けた人は思いが増幅させられただけ。香水の効果が消えたとしても、築き上げた関係がなくなるわけではない。

　とはいえ香水の効き目がなくなれば、香水が効いていた頃に帯びていた熱は確実に冷めるもの。

　その後も関係を維持できるかどうかは本人次第とのことだった。

「あ、そういえば昨日ねぇ、先輩たちが彼氏さんの愚痴ぐちで盛り上がってたよぉ。付き合い始めた頃につけてた香水つけてほしいって言われたんだって。むかつくーって怒ってたー」

「そうなんだ」

　その後どうなるかは、本人次第。

　ちなみに社長さんは以前より少しだけ女性社員と距離を置くようになったとか。

　ボクが辞めた翌日から急にそんな風に変わったものだから、「何か知らない？」とゆるふわさんに尋ねられた。もちろんボクは首を振る。

「ちょっと自重じちょうするようになったんじゃない……？」

「そうなのかなぁ……」

　結果的にゆるふわさんは香水の効き目が切れた今でも社長さんから口説かれることはなくなった。以前よりいっそうジャズバンドの活動にのめり込むようになり、会社から離れる準備を水面下で着々と進めている彼女にとってはきっといい事だろう。

「お互いこれから頑張らないといけないですね」

　彼女はジャズバンドの準備で。

　ボクはボクで別のことで。

「もう先輩後輩の関係じゃないんだから、敬語は使わなくていいよぉ」

「え？　そう？　じゃあ遠慮なく──」

　これからは友達っぽく接するから、とボクは笑う。

　彼女も笑った。

「うん。だから今日は奢ってあげない」

　無駄に色っぽく語りながら、それからボクと彼女は対等の友人として昼食を共にした。

　今度からは友人はいるのかと聞かれたら、彼女のことを思い出そう。

　ゆるふわさん。

　もとい本名リナベルさん。

　たぶんボクの初めてのお友達。

「ねえ、そういえば結局、行く当てはあるの？」

　ほどなくした頃、彼女は再び尋ねる。

　そういえばまだちゃんと話してなかったっけ。

　ボクは軽く頷き。

「うん、大丈夫だよ」

　そして笑いながら答えた。

「いい出会いがあったからね」





◇






　大聖堂へと向かう大通り。

　広い石畳を歩いて真っ直ぐ伸びた道をゆく。

　平日の昼間、往来おうらいするのはほどほどの人々。声を張って客引きをすることもなく、かといって誰もが退屈そうにしているわけでもない。

　観光客など来るはずもない辺境の島国である祈りのクルルネルヴィアの日常的風景がいつものように広がっていた。

　大通りに面するのは白い建物たち。夜になれば黄金色に輝くそのどれもが今は静かに眠るように真っ白に佇んでいる。

　そして通りを進み、ほどなくした頃立ち止まる。

　静かに佇んでいる建物たちに取り囲まれながら、ひと際古い建物がそこにはある。古いレンガ造りで、背も低く、看板もどこか色あせている。

『古物屋リリエール』

　ボクの新しい職場は、確かにここに、建っている。


「…………」



　深呼吸して、それからボクは扉に手をかける。

　思い出すのは数日前の出来事だ。

「──今何と？」

　暗くどんよりとした道の中で、唐突にこの店の店主さんが──リリエールさんが語った言葉が信じられなくてボクは自身の頭と耳を疑った。

　目の前の彼女はそんな処理がまるで追い付いていないボクをさらに置いてけぼりにするように淡々と語り続けた。

　手にした運命の香水を眺めながら。

「今、うちの店で従業員を探しているのよ。少し前から、怪しい古物屋の活動が活発になってきていてね、街に祈物が出回るようになっているのよ。私一人では対処し切れないくらいにね」

　つまり端的たんてきに言うと人手不足なの。

　彼女はそう言いながらボクを見ていた。

　それでどうしてボクをスカウトするの？

　直近で社長さんにスカウトされた挙句その本人に食べられそうになったばかりのボクは一歩退き警戒した。

　社会人三年目。

　ようやく人を疑うということを覚えたボクだった。

　しかしそんなボクに彼女は淡々と語り掛ける。

「ちなみに募集しているのは比較的若い子で、女の子で……それと一般常識がある子がいいわ」


「…………」



　ほうほう。

「あと最近の若者文化に詳しくて、色々なお仕事をした経験があって、それでいて人当たりがいい子がいいわね」

「……！」

　それってもしやボクでは？

「あとできれば祈物のせいで困った経験があったりすると尚なおいいわ」

「……！」

　それってもはやボクでは？

　驚き目を見開くボクに、彼女は柔らかく笑った。

「ひょっとしたら私、あなたに惹ひかれてここまで来たのかもしれないわね」

　いい運命と悪い運命を引き寄せる、運命の香水。香水をつけた者に対する気持ちを強くする、運命の香水。彼女もまた、その匂いに導かれた一人なのかもしれない。

　ふとボクはここで思い出す。

　そういえばまだ、巻き髪さんやゆるふわさんのように、ボクにとってのいい運命と巡り合えてはいなかった。

　みんないい出会いと巡り合えたのにボクだけ社長さんに追い回されただけ。

　これってちょっと不公平ですよね？

「私と一緒に働いてみない？　マクミリア」

　彼女の手がボクに差し出される。手袋を外した白く細い指先だった。「もしも働いてくれるなら──手始めに、あなたにかかった呪いをこの手で消してあげるわ」

　ま、どのみち、残った香水の効果はもうじき消えるけどね──と彼女は笑いながら、社長さんと瓶から呪いを吸い取った手を、ボクの前に差し出す。

　信じていいのだろうか。

　思いながらもボクは悩んでいなかった。

　運命の香水が持つ力は身をもって体験したばかり。

　思いを強くするのが香水というのならば、つまり彼女は最初からボクに害を及およぼすつもりなんて一切ないということに他ならない。

「……食べないでくださいよ？」

　だからボクは、彼女の手を摑む。
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　ほんの一瞬、青白い光がボクらの間で瞬またたくと、つけたばかりの薔薇の香りがふわりと漂う。

　ボクにかけられた呪いが、彼女の手の中に消えてゆくのを感じた。後に残ったのは、特別な意味なんて何もないただの薔薇の香り。

　それでも彼女は固く結んだその手を放すことはなく、ただ柔らかく笑い続けていた。

　──そして今。

　扉にかけた手に力を込める。

　ぎいい、と木製の扉がきしむ音とともに、頼りない鈴の音がからんと鳴った。

　お店の中にはありとあらゆる物があった。

　人形、オルゴール、花瓶、櫛、像、鏡──棚とテーブルに綺麗に整列している物たち。その向こうには応接用のソファが向かい合っている。

　そこに座ってぼんやり新聞を読んでいたのは、赤い髪の女性。身にまとう服は髪と同じような赤のドレス。瞳は群青。やがて彼女は鈴の音に気づいて顔を上げる。

「いらっしゃい」

　待ってたわよ、マクミリア──と。

　言いながら今日から上司の彼女は笑っていた。

　暗い夜の中で初めて手を握った日と同じような、柔らかい笑顔で。
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　人間、三日もあれば大体のことは慣れるものである。

　これは今まで社会人生活をだいたい三年くらいやってきたボクの持論じろんであり、そして今、古物屋こぶつやで三日目の朝を迎えても尚なお、同じことを感じている。

「暇ひまね」

　お店の奥、デスクに腰こし掛けながら紅茶こうちゃを堪能たんのうする我が店主ことリリエールさん。

「そうですねー」

　そしてお店のソファに座りぼーっとしているのがボクである。三日目の本日も朝からお店は暇だった。今日も暇で紅茶が美味うまい。大体古物屋リリエールの日常はそんな感じだった。

　祈りのクルルネルヴィアにおいて古物屋とは祈物れいぶつを主に取り扱あつかうお店のことを指す、ボクが知っている限りでは古物屋というお店自体がそこまで多くはない。「有名な古物屋さんといえばどこ？」と街で聞いて回っても具体的な名前が一つも挙がらない程度にはマイナーな職種といえる。

　そして至極しごく当然ながらそんなマイナーな職種なので、足を運んでくるお客さんの数も少ない。ボクたちが朝からぼけーっと紅茶で一息ついているこの様子がまさにお店の暇さを物語っているともいえよう。

「ねえ、何か面白い話して？」

　デスクの向こうの我が店主はこてん、と首をかしげながら、突然、面倒くさい恋人のような言葉をぶん投げてくる。これも多分お店があんまりにも暇だからだと思う。

「ええー……」

　露骨ろこつに渋しぶってみせるボク。

　三日も一緒にいれば彼女のおおまかな生態も大体分かるもの。

　折角せっかくだからここで親愛なる我が店主について語っていこうと思う。

　まず第一に、我が店主ことリリエールさんは紅茶が好き。

「うちの店、基本的に飲食は自由だから好きにして頂戴ちょうだい。ちなみに紅茶ならいつも常備してあるからいつでも飲んでいいわよ」

　なぜだか胸を張って語る我が店主。「ちなみにこの茶葉ちゃばはルフランというものでね、気分を落ち着かせてくれる効果があるそうよ。私がいつも冷静沈着れいせいちんちゃくなのはこの紅茶のおかげね。それとこっちはトーラスという種類の茶葉ね。香りとコクがなめらかで飲みやすいわ。それとこっちがカーマイン。赤みの強い紅茶で、特に香りが強いのがこれよ」

「な、なるほど……」

　突然まくしたてるように語り始めるリリエールさん。見るとその目は子どものようにきらきら輝いている。

　誰かに話したくて仕方なかったんだろうなぁ……。

「で、どれ飲む？」

「ええっと……」

　考えるような素振そぶりをしながらも「別にどれでもいいかなぁ……」という気持ちだけがぽわぽわと頭の上に浮上するボク。でも幾いくら何でも失礼だしそんなことは言えないしなぁ……と悩んでいると、リリエールさんはくすりと笑いながら、

「ふふっ、いえいえ、言わなくても分かってるわよ、あなたが言いたいこと」

　とウインクひとつ。

　おお、さすがは我が店主さま。わざわざ言葉にせずとも意図を汲くんでくれる。なんて素敵すてきな人なのだろう。

　それから彼女はボクの肩に手を置きながら言った。

「全部試したいのよね？」

「えっ」

　いや全然違うけど。

「紅茶一つひとつの味の違いを楽しみたい──そう言いたいのよね？」

「あの……」

　まったく分かってないなこの人。

「ふふっ、この欲しがりさん」

「いや……」

　何だこの人。

「さあ来なさい。淹いれ方から楽しみ方まで全部いちから教えてあげる。明日からあなたもこれで立派りっぱな紅茶マスターよ」

　紅茶マスターって何。

　という疑問は置いておいてとりあえずその日は彼女に紅茶の淹れ方を教わり、そして彼女に紅茶を振る舞ってみせた。

「ふっ、なかなかいい腕じゃない。合格よ」

「あ、はい。どうも……？」

　このお店いつから紅茶屋さんになったのかなぁと思いつつも言われた仕事をしっかりこなす健気けなげなボク。社会人の鏡。

「特にこのルフランがいいわね……、心がとっても落ち着くわ……」

「へえー、そういうもんなんですか？」ルフランを一口飲みながらボクは並べられたティーカップを眺ながめる。ボクには淹れた時点でもうどれがどれやらはさっぱりだけど。

「ふふ、味の違いが分からないとはまだまだね」

　何はともあれリリエールさんは紅茶に並々ならぬこだわりがあるらしい。我が店主の特徴の一つとして覚えておこう。

　紅茶が切れたときの買い出しも多分ボクの仕事になるだろうし──今のうちに好みの紅茶のパッケージもメモしておこうかな。

　ボクは容器をひとつ持ち上げ眺める。

「あ、これ賞味期限切れてる」

「どうりで不味まずいと思ったわ」

　ちなみにリリエールさんは味あじ音痴おんちである。

　紅茶は切らしたら適当にその辺の雑貨屋で買えばいいなと思ったボクだった。




　もちろん日がな一日紅茶を飲んでばかりが仕事ではない。

　ところで皆さんここらで古物屋リリエールがいかにして古物を収集しているか気になりませんか？　ボクは気になる。そんなわけで勤務初日に「どうやって集めてるんですかー？」とインタビューしてみたのだけれど、その日彼女は確かに「基本的にはお客さんが売りに来ることが多いわね」とクールに答えてみせた。ははー、かっこいいなぁ、何かオトナな女性って感じの雰囲気ふんいきだなぁと初日は思った。

　その翌日のことである。

「ふふふ、見て？　マクミリア。これ、どう？　いいでしょう」

　朝、お店に着くなり彼女はどうだどうだと白い花瓶かびんを掲かかげて見せた。何ですかこれと尋たずねると彼女は若干じゃっかん興奮した様子で、

「これは喋しゃべる花瓶よ。中に入れた水の量だけ性格が変わるの。面白いわよ」

　と言いながら花瓶をひっくり返して水をバケツに流し込んだ。

　すると不思議なことにそれまで黙だまっていた（いや普通喋らないけど）花瓶が突然揺ゆれ動く。

『ウェーイ！』

　にわかには信じ難がたいことだけれど本当に喋りだした。

『ひゅー！　お姉さんめっちゃカワいいねぇー！』

　なんかチャラいなこの花瓶。

「リリエールさん、これは」

「水の量に比例して知能が下がる仕様になってるみたい。水がいっぱいだと寡黙かもくで賢かしこい性格、空だと頭もすっからかんになるようね」

「冷静に酷ひどい分析してる」

「ちなみに今の状態は御覧ごらんの通り知能ゼロのゴミよ」

「さすがに本人を前にそんなこと言ったら可哀想かわいそうですよ」

『ウィー！』

　全然可哀想じゃなかったわ。

「ちなみにこれ、誰から譲り受けた花瓶なんですか？」

「譲り受けてないわよ？」

「というと？」

「拾ひろってきたの」

「どこからです？」

「不用品がたくさん置いてあるところ」

「ゴミ捨て場ですねそれ」

　大丈夫ですか。怒られないんですか。

「マクミリア、大事なのはどこで拾ってきたかではないわ、それがどんな役割を担になうのかよ」

『お姉さんたち、これから俺っちとパーリィナイトしない？　ウィー！』

　いやこんな軽薄けいはくなこと言う花瓶を前にして言われても……。

「これ役に立つんですか？」

　首をかしげるボク。

　花瓶はそんなボクに対して『ちょっとちょっとー！　そんなこと言っちゃノンノンノンでしょー！』とおおよそ理解不能な言葉を発していたけれど、リリエールさんはそんな花瓶に辟易へきえきして「ちょっと黙りなさいな」と水をいっぱい注ぎ込んで黙らせていたけれど、そのうえで、

「価値観というものは人によって大きく変わるものよ。だからこんなのでも利用価値はあるの」

　とも語っていた。

　たっぷり水を満たした花瓶は『然しかり』と渋しぶい声で応える。

　さてこのバラエティに富んだ性格の花瓶は一体どんな場面で役立つというのだろう？




　意外なことに花瓶の役目はその日のうちに訪れた。

　古物屋リリエールに来るお客さんは主に二種類いる。祈物を売りに来る人、そして買いに来る人。此度こたびは後者。若い一人暮らしの女性だった。

「最近、夜なんだか寂さびしくて……心の隙間すきまを埋めてくれる殿方とのがたを探してるの……」

　はうう、と悩ましげに俯うつむく独身女性。曰いわく彼女は長らく恋人もおらず、一人で過ごす日々に限界を感じているらしい。

　なるほどなるほど。

　来るお店間違ってない？

「ふふ、あなたは運がいいわ」しかしながらそんな場違いなお願いをしてくる独身女性の手をとり優しく微笑ほほえみかける我が店主。「実はそんなあなたにぴったりの商品があるの」

　それから彼女はすすす、と流れるような仕草しぐさでお店の奥からとある物を持ってくる。

　まさか。

『ウィー！』

　わあやっぱり。

「そんなあなたにはこれ。おしゃべりな花瓶をおすすめするわ。実はこれは水を入れた量に比例して性格が変わる祈物なのだけれど──」

　今朝がた拾ってきたばかりの祈物をまるで長い間店内で大事に保管されていた商品かのように堂々どうどうと説明するリリエールさん。

　言葉巧たくみに「普段は売らないのだけれど」「折角だから」「運命的なものを感じたから」と耳障みみざわりのよろしい言葉を並べつつ彼女に花瓶をおすすめした。

　遠巻きに見ると怪あやしい勧誘にも見えなくないその光景。彼女はそれほど対面での商売に慣れていた。

『ひゅー！　お姉さんもなかなかナイスなバディしてるねー！　俺おれっちと──』

　なんて花瓶が茶々ちゃちゃを入れようものなら無言で容赦ようしゃなく上から水をじゃばばばばと注いで黙らせる程度には祈物の扱あつかいにも慣れていた。

「ちなみに花瓶がうるさいときはこうして水を注ぐのがおすすめの使い方よ」

『拙者せっしゃがお供とも致いたす』

　今度は渋い声で独身女性に語り掛ける。

「まあっ！」

　そしてそんな色気いろけたっぷりバリトンボイスが独身女性のハートをがっつりキャッチ。「なんてすてきなお声なの……！」

　胸をキュンと押さえる独身女性。

　渋い男性ボイスに彼女はフォーリンラブ。

　彼女はその場で花瓶の購入を決めた。恋しちゃったなら仕方ないね。

「またどうぞ」

　さすがに女性一人でお水いっぱいの花瓶を持ち帰るのは厳きびしいため、いったん水を抜いてから彼女に手渡した。

　彼女は「本当にありがとうございました！　また来ます！」と嬉うれしそうに顔を綻ほころばせて帰っていった。『ウィー！』とうるさい花瓶を抱えて。

　……まさか拾ってきたその日のうちに売ってしまうとは。

「ふふっ、どう？　だから言ったでしょ？　売れるって」

　どうだと言わんばかりに胸を張るリリエールさん。こればっかりは彼女が正しかったと言わざるを得ない。雇用から数日で店主の実力を疑ってしまったことをボクは恥じた。

　ところがそれから数時間後のこと。

「こんにちはー。リリエールさんおりますかー？」

　こんこん、と扉とびらをわざわざノックしてお店に入る人影ひとつ。

　作業着姿の中年女性。見るとそれはお役所の人だった。彼女はボクに「ああどうもねー」とにこやかに挨拶あいさつしてからリリエールさんに書類をポイと手渡した。

「あんたまた廃品はいひん勝手に持って行ったでしょ。困るよー。事前に申請してもらわないと、回収するとき数が違って困るでしょーが」

「え、あ、ご、ごめんなさい……」

　優雅ゆうがにしたり顔を浮かべて座っていたリリエールさんがデスクの向こうで姿勢を正していた。その様子はまさしく悪事が露呈ろていした子どもの如ごとし。

「ごめんなさいじゃないんだよねー」

　腰に手を当てて見るからに怒ってますよとアピールしつつおばさんは続ける。「廃品を買い取る時は事前申請！　いつも言ってるでしょうが」

　常習犯じょうしゅうはんなんかい。

「でも前は申請いらなかったし……」

「ルール変わったって前にも言ったでしょーが！　もうおばさん許さないからね。今すぐ申請書を書いて。あと違反金いやくきんも払って。ほら早く」

「くっ……」

　悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむリリエールさん。屈辱くつじょく……！　と表情が物語っている。

「ちなみに違反金は九千レインだから」

「きゅ、九千ですって……！　そんなにするの……？」

　さっき売った花瓶とほとんど同じ金額じゃないの……！　と驚き抗議するリリエールさんだった。けれど現実は無常。お役所のおばさんは一歩も引かなかった。

「あんた常習犯だからね、これでも安いほうだよ」

　それからおばさんはリリエールさんからしっかり九千レインをもぎ取って、「もう二度とするんじゃないよ！」と捨すて台詞ぜりふを吐いてから店を去った。

　ちなみに花瓶は先ほど一万レインで売れた。

　つまり単純計算で本日の儲もうけの九割がお役所のおば様によって吸い取られたということになる。

「……せっかく高値で売れたのに」

　しゅんと沈しずむリリエールさん。

　初めて会った日から何となく感じてはいたけれど、リリエールさんはどうやらここ最近の社会情勢には疎うといらしい。最近できたルールとか、近頃の子の流行とか──古い物を多く扱っているせいなのか、それともお店で働き詰めのせいなのかは分からないけれど、少しだけ他の人とズレた部分があるらしい。

　ところで落ち込む店主の気持ちを盛り上げるというのも、新人さんの役目だとは思いませんか？

「これどうぞ」

　ことん、と彼女のデスクに置かれるティーカップ。

　このお店に来て最初に教えてもらったお仕事をボクは実践じっせんしてみせた。紅茶マスターになれたかどうかは分からないけれど、なかなか美味く淹れることができたのではなかろうか。

「心が落ち着くわね……」

　はあ、と彼女は温かいため息を漏らしながら紅茶を堪能たんのうしていたから。「この味、この風味……あなたが淹れたのはルフランね？　そうでしょう？」

　沈しずんだ心も紅茶を飲めば元通り。

　彼女はしたり顔を浮かべながらボクを見た。やっぱり普段から飲み慣れていると紅茶の種類はすぐに分かるものなのだろうか。

　入って三日のボクにはまだまだ茶葉の種類の違いは分かりそうにないけれど──ボクは淹れた茶葉を確認すべく容器を持ち上げる。

「あ、すみません。これ賞味期限切れのやつでした」

「どうりで不味いと思ったわ」
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「──というわけで面白い話をしてみたんですけど、どうですか」

　面白い話をしてみてよ、と彼女に言われたので、ボクはとりあえず古物屋リリエールに来てからの三日間で起こった出来事の中で面白かった出来事をつらつらと並べてみたのだけれど。

　どうやら彼女のお望みを叶かなえるには至らなかったらしい。

「うん全然面白くない」

　満面まんめんの笑みではっきり切り捨てる我が店主。

　あれあれ、おかしいですね。

「ボクは面白いと思って話したつもりなんですけど」

「ただの私の恥ずかしいエピソードを羅列られつしただけじゃないの」

　どこが面白いのよ、と頰ほおを膨ふくらませるリリエールさん。

　そんな彼女にボクはくすりと笑いながら冗談めかして返してみせた。

「価値観って人によって大きく変わるものらしいですし」

　リリエールさんが言ってたとおりにね──と。

　ボクは今朝買ってきたばかりの茶葉で淹れた紅茶を一口飲みつつ答える。

　まだお店で働き始めて間もないけれど。

　この味から一つひとつ覚えていこうと胸に抱きながら。
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　それは、いつものようにボクがお店に出向いたときのことだった。

　ばたん！

　大きな物が倒れたような音が店内に鳴り響く。

「えっ……な、何……？」

　びっくりしながら店内の様子を窺うかがうボク。暴漢ぼうかん？　強盗ごうとう？　身構えながらボクはゆっくりと辺りを見回した。

　たくさんの物が置かれている店内。

　明りも灯ともされず、ほんのりと暗いその空間の真ん中で彼女は倒れていた。

「くっ……うう……」

　リリエールさん。

　ボクが働く古物屋の店主だ。


「ちょっ……一体どうしたのリリエールさん！」



　慌あわてて駆け寄る従業員ことボク。

　抱きかかえると苦しそうな顔で彼女はボクを見上げていた。

「ああ……来たのね、マクミリア……」

　震える手がボクへと伸びる。きっとボクが来る前に何かよくないことが起きたに違いない。店内は荒らされた形跡けいせきはないけれど。

　いったい何が──。

「マク、ミリ……ア……」

　震えた彼女の手がボクに伸びる。

　きっと何かを伝えようとしているに違いない。

　ボクは耳を澄まして、彼女の言葉を待った。


「────」



　けれど。

　彼女の指先がボクの頰ほおに触れた直後。

　まるで花びらが落ちるかのように、彼女の手はゆっくりと、力を失い、落ちてゆく。

「リリエール、さん……？　リリエールさん、しっかりしてください！　リリエールさん！」

　何度も彼女の肩かたを揺ゆらして必死に呼び掛けた。折角せっかく出会うことのできた新しい職場なのに。いきなり雇い主が倒れてしまうなんて。

　ああ、一体どうしてこんなことに。

「困るよリリエールさん！　せめて初任給は貰もらわないと！」

　しかし必死に呼び掛けるボクの声は彼女の耳には届いていないようだった。苦しそうな顔を浮かべたまま、彼女はボクの腕の中で静かに瞳ひとみを閉ざす。

「そんな……リリエールさん……！」

　どうしようもない現実。

　ボクは嘆なげき悲しみ、叫さけぶことしかできなかった。

　祈りのクルルネルヴィアの朝。

　その日、ボクの慟哭どうこくが街の通りには轟とどろいたという。

　それはまるでオオカミの遠吠とおぼえのようにも、聞こえたそうだ。
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「あれれ、また亡霊ぼうれいオオカミが出たんだ」

　話は前日に遡さかのぼる。

　仕事に就ついてちょうど一週間。だいたいの仕事を覚えた頃のことだった。

　基本的に古物屋リリエールでのお仕事は大きく二つ。一つは店番。そしてもう一つが依頼対応。ボクがやっているのは前者のほう。ちなみに店番をしている最中は基本的にお客さんさえいなければ何をしていても大丈夫とのことだった。

　そして古物屋リリエールに来る客はほとんどいない。

　よって暇を持て余すボクだった。

　ひとまず今は時間を見つけてはリリエールさんに店頭に並べてある物の効果を勉強させてもらっているけれど、不在のときはそれも叶かなわない。

　そもそも店番って何すればいいの？

「家みたいに好きにくつろいでくれて構わないわよ」

　出ていくときに彼女はそんなこと言ってたけれど。とってもゆるーいことを言っていたけれど。

　いやいや、ボクまだこのお仕事始めて一週間ですよ？　そう簡単に羽目はめを外すことなんてできませんってば。

　ボクは開店と同時にお店を出て行った彼女にそんな風に答えつつもお店に残る。

　大体それから三時間ほど経たった。

「わークッキーおいしー」

　新聞片手にクッキーつまむ従業員の姿がそこにはあった。

　……羽目外しちゃった。

　やることなさすぎてぺらぺらの紙を眺ながめながら「ほへー」と声を漏もらす不真面目ふまじめな従業員ことボク。開いた新聞の一面には近頃、街を騒さわがせている亡霊オオカミの目撃談が綴つづられていた。

　ボクの記憶が正しければ亡霊オオカミが初めて街に出たのは二年ほど前のことになる。

　姿は半透明。身体からだは煙けむりでできていて、昼も夜も問わずどこからともなく現れては人を襲おそい怪我けがを負わせる。噂うわさでは何らかの祈物れいぶつによって生み出された化ばけ物だろうと言われていたけれど──。

「……確かとっくに退治たいじされてる、よね？」

　二年前の騒動のときに亡霊オオカミへの対策のための道具が作られて、この国の保安局ほあんきょくの人たちが片かたっ端ぱしから退治してくれたおかげですっかり姿を見せなくなっていたはず。

　実際ボクも転職活動中には一度も見たことがない。

　それなのに今更いまさらまた出始めたという。まるで忘れ去られたことに抗議するように。

　紙面には有識者ゆうしきしゃからのコメントが寄せられていた。

「今回の亡霊オオカミの出現には人為的じんいてきなものを感じる──」

　渋しぶい顔した教授きょうじゅさんの横に綴つづられたその文字をなぞり、呟つぶやきながらもボクは首をかしげていた。

　誰かが意図的に亡霊オオカミを蘇よみがえらせたってこと？

「帰ったわよ」

　むむむ、とボクが考え込んでいたときのことだった。

　用事で出掛けていたリリエールさんがお店に戻ってきた。

「おかえりなさい！　こちらは異常なしでしたっ！」

　流れるような鮮あざやかな動きで新聞とクッキーを片付け立ち上がりながら敬礼けいれいをキメるボク。

　好きにくつろいでいいと言われていても羽目を外してしまったことにちょっとした罪悪感みたいなもんはありますとも。

「まあ滅多めったにお客さんなんて来ないものね。……私が不在の間、何してたの？」

　こてん、と首をかしげるリリエールさん。

「情報収集を少々」あとティーブレイクを少々。

「ふうん？」彼女は頷うなずきながらお店の中をゆっくり歩く。「別に好きにくつろいでいていいのに。家みたいに過ごしていいって言ったでしょう？」

「はっはっは、ボク真面目なので」

「そう。じゃあ真面目ついでに今日もいつものアレ、やりましょうか」

　店内の棚たなに置いてある物の一つひとつを黒い手袋に包まれた指先でなぞりながら彼女は語る。

　いつものアレ。

　というのは要するにこの店に置いてある物の効果のお勉強のことを指す。

　古物屋で働き始めてから流れた一週間の中で最もお仕事らしいお仕事をしている瞬間ともいえる。ボクは早速とばかりにメモ帳とペンを取り出した。

　おおよそ店頭に並べられている祈物の大半の種類と効果が現在記されている。

「そうね──今日はこれにしましょうか」

　本日彼女が手に取ったのは、手のひらサイズの小さな小さなキノコのような物ひとつ。彼女の手袋の上でころころと転がっていて、手にとってみるとふにふにと柔らかいが少し弾力もあった。

「なにこれ？」

「本来は耳栓みみせんとして使われていたものよ」

　込こめられた呪のろいのほうは何だと思う？　と尋たずねる彼女。しばし考えてみる。この耳栓を持っていた人は一体どんなことを大聖堂だいせいどうに願ったのだろう？

「……静かに眠りたい、とか？」

　安直あんちょくながらも最初に出た答えがそれだった。

「ぶー」

　真面目な面つらして可愛かわいい擬音ぎおんを平然と放つリリエールさん。「この耳栓の持ち主はね、妻つまの不倫ふりんに悩まされて眠れない日々を過ごしていたの。そして彼は安心して眠れるようになりたいと大聖堂のクルルネルヴィア像に願った」

「え、じゃあボク正解じゃないですか」

「ぶぶー」

　両手の指をお口の前でクロスさせるリリエールさん。かわゆい。

　それからリリエールさんは得意げな顔で首を振りながら耳栓に込められた祈りもとい呪いを答えてくれた。

　曰いわく。

「大聖堂の像は彼が持っていた耳栓に、『耳栓が置かれている場所で起きた物音を収める』という力を与えたの」

「……ええ？　なぜです？」

「妻の不貞ふていの証拠を手に入れることができれば安心して眠れるようになるでしょう？」

「クルルネルヴィア像ってちょっと捻ひねくれすぎではありません……？」

「他人に願いを委ゆだねるのだからどのような代償だいしょうを払うことになったとしてもいいという覚悟かくごはしておくべきだわ」

「そういうものですか……」

　ふむぅ、と唸うなりながらボクはここでふと気づく。

　ボクの手の上でころころと転がる耳栓。

「あの、これ、一つしかないみたいですけど」もう一個はどこです？

「ああ、私が今つけてるわ」

　言いながら耳からぽいとキノコ状の耳栓を取り出しボクの手の上に置くリリエールさん。なるほどなるほど、そこにありましたか。


「…………」



　物音を収める耳栓の片割れが。

　彼女の耳についてたわけですか。

「ちなみにこの耳栓、底の部分を押すと収めた音を再生できるのよ。聞いてみる？」くすりと笑いながら彼女は首をかしげる。「あなたが新聞を読みながらクッキーを食べてる音が綺麗きれいに収められてるけど」

「ごめんなさい」

「ばかね」

　ぽこん、と傘かさの柄えの部分でボクの肩が軽く叩たたかれる。「別に好きにくつろいでいていいって言ってるでしょ。罪悪感を感じることはないわよ」

「いやあ……まあそうなんですけどぉ……」

　まさか入って一週間でのんびりしているところをがっつり聞かれるとは……。

「でも新人のうちはできることが少ないものね。暇を持て余してしまうのも分からなくはないわ」

　冷静に語るリリエールさん。

　彼女はそれから紙切れを取り出した。

「たまには別の仕事もしてみる？　丁度さっき仕事を貰ってきたところだし、どうかしら」

　一緒に行く？　と彼女はボクに尋ねる。それはこのお店のお仕事の二つ目。

　依頼対応。

「え、いいんですか？」

　やったぁ！　仕事っぽい！

　ここ一週間、ボクに店番を任せては頻繁ひんぱんに依頼対応のために外で仕事していたリリエールさんを眺めるばかりだったから、ここに来て初めて従業員の一人として認識されたような気がした。

　それはそれは単純に嬉しいことだった。

「で、どんな依頼なんですー？」

　ボクは尋ねつつ彼女から紙切れを受け取る。

　そこに綴られていたのはこの古物屋リリエールに依頼を持ち込んだ人物の情報と、依頼内容だった。

「さっき喫茶店きっさてんで打ち合わせをしてきてね、今から祈物を受け取りに行くところなの」

　依頼主の名前はレビン。

「知ってる？　その人。有名な教授らしいわよ」

　それは新聞で亡霊オオカミについて語っていた有識者とまったく同じ名前だった。
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　レビン教授。

　亡霊オオカミを街で見なくなった原因の最も大きな部分を彼が担になっているとされている。二年前に亡霊オオカミが街に出たとき、その特性と、退治方法をいち早く確立させたのが彼だった。

　彼が作ったのは亡霊退治用の杖つえ。

　特別な素材でできた鉄球てっきゅうが先端せんたんについていて、これで亡霊オオカミをぶん殴なぐるだけでその存在を消し飛ばすことができるらしい。製造方法は完全秘匿ひとく。

　彼はその杖を祈りの国の保安局に売り込むことで、巨万きょまんの富とみを得た──などなど。

　そんなことが新聞に書いてあった。

「ほへー」

　巨万の富を得たというのはどうやら本当のことらしい。

　教授宅は見上げながらボクがあほな声をあげるほどに大きく豪奢ごうしゃだった。

　扉を叩たたくと使用人さんがボクらを出迎えてくれた。そうして通された応接室には用途不明のよく分からない発明品の数々と、お値段の張りそうな調度品の数々が誇ほこらしげに並べられ、ソファなんて一度座れば二度と立ち上がれなさそうなくらいにふっかふかだった。

　そのせいか分からないけれどボクもリリエールさんもしばらく座ることなく応接室の中をうろうろとさまようばかりだった。

　落ち着かない。

「なるほど……最近はこういうのもあるのね？」

　古物を扱うお店を営いとなむリリエールさんにとってはこの応接室にあるものはすべてが未知に満ちているらしい。だからか分からないけれど彼女の様子はほんの少しわくわくしているように見えた。

「ふうん？」

　棚に並べられている発明品の一つひとつを興味深そうに見つめる彼女。

「なるほどー……」

　そのうちの一つを手に取る彼女。

「へえ？」

　そして次第に大胆だいたんになってゆく彼女。

「あっ」

　そして普通に落とす彼女。

「なにやってるんですか……」

「……べ、べつになにも？」

　すすす、とさりげなく拾い上げて何事もなかったかのように棚に戻すリリエールさん。誤魔化ごまかすように口笛くちぶえ吹くさまは子どもの如ごとし。

　それから落とした発明品を両手ですりすり撫なでながら「だ、大丈夫……？」とリリエールさんが小声でおろおろ話しかけていたところで応接室の扉が開かれる。

「やあ、待たせてしまって申し訳ないね」

　入ってきたのは金髪きんぱつの壮年そうねん男性。

　写真で見るよりも幾分いくぶんか柔らかい表情で、教授は応接室のボクたちに挨拶あいさつを向けてくれた。その手には革製かわせいの鞄かばん。

　彼が座ったのとほぼ同時にリリエールさんが向かい側に腰を下ろした。

「こんにちは。改めて自己紹介をさせていただきます。古物屋リリエールの店主、リリエールです。よろしくお願いします」

　何事もなかったような顔してる……。

　勝手に発明品弄いじって落としてたのに何事もなかったような顔してる……。

「あ、えっと……助手じょしゅのマクミリアです」

　ボクも彼女のついでに軽くご挨拶。

　お互いソファに腰を下ろしたところで早速本題に入った。

「今日、君たちに運んでもらいたい物はこれだ」

　と言いながら、彼は鞄をこちらに寄越よこす。

　中から何か取り出すのかと思えば、リリエールさんは鞄をそのまま受け取り、「承知しょうちしました」と首こうべを垂たれた。

　中に何が入ってるの？　とボクが首をかしげると、彼女はくすりと笑った。

「今日運ぶのはこの祈物よ」

　そう言って彼女が指差すのは、鞄。

　中身ではなく、鞄そのものが祈物なのだという。

「事前の打ち合わせの時も軽く話はさせてもらったが」教授は淡々と鞄を見つめながら言葉を漏らす。「その鞄は二年半前に古物屋カレデュラという店から買い取った祈物だ」

　ちょうど二年半ほど前、研究成果がまったく出ずにすっかり心こころ荒すさんだ日々を送っていた彼の家に、古物屋カレデュラの店主が突然訪問してきたのだという。

　普段ならば怪あやしい訪問販売など門前払いしていたはずの彼だったが、当時疲れ果てていた彼は気づけば訪問に来た黒ずくめの女をダイニングに通していた。

　女は彼の悩みを見透かしたようににこりと笑みを浮かべると、心が荒すさんだときはペットを飼うといい、と鞄を彼に差し出した。

　曰く鞄そのものがペットなのだという。女の言葉に彼は耳を疑いながらも、半信半疑で受け取り、鞄を開く。

　直後に彼は驚いた。

　鞄の中には白い毛玉のようなものがふわふわと泳いでいた。綿毛わたげのようにふさふさの毛は触れてみると柔らかく靡なびく。

　店主の女曰く。

　鞄の中で生きている毛玉たちは世話を必要としないという。ただ鞄の中に入れているだけで永遠に生きながらえることができ、餌えさを与えずとも、どのように扱ったとしても、鞄の中にいる限りは死ぬことは決してない。

「鞄から出すとどうなるのだ？」

　尋ねた彼に女は一瞬沈黙したのちに、同様に死ぬことはない、とだけ語った。

　何か裏があるように思える沈黙だったが、彼が追求することはなかった。

　視線を落とすと、疲れ果てていた彼の指に、小さな可愛らしい生き物は頰ずりするようにまとわりついた。

　心ゆらぐ彼の背中を押すように、女はこのペットを持っていると幸せが訪れる、とにわかに信じがたい話を得意げに耳打ちしていた。

　しかし心荒んでいた日々を送っていた彼は冷静ではなかった。

　彼は気づけばその鞄を購入していた。

　古物屋カレデュラの話が事実だったかどうかは分からないけれど。

　彼の転機が訪れたのはそれからおおよそ半年後のことになる。

　彼が研究で作った警棒けいぼう──の失敗作が、巷ちまたを騒さわがせている亡霊オオカミに対し有効であることが判明した。

　祈りのクルルネルヴィアの保安局はすぐに彼に助けを求めた。亡霊オオカミの騒動が収まる頃には彼の手元には到底とうてい扱いきれないほどに莫大ぼうだいな金が集まっていた。

　それもこれもきっとすべては古物屋カレデュラから買った鞄のおかげ──。

「だが、それからもう二年半が経たつ。見ての通り、私を取り巻く環境も当時から大きく変わっている。日々に不満を抱いだくこともなければ、金にも困っていない。新聞では二年半前の写真が未だに使われるがね」

　昔と違いすっかり満ち足りた日々を送る彼にはもう鞄の中の小さな綿毛に癒いやしを求める必要もないということなのかもしれない。

　穏やかな顔で笑いながら、彼は「不要になったその鞄を引き取ってもらえるかな」とリリエールさんに尋ねる。

　少し寂さびしい話だと思った。

「ペットなのに、手放してしまうんですか……？」気づけばボクは横から口を挟はさんでいた。

　折角買ったペットなのに、ひょっとしたら本当に彼に幸運を運んできたかもしれないのに。

　反射的に尋ねた直後にボクは自身がなかなか失礼なことを尋ねたことに気が付いた。けれど満ち足りた日々を送る教授さんは嫌いやな顔一つ浮かべることなく穏おだやかな表情のまま、

「無論、その鞄の中にいた子は紛まぎれもなく私を救ってくれた相棒あいぼうだと思っているよ」ボクに頷きながら、彼はリリエールさんの手の中にある鞄を見つめる。「しかし今、その中に私のペットはいないのだよ」

　その言葉と同時にリリエールさんが鞄の中を開いてボクに見せてくれた。

　空っぽだった。

　中にはただ革の匂いに満ちた空虚くうきょな空間が広がるだけ。

「こちらの教授がお金を稼かせげるようになった頃にこの鞄の中から綿毛ちゃんは忽然こつぜんと姿を消してしまったそうなの。それからずっと待っているけれど、結局帰って来ることはなかったそうよ」

　だからうちの古物屋に引き渡すことになったの──とリリエールさん。

　そういうことでしたか。

　てっきりお金儲もうけをしたからもう不要になったのかと思ったのだけれど、少なくとも教授さんは鞄の中のペットを大事に思っていたようです。

「まったく……、あまり人を信用しすぎるものではないな。私はペットが永遠に生きると言われたから買ったというのに」

　結局、彼はそれから鞄を手放すことにしたのだとか。

「こちらの鞄は大事に当店で保管させていただきます」

　うやうやしく一礼するリリエールさん。「それで、報酬ほうしゅうのほうなのですけれど──」

　既に幸運を呼び寄せるペットがいなくなったもぬけの殻の鞄。

　しかし綿毛が持っていた効果は未だ鞄のほうには残されているのかもしれない。

「ああ、私がこの鞄を購入した古物屋の情報、でよかったかな？　……ほら、これだ」

　報酬として手渡されたのは封筒ふうとう一つ。

「感謝します」

　それを受け取りながら、リリエールさんはとても嬉しそうな顔をしていたから。
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「この鞄を売ったお店──古物屋カレデュラは三年ほど前から活発に活動を始めた古物屋なの」

　お店に戻る道中。

　リリエールさんは鞄を大事そうに抱きながらボクに話してくれた。

　曰く古物屋カレデュラは古物屋リリエールと同じく祈物を取り扱う店でありながら、しかし店頭に並べている商品の大半が人を不幸に陥おちいらせる効果を持つ祈物なのだとか。

「あなたを困らせた例の香水もそのうちの一つよ」

　同じ古物屋としてお店を営んでいるリリエールさんにとって、古物屋カレデュラの存在は悩みの種の一つだった。

　カレデュラの存在が古物屋そのものの地位を陥おとしいれかねないから。

「情報を手に入れることができたのは幸運だったわ」

　教授さんから受け取った紙は彼女のポーチの中に入っている。三年前に古物屋カレデュラの活動を観測して以来、彼女はずっとこのはた迷惑な店の存在を追い続けていたらしい。

「……そんなに長いこと探しても見つからないものなんですか？」

　祈りのクルルネルヴィアは四方八方が海に囲まれた島国。三年間も探し続ければ少なくとも一度くらいはすれ違いそうなものだけれど──。

「人の記憶から姿を消す祈物でも持っているのかもしれないわ」

「全然見つからなかったんですね」

「だから物を買った顧客から足取りを追うくらいしか方法がなかったのよ」

「でもその鞄買った教授さんも二年前に買って以来、カレデュラ？　っていう古物屋の人には会ってないんじゃないですか？　貰った情報って正しいものなんですか？」

「ふっ、甘いわね」

　ここぞとばかりにしたり顔を浮かべるリリエールさんはポーチから紙切れを取り出す。

「三日前にも教授はカレデュラの女と直接会っているのよ」

　曰く、今回の依頼の報酬として直近にカレデュラと会った場所と、女の外見的特徴、それから店舗であつかっていた祈物の数々。覚えている限りの情報をすべて書いてほしいと頼んだらしい。

　恐らくさっき渡された封筒がその情報のすべてだろうけれど。

「教授さんは何で三日前にカレデュラと会ったんです？」

「買った物が不良品だったらお店にクレームを言いに行くのは当然のことでしょ？」

「リリエールさんの前には現れないのにお客さんの前には現れるんですね」

「街で偶然見かけて声を掛けたそうよ。どうやら彼の記憶からはカレデュラに関する情報を消していなかったようね」

「でもクレーム言ってもとりあってもらえなかったから、うちに売りに来た──って感じですか？」

「ふっ、なかなか鋭するどいじゃない」

「いや普通の発想だと思いますけど……」

　ところで。

　ここまでお話をしたところで、悲しいことにボクの頭にはもう一つ普通の発想というものが浮かんでいた。

「あのう、リリエールさーん」

　ボクは立ち止まって彼女の名を呼ぶ。

　ついでに彼女の袖そでを摑つかんでもいた。なんていじらしいボク。

「なぁに？」

　彼女はボクに合わせるように立ち止まると、きょとんとした顔で首をかしげてみせる。

　古物屋カレデュラを常識的な視点を持って語るのであれば恐らくろくでもない物を売るろくでもない古物屋という表現が一番正しいのだと思うのだけれど。

　そんなろくでもないお店で買った鞄を、ボクとリリエールさんは今、持ち歩いているわけです。

　ろくでもない出来事に見舞われることだってあろうものでしょう。


『…………』



　通りの向こうに立ちふさがるのは半透明のオオカミさん。

　身体は煙でできていて、もやもやもくもくとした体軀たいくから四本の脚が伸びている。可愛くはない。どころかオオカミと呼ぶには少し姿かたちが不透明だった。

『グルルルル……』

　そしていかにも話が通じなさそうな顔をしていた。

　わあ可愛くない。

　亡霊オオカミさん。

　近くで見ると全然可愛くない。何なら若干の気持ち悪さすらあった。

　オオカミというよりも子どもが粘土ねんどをこねてつくった出来損ないのおもちゃのよう。

「あらら？」

　ようやく事態に気づいたリリエールさんがくるりと振り返る。その向こうにもオオカミさん。そしてボクたちが進む先にもオオカミさん。見上げてみればやっぱり屋根の上からオオカミさん。

　お喋しゃべりしながら歩いている間に四方八方しほうはっぽう囲まれていた。


「…………」




「…………」



　そして静かに顔を見合わせるボクとリリエールさん。

　彼女はゆっくりとボクに鞄を手渡す。ボクは彼女に抱きかかえられていた温かい鞄を大事に抱きつつ彼女にくっついた。

「一応聞きますけどリリエールさん、教授さんの家で亡霊オオカミ退治のグッズとか借りてきてない……ですよね？」

「ふっ。マクミリア、私を誰だと思っているの？　そんなもの私には必要ないわ。犬の相手なんてこれ一本で十分よ」

　言いながら傘を広げるリリエールさん。

　堂々とボクたち二人の視界を完全にふさぎながら彼女は言った。

「いい？　こうしていればどんな攻撃だって防げるのよ。この前のライオンみたいな男の攻撃だってこれで防げたでしょう？」

　勝負も始まっていないのにすでに勝ち誇った顔を浮かべるリリエールさん。

　なんて頼もしいの……！

『ウウウ……』

　しかしそんなお話の最中に半透明のオオカミさんの一匹が普通に傘の防御を通り抜けてボクたちの足元までやってくる。

　前言ぜんげん撤回てっかい。

「リリエールさん？」

　すり抜けちゃってるみたいなんですけど。

「なるほど？」

　ふーん、そういうパターンね？　と頷き傘を仕舞うと今度はポーチから小さなケースを取り出す。

「マクミリア、これはね、中に収められている物を冷凍してくれる便利な箱なの」

　こんな時でも講釈こうしゃくを欠かさないリリエールさん。ボクはすかさずメモをとりながら頷いた。なるほどなるほど、

「そうなんですか」

「ええ」そして彼女はぱかりと箱を開く。「ところでこれ、何だと思う？」

　中には霜降り赤身肉。

「お肉ですね」

「ぶー」

「じゃあ何ですか」

「牛肉」

「それもうほぼ正解では」

　というかお肉なんて用意してどうするんですかと思いつつ様子を窺うボク。

　彼女はそのまま、すっ──とその場にしゃがみ込むと、お皿の上に冷凍牛肉をことん、と置いてオオカミたちに差し出してみせた。


『…………』



　すんすん、と匂いを嗅かぐオオカミの一匹。

『……フー』

　首を振るオオカミ。

「リリエールさん駄目っぽいです」

「なかなかやるじゃない……」

「どこが……？」

　箱に牛肉を仕舞いつつリリエールさんは次なる策をポーチの中から取り出す。

「まあやっぱり犬の相手なんてこれで十分よね」

　したり顔の彼女の手にはただの骨。

「犬じゃなくてオオカミですけど」

「見てなさい。ほらっ」

　そして堂々とただの骨を放り投げるリリエールさん。

　からん──。

　乾かわいた音が路上に響く。

　亡霊オオカミたちはピクリとも動かなかった。

「！　なぜ効かないの……？」

「オオカミだからじゃないですか」

　というか亡霊オオカミがこのくらいの策でなんとかなっていたら教授も大金持ちになってないと思うんですけど。

「リリエールさん、ほかに策は」

「私と手を繫つないで鞄を大事に抱えていなさい」

「ちなみに理由を聞いてもいいですか」

「逃げるからよ」

　堂々と言い切ったのち。

　彼女はそのままボクの手を引いたまま亡霊オオカミたちのほうへと駆けだした。

　唸うなるオオカミたちが身構える中で、彼女は思いっきり地面を蹴けって、それから飛んだ。

　ふわりと宙に浮いた彼女はボクを釣り上げたままオオカミたちの頭上を通り過ぎる。

　彼女の常人とは思えない跳躍力ちょうやくりょくも驚きだったけれど、それ以上に驚いたのは彼女が飛んだままなかなか地上に落ちなかったことだった。

　飛んだ勢いそのままボクたちは地上のほんの少し上を滑空かっくうする。

　一体どういうことなの？　と彼女を見上げると、再び得意な顔を浮かべた彼女と目が合った。

　その手には開かれた傘。

「私は古物屋だもの。自分の店の祈物くらいうまく使えないと話にならないわよ」

　堂々とした様子で彼女はそのまま空を滑すべってオオカミたちの包囲から逃げおおせる。

　それからボクたちは、さっき放り投げた骨を拾い上げつつ、オオカミたちに背を向け走った。

「さ、とっとと行くわよ」

　傘を畳みつつ、彼女はボクの手を引き続けていた。

「はいー」

　軽く頷きつつも未だ自信に満ちた彼女の横顔をボクは眺める。

　どういうわけかは分からないけれど、彼女に任せれば、どんなことでも何とかなるような不思議な安心感に満ちていた。
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　走り続けることだいたい十分。

　視界を通り過ぎてゆくのは見慣れない景色ばかり。細く曲がりくねった道の両脇に並ぶのはレンガ造りの建物たち。

　この国の全域を把握しているわけではないし、ここがどこかは具体的には分からないけれど、遠くに見える大聖堂から大体の位置は把握できた。

　ひとまず古物屋リリエールからどんどん離れていっていることは間違いない。

　そして未だボクたちがオオカミから逃げることができていないことも明白。

『ウオオオオッ！』

　数え切れないほどのオオカミたちが雪崩なだれのように背後、それと空から押し寄せる。石畳の上でぶつかりあいながらも、ずっとボクたちを追い続けていた。

　何なら最初に見たときの十倍くらいに数が膨ふくれ上がっていた。

　どうやら走っている最中は亡霊オオカミたちは完全にただの煙と化すようで、険しい険しいお顔だけが宙を浮きながらひたすらボクらを追い掛けていて、そんな様子が亡霊オオカミたちのキモさに拍車はくしゃをかけていた。可愛さの欠片かけらもない。ボク犬好きなのに。

　でもまあ、


「…………」



　別にそれはいいんすよ。

「ふっ……、こんな展開になるんじゃないかと思ってたわ」

　言いながらリリエールさんが自慢じまんげに掲かかげるのは右手首に嵌はめられた銀色のシンプルな腕輪うでわ。曰く装着している人間の身体能力を底上げする祈りが込められているらしい。

　つまり亡霊オオカミから逃げおおせているのも用意周到よういしゅうとうな彼女が腕輪を事前につけてくれていたおかげということ。

　だから別に良いんですよ。


「まあ……何かしらアレ……」「ひいっ……！　亡霊オオカミ！　……と何だあれ」「おいおい……こいつは驚きだな……」「ほう……なかなか……」



　傍目はために見れば亡霊オオカミですら追いつけない一人の女性の全力疾走しっそうに見えるわけだけど、まあこれも別にいいんすよ。

「大丈夫だいじょうぶ？　マクミリア、怪我けがは？」

「ないです」

「そう……少し体調が悪そうに見えるけど」

「だいじょぶです」

「そう……？」

　きょとんとしたお顔を浮かべるリリエールさん。

　一方ボクは真まっ赤かになった顔を覆ってる。彼女の腕の中で。

　腕の中、というのは比喩的ひゆてき表現ではなくて、直接的な意味。走る彼女の両腕に抱きかかえられてすっぽり収まっているのが今のボク。

　要するに。

「お姫様ひめさま抱だっこ……」

　されているのが今のボクである。

　女の子に抱きかかえられる女の子の様子は走る亡霊オオカミと同じくらいに注目を集めまくりだった。何なら通り過ぎる人々の視線は亡霊オオカミへの驚きよりも「女の子同士……いいね……」という囁ささやきとともに尊とうといモノであるかのような視線を投げ掛けるばかりだった。

　見ないで……。

「前からちょいちょい思ってたけどリリエールさんって結構ズレてるよね……」

「そうかしら……？　ふふっ」

「何で照れてんの？」

　褒めたわけではないんだけど……？

　こうして彼女に任せればどんなことでも何とかなると自信満々に思い抱いてから十分後に特殊なプレイに興じるボクたち古物屋リリエールだった。

　そしてそんなボクたちを未だ逃がしてくれないのが亡霊オオカミさんたちだった。

「ああもう……！　しつこいわね」

　息ひとつ乱れていなくても、街を走らされ続ければ多少なりとも思うところはあるようで、彼女の表情は次第に苛立いらだちの色が浮かぶようになっていた。

　されどもどんな攻撃だって効きはしない。

　この十分の間に何度か彼女は傘を振り回してみたけれど、やっぱり効果なし。オオカミは絶えず傘を透き通るばかり。

　けれど厄介やっかいなのは物は透き通るくせにオオカミたちは人には害を及およぼすもの。リリエールさんもボクも何度かオオカミの攻撃を避け切れずにお互い多少なりともかすり傷を負っていた。

　つまり立ち止まることは許されず。

　結果、彼女はただひたすら走れるだけ走るようになり。

「うう……だれかたすけて……」

　そしてボクはボクでメモ帳に弱音を書き連ねるだけになった。

「なにしてるの？」

　不思議そうにリリエールさんがボクに視線を落とす。

「弱音吐いてました……」

　掲げてみせたメモ帳には、ひたすら助けを求める言葉が書き連ねられていた。『もうだめ！』『だれかたすけてー！』『お願いー！』『お姫様抱っこ恥ずかしいー！』なんて弱音の数々が赤裸々せきららに綴られている。

「うう……おねがいたすけて……」

　そして綴るたびにボクは紙切れを千切ちぎってポイした。
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　書き捨てた恥が吠えるオオカミたちの波の中に消えてゆく。依然として人々の視線が集まるなかで、ボクたちはただ逃げ続ける。

　でも逃げ続けるのも楽じゃない。

「先に謝っておくわね、マクミリア。もしかしたら少し痛い思いをするかもしれない」

　彼女が冷静にため息交じりの言葉を漏らす。向かう先は行き止まり。

　袋小路ふくろこうじに追い詰められてしまったらしい。やがて彼女が立ち止まって振り返ってみれば、視界を覆いつくすほどのオオカミの群れの姿があった。

　うわあ。

「何でボクたちばっかり襲ってくるの……？」

「鞄のせいでしょうね」

　彼女はボクをゆっくりと降ろしながら、ため息を漏らす。

　どういうこと？　と首をかしげるボクの手元を眺める彼女の視線は冷淡だった。

「大方、この鞄の中に元々入っていた綿毛ちゃんが成長すると亡霊オオカミになるのでしょうね。鞄の中が空っぽになったのは、綿毛が複数のオオカミたちに姿を変えたからよ。多分、また街に出たオオカミたちをすべて始末しまつすればいずれまた鞄の中に綿毛は生まれることになるわ」


「…………」



　試しにボクは鞄を左右に振ってみる。


『…………』



　左右に首を振るオオカミたち。

　わあほんとだ。

　でも。

「それって要するにボクたちはオオカミの子どもを抱えて走ってるっていうことですよね……？」

「だから追い掛け回されるのよ」

「……教授はそのこと知ってたのかな」

　つまり教授は大事なペットを傷きずつける道具を自ら作り続けて富を得たことになる。

「どうかしらね」

　彼女はため息交じりに答える。

　そうしてボクたちが言葉を交わすなかで、オオカミたちがじりじりと距離を詰める。何度か避け切れずにつけられた擦すり傷たちがずきんと傷いたむ。

　こんな大勢のオオカミに襲われたら、きっと痛いだけじゃすまないだろうな──。

　いやだな──。

　ていうか最近ケモノにばっかり襲われてるな──。

　労災ろうさいとか降りるかな──。

　などなど、ありとあらゆる思考がボクの頭の中に浮かんで消えて入り乱れる。けれど混乱しながらも、それでもボクは鞄を手放すことはしなかった。

　せっかく就職できたのに一週間程度で逃げ出すものですか。

「……勇敢ゆうかんね」

　くすりとボクの横で笑うリリエールさん。

「勇敢だったらメモ帳に弱音吐いたりしてないですけどね……」

　褒めてもらえるのは光栄だけれど、悲しいかなボクは勇敢じゃないし、一人で大勢のオオカミに立ち向かうような力もない。

　祈物だってまだほとんどうまく使えないし、今はまだ、戦うことも逃げることもできずに抱きかかえられることしかできない。

　でも何もできないわけじゃない。

「ここだな！　総員、かかれ！」

　声がした。

　ボクたちを覆わんとしているオオカミたちの向こうから。

　意識を向けると、ばしゅううううっ、と煙が立ち上る。一つ、また一つ、次から次へと煙が昇って空へと吸い込まれてゆく。

　やがて亡霊オオカミたちがざわつき始める。

　一匹、二匹、くるりと振り返ったかと思うと、そのまま慌あわてて逃げてゆく。その合間にも空へと煙が吸い込まれ、消えてゆく。

「まったく……とんだ騒ぎだな」

　やがて視界を覆っていた煙が晴れると、その向こうから険けわしい顔をした黒い制服姿の大人たちが現れた。

　彼らが手にしているのは、先端せんたんに特殊な素材でできた鉄球を付けた杖。

　二年前の騒動のときにレビン教授から買い取った、対亡霊オオカミ用の唯一ゆいいつの武器。

　この国において現在唯一亡霊オオカミを退治できる保安局の面々が、ボクたちの前にはいた。

「ほ、保安官さあああああん！」


　助かったぁ……！



　感動してそのまま駆け寄る被害者ボク。気分は感動の再会を喜ぶ旧来きゅうらいの親友のよう。

　先頭に立っていた深緑ふかみどりの髪の保安官さんはにこにことしながらそんなボクに対して、メモの切れ端を掲げてみせた。

「キミかな、これを書いたのは」

　だいたい三十代くらいの若い男性だった。

　彼は爽さわやかな笑顔をボクに向けてくれていた。

「わざわざ居場所を教えてくれて助かったよ」

「てへへ」

　褒められちゃいましたなぁ。

「じゃあちょっと手を出してみようか」

「？　こうですか？」

　はーい、と両手を差し出すボク。

　謝礼かな？

「ありがとう。それじゃあ逮捕するね」

　がしゃん。

　ボクの両手に冷たい手錠てじょうが嵌はめられた。

「あーっ！　何でええええ！」

　期待外れ！

　絶叫ぜっきょうするボク。

　何かの冗談ですか？　とボクが顔を上げれば先ほどまでの笑顔はどこへやら。なかなか険しい保安官さんがおられるではありませんか。

　さっきの表情どこに捨てちゃったんですか？

「これだけの騒ぎを起こしておいて逃げられるとは思わないことだな」

　おまけにボクには少々理解が難しい言葉を語るではありませんか。彼の傍そばに立っていた保安官の一人はボクの横を素通りして、リリエールさんにも同様に手錠をかけていた。

　どゆこと？

　何で？


「あ、あのう……ボクたち、何もしてないんですけどぉ……？」



「何もしてないだと？　ははっ、これだけの騒ぎを起こしておいてよくもそんな台詞せりふが吐けるな」やれやれと肩をすくめる深緑の髪の保安官さん。

　彼はそれから背後を振り向き、

「こんなことを言ってますけど、この子たちで間違いないんですよね？」

　とボクを指差しつつ彼は語る。

「……え」

　彼の視線の先にいる人物と目が合って、僕は言葉を失った。

　そこにいたのは、金髪の壮年男性。

　ボクたちに依頼をしてきた張本人。

　レビン教授その人だった。

「ええ、間違いありません。この二人です」

　依然として穏やかな表情で、彼は保安官に頷いた。





◆






　男が古物屋カレデュラと出会ったのは今より二年半前のことになる。

　事業に失敗し、人生に絶望をしていたとき、古物屋カレデュラの店主の女が家を訪れた。

　女はペットを飼うことを勧めた。鞄の中に生きる綿毛のようなその生き物は、鞄の中に入れておけば永遠に生きるという。

「……どうか俺のために頑張ってくれよ」

　失敗作だらけの研究室で、鞄の中にいる小さな生き物を撫でながら念じるように言葉を漏らす。

　彼がこの鞄を買ったのは可愛かったからでもなければ、撫でた感触が気持ちよかったからでもない。

　永遠に生きるこの生き物で商売をしようと思っていたからだ。

「こいつをうまく繁殖はんしょくさせることができれば大金が手に入るはずだ……」

　繁殖させるにはどうすればいいか。彼は綿毛に手を伸ばし、水を与えたり、毛を一つ抜いてみたり、時にはマウスを忍び込ませてみたり、ありとあらゆる方法を試してみせた。

　確かに綿毛はどんなことをしても死ななかった。マウスと同居させてもなぜだか仲良くなっていた。

　そんな研究の日々を送る中で、彼は一つ好奇心に襲われる。

「……出してみたらどうなるのだ？」

　死ぬことはない。

　店員はそんなことを口走っていたが──どうしても鞄の中に入れたままでは研究の幅に限界があった。一応、死にはしないのならば外に出しても問題はないのだろう。

　そうして購入から一月ひとつき経たったある日、彼は鞄から綿毛を引き抜いた。

　綿毛は直後に手の中で膨らむと、そのまま半透明のオオカミへと姿を変えた。

「おお、これは……！」

　驚愕きょうがくしてその場に尻しりもちをつく彼を後目しりめに活発な半透明のオオカミは狭せまい研究室の中を楽しそうに飛び回る。失敗作を蹴飛ばしながら宙を舞う。

　それから彼の研究はさらに進んだ。

　半透明のオオカミはとても賢かしこく、命じたことを何でもこなしてみせた。お座りやお手といった単純な芸は当然のこと、鞄に戻れと命じれば煙となって鞄の綿毛に戻り、出てきてほしいと命じれば再びオオカミの姿になった。

　二匹になってほしいと命じれば二匹になった。

　百匹になってほしいと命じれば狭い部屋から溢あふれるほどに増えてみせた。

　そして杖つえを当てられた者だけ鞄に戻れと命じれば、まるで特別な杖によって退治されたかのように振る舞いながら消えてみせた。

　すべては彼の思うまま。

　人を襲いなさいと命じれば、昼夜問わず街に繰り出し人に危害を加えてみせた。

　寿命じゅみょうもなく、怪我もしない亡霊オオカミたちは、ひとたび街に飛び出せばだれにも止めることができなかった。

　道行く人々は恐怖に震えあがり、対策の打ちようがない状況に保安局の面々は頭を抱えた。

　そんなある日、レビン教授は特殊な杖を持って保安局の前へと現れた。

　それが今から二年前の顚末てんまつだった。

「いやあしかし上手くやりましたねぇ、おじ様」

　今日。

　古物屋リリエールの二人が鞄を持ち帰ったあと、彼の屋敷を訪れたのは古物屋カレデュラの女だった。

「うちの店で扱ってる祈物で金儲もうけするなんて、なかなか見どころがあるじゃないっすか」

　黒いローブのフードで頭を覆おおっている彼女の緩ゆるんだ口元だけが見えていた。

　彼もまた釣られるように笑う。

「大したことではないよ。店主さんが例のオオカミを譲ゆずってくれたおかげだ。でなければ今こうして豪邸に住むことだってできていない」

「それで、三日前にうちの店からお願いしたことはやってくれたんすか？」

　古物屋カレデュラが彼の前に姿を現したのはおおよそ二年半ぶりのことになる。以前と同じように突然家に押しかけた黒ずくめの女は、以前と変わらずにこりと笑みを浮かべながら教授に一つ依頼をした。

　祈物を古物屋リリエールへと手渡すように。

　オオカミたちに古物屋リリエールを襲わせるように。

「ああ、問題ない。今頃私のオオカミたちに街中追い掛け回されているところだろう。……もしかしたら既に食われてるかもしれんが」

「ほうほう、よく調教されてるっすね」


「…………」依然へらへらと笑う彼女を教授は睨にらむように視線を向ける。「これで私の秘密は守ってくれるのだろうな」



「そっすねー、多分守ると思うっすよー」

　三日前。

　教授の下に押しかけてきたカレデュラからの依頼にはじめは驚愕し、怒り、断った。当然の話であった。見ず知らずの古物屋を潰つぶす手伝いをする理由がなかったからだ。

　犯罪者になるのは御免だ。

　教授は言い放った。

　しかしそれでも不気味に笑っていたのが古物屋カレデュラの店主だった。

「既に犯罪者ですよね？」

　それから店主の女は二年半前に鞄を買って以来、男がどんな手を使って金を稼いできたのかを淡々と語ってみせた。まるで隣で見ていたかのように正確に。

　言わば教授が亡霊オオカミを使ってやっていたことは自作自演の金儲け。

　依頼を断ればこれらの事実を公表すると店主は揺すった。

　首を振る選択肢は扉を叩かれた時点で既に無かったのだ。

「ま、でも、おじ様にとっても悪い話じゃないっすよね」

　黒いフードの下、彼女は相変わらず緊張感のない笑みを浮かべていた。「だって、古物屋リリエールがやったってことにしちゃえば、これまでの悪事もぜーんぶ無かったことになるんすから」


「…………」



　首を振る選択肢は、だからこそなかった。

　彼が亡霊オオカミに人々を襲わせ、そのうえで使い道のないただのがらくたを特殊な杖として売り込んだことを知っているのは、古物屋カレデュラだけだ。

「イヴくん、分かっているね？」

　男は彼女の名を呼び、黒いフードに隠された顔を見つめる。

　古物屋カレデュラが沈黙を守りさえすれば、男の潔白は永遠に揺るがない。

　過去に犯した罪を掘り返されることに怯える必要もなくなるのだ。

「あはは、大丈夫っすよ。これは、ここだけの話っすから」





◇






　冷たい手錠をかけられたボクとリリエールさんが二人揃そろって並んで保安官さんたちに囲まれる。

「まったく……君たちのせいでとんでもない被害が出てるんだぞ」「一体どうしてこんなことしたの？」「あなたたち、黙ってないで何か言ったらどうなの？」

　矢継やつぎ早ばやに保安官さんたちはボクらに詰め寄る。ひええと涙目のボクに反してリリエールさんは「この国の保安局も落ちたものね。私たちが犯人だとでも言うの？　もっとまともに捜査したら？」とため息つきつつ挑発ひとつ。何で煽あおっちゃうの？

「おいおい君。何だ？　随分ずいぶんと強気だな。罪状ざいじょう重くするぞこら」

「え？　なに？　何か言ったかしら？　きこえなーい」

　んー？　とお耳に手を当てつつ再度挑発するリリエールさん。だから何で煽っちゃうの？

　反抗的な態度とりまくりのリリエールさんに反してボクはとにかく情に訴えかけるかたちでお話を聞いてもらえるように努めた。

「ううう……お話聞いてください……」

　手錠をかけられた両手を組んでまるで大聖堂に祈るような所作しょさでボクは視界の中でも一番優しそうな感じの女性保安官さんの前に跪ひざまずく。

「あらら……どうしたの？　大丈夫？　具合が悪いの？」

　ボクの前にしゃがむ女性保安官さん。聖母せいぼ。そのお顔は慈愛じあいに満ちていた。

　お話聞いてくれそう！

「うう……そもそもボクたち、つい一週間前に会ったばかりですよ？　一緒に犯行なんてするわけないじゃないですか……」

「あらそう。ちなみにあなた、二年半前は何してたの？」

「求職活動です！」

「じゃあ動機は社会に対する不満ね？」

「ああー！　全然話通じない！」

　保安官さんなんて嫌い！

「やめておきなさい、マクミリア。この場で説明をしたところで理解なんてされるはずもないわ」

　やれやれとため息をつくリリエールさん。

「そうですね。詳しい話は本部で聞きますね」

　一方でにこにこと頷く深緑の髪の保安官さん。

　いや、そもそも。そもそもですよ。

「保安官さんたち！　犯人はあそこの男の人ですよ！　あの教授！　ボクたちはあの男に鞄を持たされたんです！　あの人、鞄が亡霊オオカミを発生させてるって知ってたんですよ！」

　ヤケクソになりながら叫ぶボク。指を差した先には「ふっ」と鼻を鳴らす教授が一人。なに笑ってんだこのおじ様。

「騙だまされないでください皆さん。あの二人は私の書斎しょさいから亡霊駆除用の杖の設計図を盗んだのです」言いながら彼は、保安官さんが押収していたリリエールさんのポーチから封筒を一つ取り出す。

　それは確か記憶が正しければ古物屋カレデュラの情報が記された書類だったはずだけど。

「ほら、ご覧ください。これは紛れもなく私の設計図。恐らく二年前に亡霊オオカミを駆除してみせた杖に対処するために設計図を盗んで研究するつもりだったのでしょう」

　ま、無駄に終わりましたがな。などと得意げに笑う教授。ボクこのひと嫌い。

　でもこれではっきりした。

　きっと二年前の亡霊オオカミの騒動はすべて彼の自作じさく自演じえん。つまり目の前の教授は自身のペットを金儲けの道具に使っていたということだ。なんてひどい男でしょう。

「檻おりの中でしっかり反省しなさい。自身の行いの愚おろかさをな」

　いやあもうその台詞もそっくりそのまま返したいところなのだけれど。

　ボクはボクの潔白けっぱくを証明する術すべを何も持ってない。できることはその場でさながらオオカミのように「うううう」と唸うなることだけだった。

「え？　何かしら？　全然聞こえなかったわ」

　そしてそんなボクの横で「えー？」と耳に手を当てる我が店主。


　…………。



「だから何で煽るのリリエールさん」

　じとりと目を細めるボク。

　すると彼女はこちらに顔を向け、首をかしげながら耳に人差し指と親指を当てる。

「ごめんなさい。私、ずっと耳栓してたから」

　それから彼女が耳から引き抜いたのは、小さな小さなキノコのような形の耳栓。

　今朝見たものだった。

　耳栓に込められた祈りは、確か。

『──いやあしかし上手くやりましたねぇ、おじ様』

　耳栓が置かれた場所で鳴った物音を収めること。

　見知らぬ誰かの声が、外したばかりの耳栓から流れる。

『──ああ、問題ない。今頃私のオオカミたちに街中追い掛け回されているところだろう』

『──もしかしたら既に食われてるかもしれんが』

　そして聞き覚えのある声もまた、流れる。


「…………」



　周囲の保安官含め、ボクたちが啞然あぜんとするなかで、ただ一人顔色がみるみるうちに青くなる者がいた。

「な、何だそれは！　ふざけおって！　そんなもの作り物だ！　私の声じゃない！」

　怒りと戸惑いに満ちた表情でこちらにずかずかと歩み寄る彼は声を荒らげていた。いやあ驚くほどに耳栓から流れてる声にそっくりでございますね。

「ああすみません、教授。少し静かにしていただけますか」

　リリエールさんに摑みかかろうとしたところで、深緑の髪の保安官さんがやはり穏やかな様子で、けれどはっきりと拒絶きょぜつした。

　再び静寂せいじゃくが訪れるなかで無情に流れるのは、レビン教授と古物屋カレデュラの取引の様子。

『──イヴくん、分かっているね？』

『──あはは、大丈夫っすよ。これは、ここだけの話っすから』

　ていうかぜんぜん秘密になってないですけど。

　保安局もボクたちも滅茶めちゃ苦茶くちゃ聞いてますけど。

「……イヴ」

　ぽつりとその名前を呟くリリエールさん。

　もちろん耳栓に収められている声の持ち主はボクたち古物屋リリエールでもなければ、関係者でもない。

　潔白けっぱくだ。

「……なるほど。どうやら我々の勘違いだったようだ」

　かしゃん、とボクとリリエールさんの手から冷たい手錠が外されたのと、レビン教授の両手が塞ふさがれたのはほぼ同時だった。

「詳しく話を聞く必要があるのは貴方だったようだ」

　それからボクたちを取り囲んでいた保安官たちはこぞって彼の元へと集つどっていった。大人気。

　これは誤解だ、何かの間違いだ。私は嵌はめられたんだ、などなど教授さんはこの期ごに及んで何やら叫んでいたけれど、やっぱり保安官たちは犯人の言い訳には一切耳を貸してはくれなかった。

　嫌がる彼をずるずると男性保安官たちが引きずってゆく。

　そんな中で女性保安官さんの一人がとてとてとボクの元へと戻って来ると、両手を合わせてウインクひとつ。

「ごめんなさいね、お姉さん、勘違いしちゃった」

　めっちゃ軽いノリで謝られちゃった……。

「あやうく次の就職先が牢屋ろうやの中になるとこでしたよ……」

「収監と就職は別物だけど……？」

　なにはともあれ連れていかれる前に事実が発覚したのは幸い。ほっと胸を撫で下ろすボクだった。

　それもこれも、全部彼女のおかげ。

　リリエールさん。

「ああ、ちょっと待って」

　往生際おうじょうぎわ悪くも依然として子どものように駄々だだをこねながら引きずられていた教授さんと保安官たちを、彼女は呼び止める。

　こちらに振り返る彼らに向けて挙げられた手には、古物屋カレデュラの情報がしっかり収められた耳栓が挟まれていた。

　そして彼女はゆっくりとその手を振りながら、笑顔を向けつつ皮肉たっぷりに一言のたまう。

　曰く。

「情報提供、感謝するわ」





◇






　曰く彼女はレビン教授が亡霊オオカミを放った人間だと感づいていたらしい。

「そもそも祈物としてまともに機能しなくなった物をわざわざうちに譲渡じょうとする理由なんてないでしょう？　祈りの力がなければただの物なんだし」

　確信したのは今日の朝、喫茶店きっさてんで打ち合わせをしていたときのこと。

　つまり初対面しょたいめんの時だという。

　喫茶店に遅れてやってきたレビン教授はリリエールさんに自身が置かれている状況を簡単に説明した。内容は概おおむねボクと一緒に応接室で聞いたことと同じ。

　だからこそ違和感があったという。

「だってそもそも鞄一つくらい喫茶店に持ってこられるでしょ」


「…………」



　言われてみれば……。

「それに、話を聞いてみたら彼が持ってるのが亡霊鞄だって気づいちゃって」

「亡霊鞄？」

「あなたがさっき抱えてた鞄の正式名称よ」冷静に語るリリエールさん。「効果は鞄から命令に忠実ちゅうじつな亡霊を呼び出すこと。本来はどんな姿にでもなれるはずなんだけど──多分、あの男がペットを欲しがっていたから犬の姿になったのでしょうね」

　亡霊鞄の特徴から二年前の亡霊オオカミの騒動と、レビン教授の素性すじょうはすぐにリリエールさんの頭の中で結びついた。

　つまるところ初対面の時点でなんとなく「ああこの男、自作自演で金儲けしたのね」と感づきながらも何も知らない振りしてリリエールさんはのこのこと鞄の回収に向かったということである。

「ふふふ……わざわざ私たちに家まで取りに来させるのだから絶対に罠を張ってると思ったわ……」

「悪い顔してる」

「でも私、そんな浅はかな罠に嵌はまるほど愚おろかじゃないのよね」

「そうなんですか」

　亡霊オオカミに生肉あげてた人間の台詞せりふとは思えないなあ……。

「だからこちらから罠を張ってやったのよ！　耳栓でね」

「ほえー……」

　ひょっとして。「じゃあもしかして、応接室で発明品をぺたぺた触ってたのって……？」

「ふっふっふ。愚問ぐもんね、わざとよ」

「じゃあひょっとして、そのあと発明品を落としたりして涙目なみだめになってたのも……？」


「…………」



「あ、そっちはわざとではないと」

　なるほどなるほど。

　結局それからボクと彼女の走り続けた一日は、ソファに向かい合って紅茶を飲んで、お開きになった。

「今日は疲れたからお店は閉じましょうか」

　やる気があるときは仕事する。ちょっと疲れたらお休みにする。そんな比較的ゆるーい感じで、彼女のお店は営業していた。

　向かい合いながらボクも紅茶を一口。

　温かい感触が口に広がりほっとする。

　まるで家のようにくつろぎながら、ボクは明日は何をしようかなぁ、なんて考えていた。




　──そして翌日がやって来る。

　昨日、早めに帰らせてもらったおかげで朝からボクは身体中がやる気と元気で満ち足りていた。扉を開ければ「おはようございまーす！」とあほみたいに大きな声。

　今日も一日頑張りましょうっ！　と元気に店主に挨拶を飛ばすボク。


「…………」



　けれどボクを出迎えたのはしんと静まり返った店内だけだった。

　おやおや？　リリエールさんはいずこに？

　首をかしげるボク。すると直後に、ばたん！　と大きな物が倒れたような音が店内に鳴り響く。

「えっ……な、何……？」

　びっくりしながらボクは様子を窺がう。暴漢？　強盗？　身構えながらボクはゆっくりと辺りを見回しながら、店内を歩く。

　やがて彼女の姿を見つけた。

「くっ……うう……」

　リリエールさん。

　ほんのりと暗い空間の真ん中で、彼女は倒れていた。


「ちょっ……一体どうしたのリリエールさん！」



　慌ててボクが駆け寄り、抱きかかえると苦しそうな顔で彼女はボクを見上げた。

「ああ……来たのね、マクミリア……」

　震える手がボクへと伸びる。ああきっとボクが来る前に何かよくないことが起きたに違いない。店内は荒らされた痕跡こんせきはないけれど。

　一体何が──

「マク、ミリ……ア……」

　震えた彼女の手がボクに伸びる。

　きっと何かを伝えようとしているに違いない。

　ボクは耳を澄まして、彼女の言葉を待った。


「────」



　けれど。

　彼女の指先がボクの頰に触れた直後。

　まるで花びらが落ちるかのように、彼女の手はゆっくりと、力を失い、落ちてゆく。

「リリエール、さん……？　リリエールさん、しっかりしてください！　リリエールさん！」

　何度も彼女の肩を揺らして必死に呼び掛けた。折角出会うことのできた新しい職場なのに。いきなり雇い主が倒れてしまうなんて。

　ああ、一体どうしてこんなことに。

「困るよリリエールさん！　せめて初任給はもらわないと！」

　しかし必死に呼び掛けるボクの声は彼女の耳には届いていないようだった。苦しそうな顔を浮かべたまま、彼女はボクの腕の中で静かに瞳ひとみを閉ざす。

「そんな……リリエールさん……！」

　どうしようもない現実。

　ボクは嘆なげき悲しみ、叫ぶことしかできなかった。

「リ、リリエールさああああああああああん！」

「いやちょっとうるさいわよ」

　あ、起きた。

「おはようございます」

「いやおはようございますじゃなくて」

　ボクの腕の中でとても迷惑そうに目を細めるリリエールさんだった。いや不機嫌になられてもボク戸惑っちゃうんですけど。

「急にどうしたんですかリリエールさん。お仕事は？」

「ああ、仕事ね……今日休みでもいい……？」

「ええ？　なぜです……？」

　ボクはまあ別にいいですけど……。

　でも勤務日数が減って給料が減っちゃうのはちょっと困っちゃいますね。せめて理由くらいは聞きたいものです。

　どうしたんです？

　訪ねるボクに、リリエールさん痛みに耐えるように苦悶くもんの表情を浮かべながらも、ボクに答える──。

「昨日……、力の腕輪を使った反動が、ね……」

　力の腕輪。

　それは確か、常人には出せない力を引き出してくれる腕輪。リリエールさんがボクを抱えながら逃げる時に使っていた祈物。

　……の、反動って？

「具体的にどんな症状なんですか」

「足を中心に全身の筋肉が力を込めたり動かそうとするたびに痛むの。まるでこれ以上動かさないで欲しいと悲鳴を上げるみたいに」

「筋肉痛ですねそれ」


「…………」



「筋肉痛」


「…………」



「リリエールさん？」

　黙っちゃった。

「いい？　マクミリア、昨日、店で教えたわね？　祈物は他人に願いを委ねるもの。どのような代償を払うことになってもいいという覚悟が必要なのよ」

「それで代償を払った結果がこの全身筋肉痛ですか……」

「うごけないわ」

　遠い目のリリエールさんだった。

　まあ確かにこの状態だったらお仕事なんて到底無理そうだけれど……。

「ていうかこんな状態だったら日常生活もままならないのでは？」

「はっきり言って今ここから動けないわ」

「やっぱり」

「時にマクミリア、あなた料理は得意かしら」

「まあ人並みには」

「そう……」ゆっくり頷くリリエールさん。そして彼女はとてもとても恥ずかしそうに、ぎこちなく言葉を漏らす。

「私、今日、ごはん、まだ」

　なるほどなるほど。

「作りましょうか？」

　すると彼女の顔がぱあっと明るくなった。

「あなたとの出会いってやっぱり運命だったのね──」

「こんな場面で改めて運命感じられちゃっても困りますけど……」

　とはいえボクはそんな言葉をため息とともに漏らしながらも顔色は少しばかり緩んでいた。

　昨日あれだけ活躍したリリエールさん。

　ボクをお姫様抱っこして運び続けて逃げ回り、いつの間にか事件を鮮やかに解決してみせたリリエールさん。

　ボクを拾ってくれたリリエールさん。

「じゃあ、とりあえず適当に何か作ってくれる……？」

「はいはいー」

　ゆるりと頷きボクは彼女の肩の後ろと膝ひざに手を回し、しっかり摑む。

　床の上で朝食なんてはしたない。

「リリエールさん、ボクに摑まっててくださいね、テーブルまで運びますので」

「──えっ」

　意外そうに、彼女は目を丸くする。

　有無を言わさず、ボクはそのまま力を込める。

「じゃ、いきますよー！」

　まだまだボクは彼女を支えるには及ばないかもしれないけれど。

　時々こうして彼女にしてもらったことを、返してていこうと思った。

　彼女に対する恩は、とてもとても、返しきれないくらいに──。

「……重っ」

「ぶっとばすわよ」
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　お似合にあいの二人。

　マシアスとミレーヌが二人で歩いているときによく投げ掛けられた言葉だ。

　彼はそのたびにたまらなく嬉うれしくなった。

　彼女と彼の間には埋うめようがないくらいに大きな身分の差があったから。

　隣となりにいる彼女。ミレーヌは祈いのりのクルルネルヴィアの中でも有数の資産家の娘。家は大豪邸だいごうてい。対する彼の家は大聖堂だいせいどう近くの格安アパートメント。

　美しく整った顔立ち。当然のように高級アクセサリを身にまとう彼女。対して冴さえない眼鏡めがねの男のマシアス。

　過ごしてきた環境があまりにも違う二人が出会ったのは一年ほど前のことになる。

「よろしくお願いします。ミレーヌと申します」

　彼が働く花屋に職場体験に来たのが彼女だった。不思議なことにミレーヌとマシアスは境遇きょうぐうは違えど趣味しゅみだけはよく合った。

　二人は仕事の合間に話すようになり、やがてそのまま付き合った。

　それからの日々は毎日が幸せだった。

「ねえ、マシアス？　わたくし、学校を出たらあの花屋で働こうと思いますの。その……あなたさえよかったら……二人で住みませんか……？」

　顔を赤くしながら提案する彼女を抱きしめ、彼は快諾かいだくした。

　箱入り娘だった彼女はあらゆることが初体験だった。

　きっと彼女にとっては驚きに満ちた日々。

「まあ……！　こんなに狭せまいお部屋にこんなにたくさんの物が……！　男性の一人暮らしって大変ですのね……」

　狭いアパートメントの一室はお世辞せじにも綺麗きれいとは呼べない状態だったが、それでも彼女は喜んだ。

「これは……わたくしにプレゼントですの？　嬉うれしいですわ。ありがとう、マシアス」

　少ない賃金ちんぎんで服をプレゼントすると彼女はすぐに身にまとって喜んでくれた。

　毎日、寝る前には口づけをした。

「おやすみ、マシアス」

　いつも幸せそうに彼女は笑っていた。

　深く愛し合う二人に知人友人は口を揃そろえて語る。

「お似合いの二人」

　彼はそのたびに誇ほこらしく思った。

　嬉しく思った。

　彼女と過ごす日々を、永遠のものにしたいと心に抱いた。

　しかしそんな二人の時間は長くは続かなかった。

　二人暮らしを始めてしばらくした頃のこと、彼の部屋に、黒い服の男たちが乗り込んできた。そのうちの一人、ひと際きわ厳きびしい顔をした男は彼女の父だった。

　マシアスはそのときになってミレーヌが両親に黙って家を出てきたことと、そして両親から彼が誘拐犯ゆうかいはんだと誤解ごかいされていたことを知った。

　突然娘を連れ戻しに来た彼女の父は、マシアスを犯罪者だと罵ののしり、抵抗のできない彼の顔を何度も何度も殴打おうだした。

　ひどい痛みだった。

　殴なぐられたことの痛みではない。

「マシアス！　ああ、そんな……！　マシアス……！」

　連れ去られる彼女を、血で汚よごれた床の上から眺ながめることしかできなかった。それが何より痛かった。

　彼女を助けに行かなければならない。

　彼は自身の胸に強く誓ちかった。

　それから一月ひとつき、二月ふたつき、どれほどの時間が流れたのかを彼はよく覚えていない。彼女がいなくなってからの日々は空虚くうきょに過ぎて行った。

　父に連れ去られて以来、ミレーヌとは会えなくなった。

　豪邸の前を通り掛ける。けれども彼女が顔を出すことはない。

　何度か扉とびらを叩たたいて彼女に会わせてほしいと頼んだ。

　豪邸の使用人たちの答えはいつも口裏合わせたかのように同じだった。

「ミレーヌ様はあなたとは会いたくないと仰おっしゃっています」

　そんなはずはない。

　彼女と一緒いっしょに過ごした日々は、愛し合った日々は紛まぎれもなく本物なのだから。きっと彼女も自身と同じ気持ちでいるはずだ。

　きっと父が彼女を幽閉ゆうへいしているのだ。

　それから何度も彼女の家に通い詰めたが、彼の前にミレーヌが姿を現すことはなかった。

　結婚資金としてお金をたくさん貯ためたのに──今よりももっといい暮らしができるくらいにお金を貯めたのに、使う機会を奪われてしまった。

「僕は一体……どうすればいいんだ……」

　彼女と過ごした狭い一室で、彼は考える。

　彼女との思い出が満ちた部屋で、これからどうすべきかを考える。

　そうして決意をしたのは、彼女を失ってから三か月が過ぎたときのことだった。

　──お似合いの二人。

　彼女を助け出せるのは、自分しかいない。

　だからマシアスは、その日の夜に駆けだす。

「助けに来たよ」

　深い夜の中、屋敷に忍び込んだ彼は、ミレーヌを救い出した。

「マシアス、どうして──」

　詳しい説明をしている時間はなかった。すぐに屋敷から逃げないと──彼は半ば強引に彼女の手をとると、そのまま屋敷から飛び出した。

　きっと彼女は喜んでくれるだろうと思った。

　少し強引だけれど、また二人で一緒に生活できる。

　そう思った。

「離して……！　離してくださいまし……！」

　それなのに。

　彼の腕の中、ミレーヌは、強く拒絶きょぜつする。「わたくし、もう貴方あなたには会えません……！」

　屋敷の敷地を出た直後のことだった。まだ見張りに見つかる可能性もあるというのに、彼女は大きな声で彼を拒こばむ。

「早く帰ってくださいまし……！　わたくしのことなんて、もう忘れて……！」

「そんな……どうして！」

　あんなに愛し合ったのに。

　一緒に過ごした日々を彼女は忘れたとでもいうのだろうか。毎日のようにこつこつとお金を貯めて、二人で将来を思い描いた日々を、忘れてしまったとでもいうのだろうか。

　それとも父に脅おどされているのだろうか。

　彼は初めて彼女の真意しんいが分からなくなった。どうしようもなく不安になった。

　彼にとってミレーヌはすべてだったから。

「お願いします……！　あなたは、あなたの人生を生きてくださいまし……！」

　大粒おおつぶの涙を流しながら、彼女は彼の胸を押して拒絶する。

　分からない、どうしていいのか、分からない。

　やがて屋敷のほうからランタンの明かりが幾いくつも飛び出してくる。使用人たちの必死な声が明かりとともにこちらへと迫ってくる。

　時間がない──。

「……ごめん、また来る」

　必ず助けに来る。彼はそう言い残して屋敷から走り去った。

　また次の機会に、彼女を助けに来ればいい──振り返ると、ミレーヌは屋敷の入り口でうずくまり、声を上げて泣いていた。

　その涙の意味が、彼には分らなかった。

「ミレーヌ……そんな……どうして……」

　通じ合っていたはずの彼らの心は、いつしかすれ違っていたのかもしれない。

　彼が連れて行きたかったのは、あんなに泣きじゃくっているミレーヌではなかったから。




「──いやあ、酷ひどい恋人っすねえ」

　屋敷の近くの物陰ものかげから、能天気のうてんきな声がした。

　深くフードを被かぶった一人の女性。彼女は自らをイヴと名乗った。通りで古物屋こぶつやとして物を売っているらしい。

「愛が欲しい……そんな悩みを抱えてますね？　お客さん」

　フードから覗のぞく金色の瞳ひとみと髪かみ。にたりと笑いながら、見透みすかしたようなことを語る古物屋は、それから露店ろてんに並べた道具の一つを手に取った。

「そんな今のお客さんにはこちらの商品がおすすめっすよー。こいつは恋人とのすれ違いが起きたり、ちょっと関係がマンネリ気味になったときに特におすすめの逸品いっぴんでして、使うだけであなたの望んだ通りの姿になってくれるんすよ──まるでついさっきとは別人のようにね」


「…………」



　ばかばかしい話だ。

　そんなことがあるわけがない。

　──そう言い切れなかったのは、この国が祈いのりのクルルネルヴィアであり、そして心身ともに疲れ果てていたからだった。

「どうっすか？　買うっすか？」


「…………」



　首をかしげるイヴに対し。

　値段を聞き返した。

　幸いにも、お金には困っていなかったから。





◇






　眼鏡をかけた冴えない男の人。

　とっても綺麗な女の子。

　その日、古物屋リリエールに訪れたのは、そんな少しちぐはぐな印象のあるカップルだった。

「こちらのお店は祈物れいぶつを多く取り扱あつかっていると聞きましたが……間違いありませんか？」

　応接スペースにて。

　テーブルを挟はさんでボクたちと向かい合いながら、カップルの男性──マシアスと名乗った彼は、真剣しんけんな表情でリリエールさんに頭を下げた。

「自衛をできる武器を探しているのですが……何かいい物はありますでしょうか」

「自衛できる武器……」

　彼の言葉をそっくりそのまま繰り返すリリエールさん。

　言葉尻ことばじりには少しの不信感が含まれているように感じられた。

「もちろんうちの店にはそういった物も置いてはあるけれど──簡単に売れるものではないわよ」

「お金ならあります」

「言い方が悪かったわね。理由も聞かずに売れないと言っているの」


「…………」



「事情を聞かせてもらえるかしら」


「…………」少し渋しぶったのちにマシアスさんは口を開いた。「彼女と僕は追われる身ですので、あまり長話はできませんけれども……」



　言いながら、マシアスさんは震ふるえる彼女の肩かたを抱く。

　先ほどから一言も話すことのないミレーヌさんは、彼に触れられて一瞬驚き、強張こわばった表情を浮かべたのちに、潤うるんだ瞳で顔を上げる。


「…………」



　彼の顔を見た途端とたんに安心したのか、ミレーヌさんは少し笑みを浮かべてから、その頭をマシアスさんに預けた。

　深く愛し合う二人。

　それからマシアスさんが語り始めた物語は、そんな風に身分が違いながらも恋に落ちた二人を引き裂さこうとする厳きびしい現実の物語。

　曰いわくマシアスさんは、彼女を家から強引に連れ出してきたところらしい。

「彼女は家族から虐待ぎゃくたいを受けていたのです。幼い頃から家族に厳しく束縛そくばくされ、特に父は気に食わないことがあればすぐに彼女に手を上げました。彼女をそんな地獄じごくのような日々から救い出す義務が僕にはあったのです。……恋人ですから」


「…………」



　重い沈黙ちんもくを返すボクとリリエールさん。

　軟禁なんきん状態にあった彼女は自分の意思で逃げるという選択すらできないほどに精神的に追い詰められていたそうだ。

「どうか彼女と僕が戦うために……、武器を買わせてください……！　お金ならあります！　だから……」

　彼はポケットからくしゃくしゃのお札をテーブルに差し出す。

　働きながら必死にかき集めてきたものらしい。汚よごれた紙幣しへいの皺しわを伸ばしてまとめてみれば、それなりの額がくになった。

　確かに、店頭に並べられている物ならば、今しがた渡されたお金で十分に買えるほどだった。

　けれど。

「うちの店は人に危害を及およぼす危険のある祈物は奥の倉庫に保管してあるの。そういう物は人に売らない主義だから」

　先日、教授さんから回収した鞄も今はお店の奥で大事に保管されている。このお店で彼女の監視下にある限り、亡霊ぼうれいオオカミが再び現れることもない。

　ボクが教えてもらっていないだけで、きっと彼女はもっと危険で、直接的に命のやり取りを行えるような祈物を多数持っていることだと思う。

　けれどそうしないのは、彼女が古物屋カレデュラとは違うからだ。

「出したお金は仕舞って頂戴ちょうだい。そんな物を貰い受けるつもりはないわ」

　つんとよそを向くリリエールさん。

　ちょっと冷たすぎはしませんこと？

　少なくとも今、二人は困っていて、今すぐにでも逃げなければ、怖いお父様とやらがミレーヌさんを連れ戻しに来てしまうかもしれないのに。

「そんな……！　お願いします……！　何でも構いません……！　どうか彼女を守るための武器を……！」

　必死に食い下がるマシアスさん。

　リリエールさんはそんな彼に話にならないとでも言うように立ち上がりながらため息をついた。

「私は殺人の手伝いはしていないの」

　冷たく拒絶するような口ぶり。「今、あなたたちに武器を渡したら彼女のお父上を傷つけてしまいかねないでしょう。だから売ってあげない」

　けれどそんな言葉とは裏腹うらはらに彼女の脚は倉庫のほうへと向かってゆく。

　固く閉ざされた鍵を開けて、中に入って数十秒。彼女はロケットペンダントを二つ手に持ち戻ってきた。

「しばらくこれを貸してあげるわ」

　ずい、とマシアスさんたちに差し出されたその祈物は、曰く身代わりとなってくれる物らしい。

　たとえば敵から銃弾じゅうだんを浴びれば都合よくペンダントに当たり命拾いし、敵によって高所から落とされれば都合よく何らかの要因で命が助かる代わりにペンダントが砕くだける。多少殴られても痛みを感じることはなく、代わりにペンダントにヒビが入る。

　つまりこれは所有者の代わりに痛みを引き受けてくれる祈物らしい。

「ちなみに注意事項が一つあるのだけれど、この祈物が引き受けてくれるのはあくまで敵対している者からの攻撃のみ。事故や病気には効果がないの。でも、これさえあれば少なくともあなたたちは一度の攻撃からは生き延びることができるわ」


「…………」



　マシアスさんはその手に渡されたペンダントを複雑な表情で見つめる。何ならちょっと落胆らくたんしているようにすら見えた。

　きっともっと強い武器を渡してくれるものだと期待していたのだと思う。

「悪いことは言わないわ。ご両親としっかり話し合いなさい。私がこのペンダントをあなたたちに貸してあげるのは、そのための時間を作らせるためよ」

「ですが……もう、話し合いで解決できる段階は過ぎているんです」

「それでも説得しなさい。今のあなたたちでは望んだ幸せが手に入るとは思えないわ」


「…………」



　沈黙するマシアスさん。

　何も入っていないロケットを開いて、閉じて、何度かそうして重く考えたのちに、彼はペンダントを握りしめ、ミレーヌさんと固く手を繫つないだまま、立ち上がった。

「……ありがとうございます。頑張ってみます……」

　そうして彼は彼女の手を引き店を出る。

　ばたばたと急ぐように、あるいは怒りに満ちた様子で慌あわただしく出て行くマシアスさん。

「──あっ」

　その手に引かれるミレーヌさん。ボクたちの前で初めて言葉を発した彼女は、怒気どきに満ちた彼の横顔を嬉うれしそうな顔で見つめていた。

　店を出た彼らの姿は、それからすぐに人込みの中へと消えていった。

「……朝から随分と元気な客ね」

　本日最初の来客は、そんなもやっとした空気だけを残して去っていった。

　なんだかこの空気やだなあ……。

　まだ一日は始まったばかりだというのにちょっと疲れちゃいましたね。

　というわけで。

「紅茶こうちゃ淹いれましょ！」

　ボクは思い出したように明るい調子でぽん、と手を叩いてへらへら笑ってみせた。そんなボクを眺めながら、リリエールさんは「そうね、お願い」とわずかに笑う。

　気分転換でもできればいいと思った。

　今日はまだまだ長いのだから。

　けれどそんなボクの思惑おもわくに反して、それから数分もしないうちに、マシアスさんたちのようにひどく焦あせった様子の大人たちが、お店の扉を開いた。

　紅茶なんて淹れている暇がないくらいに慌ただしくて長い一日がそうして始まるのだった。





◆






　ロケットペンダント二つを握りしめたままマシアスが向かったのは、大聖堂のすぐ近く。

　彼が住むアパートメントだった。

　追っ手にはこの場所も既に割れている。長居ながいはできない──それでも危険を承知でこの家まで戻る必要があった。

「着いた……！」

　幸さいわいにも待ち伏せの姿はなかった。鍵を開ければその先には二人で過ごした思い出に満ちた狭い一室。

　花の香りが漂った。

　二人で一緒に過ごした空間。そんな場所に二人手を繫いで帰ってきた。

　状況さえ違えば嬉しい状況だったに違いないのに──。

「さあ、ミレーヌ。とにかく今は逃げることだけを考えよう。君の服は前と変わらずクローゼットにしまってある。今はとにかく着替えて──」

　まくしたてるように指示をしながらマシアスは綺麗な服に着替え、必要なものをバッグにまとめる。

　何着かの着替え、保存食、お金、ナイフ、それから二人の写真──。

「……これはペンダントに入れておこう」

　結局、期待外れなことに古物屋リリエールは非協力的で、武器を手渡してくれることはなかったが、少なくともロケットペンダントは防衛の手段として考えれば悪くはない。

「これを首に掛けるんだ」

　ミレーヌと向き合いながら、抱きしめるようなかたちでペンダントを首に掛ける。腕の中でマシアスを見上げるミレーヌの瞳は潤うるんでいた。

　可哀想かわいそうに。

　きっとまだ辛つらい現実を受け入れることができずにいるのだろう。

「……大丈夫だよ、ミレーヌ。僕が君を守るから」

　彼女を安心させるために、マシアスは両手で彼女を抱きしめる。

　箱入り娘の彼女は、一緒に住み始めたばかりの頃も、街の人々にとっての常識が分からず不安を抱いていた。二人での生活はおかしくないか。二人で街を歩いているとき周りから変な目で見られなかったか。自身の格好はおかしくはないか。いつもそうしてマシアスに尋たずねていた。

　彼はそのたびに嬉しくなった。自身との生活の中で真剣に物事を考えてくれる彼女のことが愛いとおしくてたまらなくなった。


「…………」



　彼の胸の中で静かに涙をこぼすミレーヌ。

　だから強く強く抱きしめる。

「君は悪くないよ」

　囁ささやきながら、マシアスは彼女の柔やわらかい髪を撫なでた。「君を苦しめるこの世の中が悪いんだ。君を追い掛けるあの連中が悪いんだ。だから君は悪くない」

　この家から飛び出せば、きっと自由が待っている。

　ミレーヌとマシアス。

　二人の関係は周囲の友人知人からは「お似合いの二人」と称しょうされてはいたが、結局彼女の父から理解を得ることはなかった。

　そしてこれから先も理解を得られることは決してない。

　ならば二人に残された道は一つしかなかった。

「さあ、行こう」

　マシアスはミレーヌの手を取り、再び歩きだす。荷物を抱えた彼は、二度と帰ることのないこの部屋の鍵かぎを放り投げて扉を開く。

　古びたアパートメントから飛び出せば、二人の門出かどでを祝うように、朽くちた大聖堂から鳥が羽を広げて飛び去った。

　鳥が向かう先には海がある。

　祈りのクルルネルヴィアは四方八方しほうはっぽう海に囲まれた小さな島国。国の中にいる限り、自由はきっとない。

　国の外への連絡船も年に一度しか港を訪れることはなく、そしてつい三か月前に船はクルルネルヴィアの港を離れたばかり。

　つまりこれから九か月は国の外に逃れることはできない。

　それでも彼の目は希望に満ちていた。

「二人で逃げよう、どこまでも」

　手を繫いで歩きだす。

　きっと二人でいれば、どんな苦難くなんも乗り越えられる気がした。
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「もう一度説明していただけるかしら」

　ばたばたと慌ただしくお店にやってきた大人たちをソファに座らせたリリエールさんは、ボクの傍そばでお行儀ぎょうぎ悪く窓枠まどわくに腰こし掛けながら首をかしげる。

　店にやってきたのは大人複数名。

　いずれも黒い制服を身にまとう保安官ほあんかんさんだった。

　保安官さん……！

　手帳をめくりながら「じゃあ僕から説明しますね」と口を開く深緑ふかみどりの髪の保安官さんの顔を見つめて数秒。ボクの脳裏のうりに嫌な記憶、そして両手に冷たい手錠てじょうの感触が蘇よみがえる。

「──事件発生時刻は昨日の深夜。資産家の娘を男が連れ去り、現在も逃走中。我々は屋敷の使用人から通報を受けて今朝から捜索そうさくをしているのですが……、未いまだ発見には至っていません」

「むうう……」

　お話中にどこからともなく唸うなり声。

　はたと顔を上げる深緑の髪の保安官さん。いえいえ唸り声は気にせずどうぞ。

「犯人は二十六歳の成人男性。名前はマシアス。先月までは花屋で勤務きんむしていましたが無断欠勤むだんけっきんが相次ぎ解雇かいこされています」

「むううう……」


「…………」ちらりとこちらを見る保安官さん。気にせずどうぞ。「それで、目撃情報によるとこのマシアスという男が古物屋リリエールに入っていったとの情報を摑つかんだのですが、事実ですか」



「むうううう……」

「ところでなんかさっきから唸り声聞こえるんですけど」

　深緑の髪の保安官さんはボクを見つめて眉根まゆねを下げる。目と目が合ったその瞬間にボクの喉のどから唸り声。まあ驚き！　唸り声はボクから出ていたのですね！

「……先日も気になったのですが、そちらの子は新しく雇った従業員ですか」

「ええ、マクミリアよ」

　頷うなづきつつボクを紹介する我が店主。深緑の髪の保安官さんは穏おだやかな様子で頷いた。

「マクミリアさん、ね。よろしく。僕はアンリ。保安官をしている。先日の鞄の件でも会ったね」

「むううううううう……」

　保安官さんことアンリさんが手を差し出す。その様子はまるで人間社会に怯おびえて巣穴にこもる野生動物と心優しい人間の交流を描いたドキュメンタリーの一幕かのよう。

　なぜなら当のボクがリリエールさんの後ろに隠れて唸っているからである。

「普段は良い子なのよ」

「何で警戒されてるんですか」

「ご自分の胸に聞いてみればいいんじゃないかしら」

　唸るボクをよしよししながら冷めた目でアンリさんを見つめる我が店主。保護者かな？

「あはは……まあ、これから仲良くしてくれると嬉しいな……」

　結局、友好の印しるしの握手は諦あきらめて手を引っ込めつつ笑うアンリさんだった。

「……善処ぜんしょします」

　危あやうく前科ぜんか持ちにされかけるところだったトラウマ経験がありますゆえ、多少の無礼ぶれいは許してもらいたいもんですね！

　まあそれはさておきともかく保安官さんたちが古物屋リリエールの扉を慌てた様子で開いたのは、ちょうどマシアスさんたちが去った直後のことになる。

　どうやら彼らの逃避行とうひこうは現在、誘拐事件として取り扱われているらしい。

　誘拐犯を追うのは当然ながら保安局ほあんきょくのお仕事。

「一応お聞きしたいのですが、二人に対して祈物を譲渡じょうとしましたか。例えば武器になるような物とか」

「冷静ではなさそうだったから、防具になる物だけは渡しておいたわ」武器を渡したら大変なことになりそうだったし、と付け加えるリリエールさん。

「……お二人の現在の居場所に心当たりは？」

「いいえ、まったく」

「なるほど……、居場所を追跡できるような祈物を渡したりはしてないんですね」

「二人にもプライバシーがあるでしょう」

「今回に限ってはそのような配慮は無視してもらったほうがありがたかったですけどね」

「保安官の言葉とは思えないわね」

　手帳に文字を連ねるアンリさん。さらさらと素早く綴つづっているけれど古物屋リリエールで得られた情報は単刀直入たんとうちょくにゅうに言ってしまえば収穫なしの一言につきる。

　やがてアンリさんはがっかりとした様子でため息をついていた。

「困ったな……、二人の足取りを追えるのもここまでか」

「彼の身元が分かっているのなら家は分かるのでしょう？　行ってみたら？」首をかしげるリリエールさん。

「多分既に家はもぬけの殻からだと思いますよ。僕たちと同じタイミングで別動隊が家に向かいましたけれど、何の連絡も来てませんから」

「他に行き先の情報は？」

「それも特に何も。だからリリエールさんが逃げ道を塞ふさいでくれてればと期待したんですけど」

「私頼りで捜査されても困るわよ」

　むむ？

　なんだか親しげですね？

「お知り合いなんですか？」

　ボクが首をかしげるとリリエールさんは「まあね」と息をつく。

「うちの店は昔から保安局とは協力関係にあるの。祈物絡がらみの事件が起きた時の助言とか、あとは保安局でも保管し切れない危険な祈物の保管や解呪かいじゅとかも。現状、この国で祈物の呪いを解けるのは私一人だから」

「……ひょっとしてリリエールさんって凄すごい人なんですか？」

「ふっふっふ」

　誇らしげに胸を張るリリエールさん。かわゆい。

「ちなみにリリエールさんには僕が新人の頃からずっと世話になってるんだ」

　ついでに付け足すアンリさん。なるほどぉ。

「じゃあ調査協力のベテランさんなんですねー」

「ふっふっふ」

　どやどやと胸を張り続けるリリエールさん。すごーい。

　そして横でぱちぱち手を叩いて感心するボク。それはつまりリリエールさんは少なくとも十年くらい前からはこの店の店主をしていたということになるのだけれど。

　どうやらかなりの長寿さんらしい。べつに百歳超えても若い外見のままのエルフさんとかもいるし別に珍しいことではないけど──このひと幾つなんだろ？

「ふっふっふ」

　依然どやどやしてるところから見るにあんまり年上っぽく見えないけど……。

　知れば知るほど謎なぞが深まる我が店主。

　真面目まじめな話題に戻ったのはそれからほどなくした頃だった。

「ところであなたがこの店に来たということは──今回の一件も祈物絡みの事件、ということで良いのかしら」

「そういうことになります」アンリさんがリリエールさんに頷く。

「犯人は何の祈物を使っているの？」

「そこまでは分かりませんが、マシアスが家に押し入った様子はおおよそ冷静な人間のものには見えなかったそうです。それに、被害者宅の周辺の聞き込みをしていたところ、怪あやしいフードの女を見たという目撃情報もあります」

「カレデュラから物を買った可能性が高いということね……」ため息交じりにうな垂だれるリリエールさん。

　古物屋カレデュラは人を困らせる物を売る古物屋。

　例によってマシアスさんもその毒牙にかかってしまったのならば──彼の何らかの制御が外れて、犯行に及んでしまった可能性がある、ということなのかもしれない。

「リリエールさんたちには僕と一緒に次の現場──マシアスの自宅まで来てもらいます。祈物を使ってマシアスたちの現在の居場所を割り出してください」

「善処ぜんしょするわ」

　二人の間で話は進んでゆく。

　ボクはまだ、彼が誘拐犯だという話には半信半疑だけれど。

　──僕たちは一緒にいられるだけで幸せです。

　彼女と手を繫ぎながら、リリエールさんに堂々と宣言していた彼のことを思い出す。

　本当に誘拐なの？

　ミレーヌさんのお父さんから彼女を救い出したという彼の言葉に、ボクは噓うそはないように感じていた。

　根っからの悪い人ではないような気がした。

「では早速準備を──」

　とアンリさんが荷物をまとめ始めたところで、

「……あの」

　ボクの口が勝手に動いていた。

　不思議そうにこちらを見つめるアンリさん。

「何かな？」と柔らかく首をかしげる。

「ええっと……」うまく言えない感情を、ボクは考えて考えて慎重に言葉に変えてゆく。「その、犯人の人を捕まえる前に……、ちょっとだけ、お話とか、聞いてあげたり……できませんか？　マシアスさん、さっきボクたちの店に来ましたけど、あまり悪い人のようには見えなかったというか──」

「マクミリア」

　冷静なリリエールさんの声がボクを遮さえぎる。「人畜無害な人間でも豹変ひょうへんさせてしまうのが祈物の力よ。あなただって知ってるでしょう？」

「……それはそうですけど」

　ボクの脳裏に焼き付いているのは、店を出たときのマシアスさんとミレーヌさん。

　ほんの少し強引な彼と、そんな彼を愛いとしそうに見つめる彼女の顔。ただの誘拐犯と被害者、という関係とは思えなかった。

　彼女たちの関係は、もっと複雑で、言葉にできないものに見えたから。

「話を聞くことなら捕まえた後でもできるわ」

　今は彼ら二人を引き離すのが最優先よ──と彼女は反論の余地がないくらいに正しい言葉を語る。何も言えなくなっちゃった。

　それでも何だか嫌だなぁという気持ちがボクの胸にもやっと渦巻く。

　アンリさんはそんなボクを憐あわれむように目を伏せた。

「僕たちだって彼をこの世から消すために動いてるわけじゃない。もちろん、確保の前に話を聞いてあげることくらいはできる。もし機会があれば、別に話してくれても構わないよ」

　けれど。

　彼は付け足す。

「……彼のことを知れば、多分そんな気は起こらなくなると思うよ」

　声のトーンを落としながら彼はそう呟つぶやいていた。

「どういうことですか……？」

　困惑しながらも首をかしげるボク。

　アンリさんはボクに目を向けながらも、冷淡な様子で語った。

　曰く。

「彼は既に人を殺している」
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　初めてミレーヌの父と会ったときから、嫌な予感はしていた。

　マシアスとミレーヌ。二人だけの空間に土足どそくで割り込んできた父はマシアスの顔を何度も何度も殴打おうだした。抵抗がまるでできなかったのは彼女の父と体格差があったからでもあるが、何より彼女の父は人に対して暴力を振るい慣れていた。どこをどうやって殴れば痛い思いをするのかも、どんな風に体重をかければ抵抗できないのかもすべて知り尽くしているかのようだった。マシアスは実際、彼女の父から暴行を受けたが、成なす術すべもなかった。

　思い返してみればミレーヌの身体にも、普段生活するうえでは見えない部分に小さな痣あざや火傷やけどの跡があった。

　幼い頃から虐待を受けていたのだろう──彼女が家でどんな扱いを受けていたのかは想像に難かたくなかった。

「僕が助けなきゃ……」

　彼女の痛みを理解できるのは、自分だけだと思った。

　だからマシアスは、屋敷に忍び込んだ。

　彼女の父は想像通りの男だった。マシアスが忍び込んだその日、屋敷の中を徘徊はいかいしていると叫び声が聞こえた。それがミレーヌの苦しむ声であることはマシアスにはすぐに分かった。

　彼は急いで声をもとへと向かう。

　扉を開けば地面に横たわるミレーヌと、そして鞭むちを握る彼女の父の姿があった──。

「お父様、もうこんなことはやめて……！」

　涙を浮かべながら見上げるミレーヌ。怖れに満ちた表情が向ける先で彼女の父がどんな顔を浮かべているのかは扉からでは見えなかった。

「俺に口ごたえとは偉くなったものだな。例の男から悪い影響でも受けたのか？　ああ？」

　どす、と重い音とともに、革靴がミレーヌの腹部にめり込む。悲鳴すら上げられないほどの痛みにもがき苦しむ彼女に男は馬乗りになった。

「まだあの男が忘れられないのなら、再教育が必要だな──」

　幾つか想像と違ったことがある。

　まず第一に、生身の人間に対して思い切り後ろからこん棒で殴ったとしてもすぐに意識を失うことはないということだ。血が飛び散ったりもしなかったし、せいぜい男の身体がミレーヌの上から退どくくらいしか効果はなかった。

「……ああああ？」

　第二に、頭を殴られた直後の男はすぐには反撃してこないということだ。以前マシアスを殴った時のような計算高さは微塵みじんにもない。ゆっくりと振り返った男は自分がなぜ殴られたのかも、後ろにいたのが誰であったのかもきっと理解できていなかったことだろう。

　第三に、一度枷かせが外れた人間は、自身でも信じられないほどの力を発揮できるということだ。

　睨にらみ合った直後、マシアスが握るこん棒は男の顔にめり込んでいた。床に倒れる男にマシアスはそれから何度も何度もこん棒を叩きつける。血はあまり出なかった。声にならない声をあげながら男が顔を覆っても変わらず必死に必死に何度も叩きつけた。

　今やらなければミレーヌが死んでしまうと思った。そう思うとより力がこもった。

　それからこん棒に赤い血がつくようになった頃、顔を覆っていた男の両手がだらりと床に転がった。

　やっと彼女を解放することができた──こん棒をその場に捨てて息を吸い込むマシアス。

　上着のコートはほんの少しの血飛沫ちしぶきで汚れていた。

　用意していた着替えを羽織って、マシアスはそれからミレーヌに手を差し伸べる。

「助けに来たよ」

　震えながらも彼女が顔を上げる。

　彼女はまだ、困惑していた。

「マシアス、どうして──」

　もう大丈夫だよと抱きしめてあげたい。心配ないよと笑ってあげたい。けれどそうするためには時間がなかった。

　急いで屋敷から逃げないと──。

　マシアスは依然として状況が理解できていないミレーヌの手を取り屋敷から飛び出す。

　それから彼女は屋敷の外に出た頃に彼を拒み、結局一度は別れてしまったけれど、そのあと彼女はマシアスの下へと戻ってきてくれた。

「ミレーヌ。僕はもうこの手を一生離さないよ」

　繫いだ手の間には真実の愛がある。

　他の誰にも理解できなくても構わない。彼女さえいればそれで良いと思った。

　マシアスは街を走る。

　どこに向かっているのかは彼自身にも分からない。誰もいないところへ、二人の愛を誰も邪魔しない場所まで、マシアスは走る。

「マシアス……」

　ぎゅ、と彼の手が握られる。振り返れば瞳を潤ませたミレーヌの姿がある。

　彼がかける眼鏡の向こう。

　彼女は確かにここにいる。

　守るべき彼女が、ここにいる。

　これからどこに行こうか。

「──ああ、そうだ」

　走りながら、マシアスは空を見上げる。

　二人でいつも話していた夢を、思い出した。
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「……酷い有様ね」

　眉をひそめながら室内を見渡すリリエールさんの言葉の通り。

　マシアスさんが住んでいた部屋は酷い有様だった。

　部屋の角にはボロボロのベッド、テーブルには食べかけのパン、缶詰かんづめ、宅配のピザ、そしてそれらの上を品定めするように徘徊はいかいするハエたち。

　そこら中に散らばっている服たちはまるで四方八方からの圧力に潰つぶされたかのようにくしゃくしゃになりながら、部屋のあちこちで息絶えている。

　にもかかわらず部屋の隅に置いてある花瓶だけは綺麗に手入れがなされていて、ほんの少しちぐはぐな印象を受けた。

「一体どんな生活を送ったらこんな部屋に女の子を連れ込めるのよ」とリリエールさんはここにはいないマシアスさんをひどく軽蔑するよう吐き捨てる。

「元々は綺麗な部屋だったのではないですか」リリエールさんの横でアンリさんは記録を読み上げていた。「マシアスとミレーヌが初めて出会ったのは一年前。彼が勤務する花屋に、学校のカリキュラムの一環で職場体験に来たのがミレーヌでした。彼はすぐに恋に落ち、出会ってからしばらくの間は彼女につきまとうようになり──三か月後、マシアスは彼女を誘拐。それからおよそ半年にわたりこの部屋で共に過ごしています」

　彼女がいた頃はまだ綺麗だったと思いますよ──とアンリさんは付け加える。

　彼の手元には勤務先やミレーヌさんの邸宅で働く使用人たちからの情報を一つにまとめて見えてきた一つの物語が綴つづられているようだった。

　マシアスさんによって誘拐され、ミレーヌさんはしばらくの間、マシアスさんと行動を共にした。彼の友人知人は冴えない彼に突然できた美人で年下の恋人に対して戸惑いながらも声を掛けたが、いつも彼は周囲に対して「お似合いだろう」と語っていたようだった。

　そんな彼女をここから救い出したのが、ミレーヌさんの父親だという。

「ミレーヌを救い出した父親はそれから彼女を家に閉じ込めた。彼女と引き離されたマシアスはその後三か月で自暴じぼう自棄じきになり、仕事も首になってます。愛する人を奪われた反動がこの部屋のあり様と昨晩の凶行なんじゃないですかね」

「……ひどい男ね」

　リリエールさんはマシアスという男性を簡潔かんけつ明瞭めいりょうに言い表した。

　頷きながらもアンリさんは苦い顔。

「もっとも、ミレーヌの父親も同じく酷い男だったようですけどね。使用人たちの話じゃ、彼女は日常的に父親から暴力を振るわれていたようです。マシアスについていったのも、ひょっとしたらそんな酷い日々から逃げ出したいという一心によるものだったのかもしれませんね」

　結局、逃げ出した先も地獄だったわけですけど──とアンリさんは嘆く。

　その横でリリエールさんも同じような表情を浮かべていた。

「……ひどい父から逃げ出した先にいたのがストーカー男だった、ということね。どこまでも悲しい運命を背負った子なのね、彼女」

「だからこそ僕たちで助け出さなければなりません。恐らく彼は古物屋カレデュラが与えた祈物のせいで抑えが効かない状態にある。何をするか分かったものじゃありませんからね──」

　時間の猶予はありませんよ、と付け足しながら、アンリさんは散らかった室内に目を向ける。

　何かを探しているように見えた。

「マクミリアも一緒に探してくれる？」こちらに首をかしげながら、リリエールさんは言った。「マシアスに繫がる手がかり、きっとこの部屋のどこかにあるはずだから」

　言いながらリリエールさんがポーチから取り出すのは、蝶ちょうの形を模もした髪飾り。

　親切なことにリリエールさんは大体ボクから「それ何ですか？」と尋ねる前に祈物の効果を話してくれる。理想の上司。

「これは導きの蝶の髪飾りといってね──この髪飾りを落とし物の上に置くと、持ち主の元まで届けてくれるの。蝶のように羽ばたきながらね」

　言い換えれば、この蝶をこの部屋の物の上に置けば、落とし物を届ける体ていで二人の元まで辿たどり着くことができる、ということらしい。ほうほう。

「便利ですね」

「とてもね」

「でも運用上でデメリットもあるんですよね」

「分かってきたじゃないの」

「便利なだけならその辺の服を拾うだけで解決しますし」

「まあそうね」然しかりと頷くリリエールさん。「実際この蝶が持つデメリットはかなり多いのよ。まず第一に蝶が持てないサイズの物は運べない。第二に、蝶は持ち主の痕跡を辿るから、落としてから時間が経ちすぎていたら──大体半日以上経ってると追跡できなくなる。第三に、落とし物を別の人間が持ったその瞬間から持ち主が変わったとみなされる」

「……じゃあもしもボクが物に触ったら」

「当然、あなたの物という扱いになるから追跡ができなくなるわ」

　くれぐれも気を付けてね、という言葉を受けつつ、ボクは室内を今一度見渡す。

　散らかった室内において、写真が大量に貼られた壁付近を除くすべての場所が生活感に満ちすぎている。

　こんなゴミ山みたいな場所で何も触らずに手がかり探しなんて不可能に近い気がするけどぉ……。

「大変だなぁ……」

　テーブルの傍にしゃがみながら自然とため息がこぼれていた。

　そもそもの話をすると古物屋リリエールに来たのちに二人がこの家まで戻ってきたかどうかすら定かじゃない。つまり半日以上家を空けていた可能性もあるわけで──ここまで来ておいて徒労とろうに終わる可能性だってある。などなどそんなマイナスなことをむむむと考えること数秒、天才的なひらめきがボクに舞い降りる。

　この部屋にある物全部に蝶を一度置いてみればいいのでは……？

「ちなみにこの蝶は働きすぎると疲れてしまうから、落とし物のお届けができるのは一日に三度までよ」

　駄目だったわ。

　ボクの横に腰を下ろしつつ天才的なひらめきを消し去るリリエールさん。どうやらボクたちの手で最後に二人が触ったであろう物を探し当てるしかないらしい。

「ねえ」

　散らかった室内を見つめる最中、リリエールさんの声が響く。「まだマシアスが悪い人間じゃないって、思ってる？」

「……やっぱり変ですよね？　悪人の肩を持つなんて」

　あはは、と頑張って笑ってみるボクの横で彼女の髪がふわりと揺ゆれる。

　首を振っているらしい。

「出ている情報だけで判断するならば彼は間違いなくただの誘拐犯で、殺人鬼。同情の余地はないと思うわ」


「…………」



「けれど私も、あなたと同じく彼と言葉を交わすべきだと思っている」

　手がかりを探し求めるはずのボクの目は彼女のことを捉えていた。同時に彼女の群青ぐんじょう色の瞳もまたボクを見つめている。

　間近で見れば見るほどそれはとても綺麗で、揺るぎない意思のこもった目だった。

「正確に言えばミレーヌの話を聞くべきだと私は思ってるわ。あらゆる種族が一同に会するこの国では常識という言葉には何の意味もない。彼らが本当に愛し合っているというのなら、その言葉を私たちは受け入れる必要がある。きっとそのときは、二人を取り巻く事情にある程度は同情を挟む余地は生まれるはずよ」

　だからまだ、あなたは間違ったことは言っていないわ──とリリエールさんはボクに笑い掛けてくれていた。

　ひょっとして。

「……慰めてくれてます？」

「そう見える？」

「……見ようによっては」

「じゃあそうなのかもしれないわね」

　そう言ってから彼女は立ち上がってボクの肩を軽く叩く。「さっさと手がかり探して二人に話を聞きましょう。それが公平な立場である古物屋にできる仕事よ」

　マシアスさんを誘拐犯として疑うのか。

　それともやむを得ない事情を抱えた二人として追い掛けるのか。

　ボクたちには、それを選ぶことができる。

　叩かれたばかりの肩に少しの熱。きつく締めつけられていた感情がゆるりとほころび、ボクの口元もまた緩む。

　周りと違う意見を発しても否定しない人に会ったのは、ひょっとしたら初めてかもしれない。

　これまで出会ってきた人たちは、そんな人ばかりじゃなかったから。

　会社ぐるみで行っていた悪事を見過ごせなくて内部告発すれば見渡す限りすべての社員から人でなしと蔑さげすまれ。社内でいじめられていた子を助ければ偽善者と囁かれ。仕事の効率を上げるために意見をすれば余計なことをするなと叩かれる。

　大人になってからの三年間はそんな出来事ばかりに見舞われた。運がないのかもしれない。でも一番の理由はボクが周りから浮いた変な人間だったからだ。

　他人から理解を得られない人間だからだ。


「…………」



　古物屋リリエールで話をしたとき、ボクの目には二人が愛し合っているように見えた。

　マシアスさんはミレーヌさんを心配していて、ミレーヌさんもまた、マシアスさんを頼りにしているように見えた。

　ひょっとしたら、万に一つでも、彼ら二人が誰にも理解されないような境遇に陥って孤立しているのではないかと、ボクは思い至った。

　もしもそうなら力になりたいと思った。

　誰もが目を逸らす中、せめてボクだけでも手を差し伸べることができればと思った。

　だから彼らが愛し合った証拠を探したのだけれど。

「……あった」

　ほどなくした頃にボクはゆっくりと立ち上がった。「……リリエールさん、あったよ」

　ボクは平静を装いながら彼女を見たつもりだったけれど、ひょっとしたら顔に出てたのかもしれない。

「……さすがね」と頷く彼女の顔は少しだけ曇くもっているように見えた。

　そして多分ボクも同じような顔してる。

「ごめんなさい、リリエールさん、ボク間違ってたみたい」

　ボクが指差す先、テーブルの下には物が一つ。

　古物屋リリエールで手渡されたロケットペンダントが、マシアスさんの写真を入れた状態で転がっていた。

「──きっと彼から手渡されて、捨てたのでしょうね」

　導きの蝶の髪飾りをロケットペンダントに重ねながらリリエールさんが呟く。

　それは紛れもなく、ミレーヌさんがマシアスさんを愛してなどいない証拠だった。
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　──気持ちが悪い。

　ミレーヌは心の奥底で憎悪ぞうおを込めて吐き捨てた。

　マシアスという男を視界に入れない限り、ミレーヌは自身の意思を保つことができていた。視界に彼が入り込めば、心を囚とらわれてしまう。意識と反した心の動き。これは祈物による影響だと彼女はすぐに気づいた。

　そのからくりに気づいてからというもの、彼女はなるべくマシアスの顔を視界に入れないようにしながら機会を窺うかがっていた。

　強く手を握られている限り逃げることは叶かなわない。

　大声で助けを求めればどんなことが起こるか想像もつかない。

　ミレーヌにとってマシアスと共に過ごすことは苦痛以外の何物でもない。

「もうすぐ着くよ、ミレーヌ」

　彼を視界に入れないようによそを向きながらも顔を上げる。通り過ぎる民家の窓辺を彩る花が揺れる。窓ガラスに映りこむのは黄金色に輝く夕日と水面。

　海が近づいている。

　花屋で初めて会ったときのことを、彼女は思い出していた。

　箱入り娘で世間知らずだった彼女にマシアスは初めて会った日から好意を隠すことなく話し掛けた。そんな彼を悪く思うことはなかった。

　やがてしばらく経った頃にマシアスはミレーヌに愛を伝えた。

　ミレーヌは断った。父から逃れられるわけがなかったから。

　断られると思っていなかったマシアスがとった行動はミレーヌの誘拐だった。

　マシアスはまともな会話が成立する男ではなかった。最初の頃は部屋に監禁されて外に出してもらえなかった。毎日狭い部屋に閉じ込められる日々。

　自力で逃げ出すことができないと早々に悟ったミレーヌはマシアスの機嫌を取ることで自由を手に入れることにした。

　ミレーヌを誘拐し、監禁し、誰にも見せないように閉じ込めながらも彼女を愛するようなマシアスに対して、ミレーヌは微塵にも愛情を持ってはいなかったが、それでもマシアスにとっての理想通りに見えるように努力した。

　やがてマシアスはミレーヌからのまやかしの愛情に満足し、見せびらかしたいと欲をかくようになった。

　二人で街を歩くようになると、マシアスは人と会うたびにミレーヌを自慢の恋人だと言いながら紹介した。渋々ミレーヌは自慢の恋人らしく振る舞った。彼の友人や知人は誰もが冴えない彼と美しい彼女が並んでいる様子に驚き戸惑ったが、マシアスにとって彼らの表情は「お似合いの二人」と称賛しているように見えるらしかった。反吐へどが出るようなマシアスの妄想に辟易へきえきとしながらもミレーヌは演技を続けた。

　転機が訪れたのはマシアスに誘拐されてから半年が経った頃だった。

　どうやらマシアスが仲間たちに自慢している様子を、ミレーヌ宅の使用人が偶然目撃したらしい。ミレーヌの父がマシアスの家を特定し、乗り込んできた。

　卑劣ひれつな誘拐犯を叩き潰したミレーヌの父は、最愛の娘を連れ帰った。

「──お前は私の物だ」

　父は所有物であるミレーヌが他の男に取られたことが我慢ならなかったらしい。家に帰ってからは今まで以上に激しく父はミレーヌに暴行を加えた。

　使用人たちはそんな哀れな彼女を遠巻きに見つめては心配し、父に隠れて治療をしてくれた。

　これまでと同じ日々に逆戻りだった。

　そして父はそれから三か月後に、屋敷に侵入してきたマシアスの手によって殺あやめられることになる。

　マシアスに手を引かれて屋敷から逃げ出したとき、どうすればいいのか分からなくなった。

　戸惑いながらもミレーヌは生まれて初めて彼に対しはっきりと拒絶した。

　誘拐されたときも、一緒に過ごしていたときも、ずっとミレーヌはマシアスに対して仮面を被かぶっていた。

　拒絶された彼はこの世の終わりのような顔をして、彼女の前から消えてしまった。

　しかしほどなくして、古物屋カレデュラの祈物が二人を再び結びつける。

「──気持ちが悪い」

　ミレーヌの父を殺害したことでマシアスは追われる身となった。保安官たちが街を徘徊はいかいするなかで、マシアスはミレーヌを街中連れ回す。

　そんな彼に対する憎悪だけが彼女の中では膨ふくれ上がっていった。

　マシアス一人に愛されたいと思ったことは一度もない。自身がもっと多くの人間から愛されるべき人間であることを彼女は理解している。しかしマシアスの顔を見るたびに祈物によって心が囚われてしまう自分自身が許せなかった。

　街を逃げ回り、夜明けにマシアスがミレーヌを連れて最初に向かったのは古物屋リリエール。彼の家からそう遠くない距離にある古物屋で、ここには便利な祈物が多く置いてあるらしい。

　武器を入手する魂胆こんたんだったのだろう。

　当時はまだ祈物によって心囚われていたミレーヌは、まるでマシアスを最愛の人であるかのように思い込み、肩に頭を預けて固く手を結んでいた。おぞましいことこの上ない。

　店主のリリエールはマシアスの異常性にすぐに感づいたらしい。

　武器を手渡してくれることはなかった。

　代わりに渡されたのは古びたロケットペンダント。

　それでも何もないよりはいいとマシアスは、家に帰ったあとで、二人の写真をそれぞれのペンダントに入れながら、互いの首に掛けた。

　マシアス自身の首には、ミレーヌの写真が収められたペンダント。

　ミレーヌの首には、マシアスの写真を収めたペンダントを掛けた。

　この期ごに及んでまだ自分が愛されていると思っているらしい。

「……大丈夫だよ、ミレーヌ。僕が君を守るから」

　彼女を抱きしめながら、マシアスは囁く。

　あまりのおぞましさに涙が止まらなかった。

　愛してもいない男からの贈り物など首から掛ける気になどならなかった。だから彼女は、彼が見ていないところで、掛けられたばかりのペンダントを投げ捨てる。

　結果として、ミレーヌのその反抗心が、二人の居場所を突き止めるきっかけになった。

　二人が海に着いて、ほどなくした頃だった。

「大丈夫だよ、ミレーヌ。二人でいれば、きっと何とかなるから」

　根拠も何もない薄っぺらい綺麗ごとを並べるマシアス。

　沈みゆく夕日の下で穏やかに波が浜辺を濡らして海へと引き戻される。

　マシアスに手を握られながらその様子を呆然ぼうぜんと眺めていたときだった。

「動くな！」

　背後から声がして、ミレーヌは振り返る。

　きっと地獄のような時間はもうじき終わるのだとミレーヌは確信した。

　銃を向ける黒い制服の保安官が一人。古物屋リリエールの二人。そして遠くにはそんな彼らを心配そうに見つめる街の人々。

　マシアスに連れ去られてから──祈物の効果を知ってから、ミレーヌがずっと望んでいた光景が、ようやく目の前に広がった。
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「いま仲間をこちらに呼んでいる。逃げられないぞ」

　アンリさんが構える拳銃けんじゅうの銃口はマシアスさんの頭部を追っている。

「逃げる気なんてない。最初から」

　冷淡に答えるのはマシアスさん。

　振り返った直後に彼は自身が置かれている状況を瞬時に理解したらしい。すぐさまミレーヌさんの首に腕を回すと、彼はポケットからナイフを取り出し彼女に向けた。

　人質にしている。

　最愛の人であるはずの彼女を。

「僕たちは静かに暮らしたいだけなんだ。しばらくしたらこの国からも出て行く。だから放っておいてくれ」

「この国では人を殺めれば牢に入れられるのが常識だ。ここで逃がすわけにはいかない」

　銃を向けるアンリさんと、睨むマシアスさん──彼の首にはうちの店でリリエールさんに手渡されたロケットペンダントが光っている。

「……不味まずい事態になったわね」

　ゆるやかな波の合間に、ボクにだけ聞こえるくらいの声量でリリエールさんが呟いた。「あんなもの、手渡すべきじゃなかったわ」

　ペンダントの効果はわざわざメモを確認するまでもなく覚えている。

　確か、

「……敵からの攻撃を一度だけ防いでくれるんでしたっけ」

　マシアスさんから視線を外さないように呟くボク。

　リリエールさんが横で頷く気配を感じた。

「彼があんな人間だと知っていれば渡すことはなかったのだけれど──私も見る目がないわね」

「でもリリエールさんがペンダントを渡したおかげでボクたちだけでもここまで辿り着けたんですよ」

「ひょっとして慰めてくれてる？」

「事実を言っただけです」

　とはいえ、ボクたちが先に辿り着いたのは好都合かもしれない。

　アンリさんとリリエールさんにボクは目配せを送る。

　今からボクがやろうとしていることを二人はすぐに察してくれたようだった。どのみち、今のままでは銃で撃つこともままならない。

　アンリさんの仲間が来るまで、どうしたって時間を稼ぐ必要があった。

「あのう、すみません」

　捕まえる前に彼と一度お話をしたいと語っていたボクがその役に就くのはまさに適任というものだろう。「落ち着いてください、マシアスさん。ボクたち、あなたたち二人を引き離そうとして来たわけじゃないんです」

　ナイフを持ったまま、彼はこちらを睨む。眼鏡の奥に見える彼の眼光は今朝がたお店で見たときとはまるで違っていた。

「うるさい！　いいから放っておいてくれ」

　その様子はまるで獣けもの。

　なだめるようにボクは穏やかな口調で語り掛ける。

「ボクはただ、ちょっとお二人のことを知りたいだけなんです。どんな風に出会って、どんな風に惹かれ合って、そして今、どうして一緒にいるのかを、ボクたちは教えてほしいんです」

　彼の目を見ながら、ボクは語り掛ける。

「これがミレーヌさんとマシアスさんが望んだことなんですか」

「……そうだ、僕たちはずっと一緒にいられればそれだけで幸せなんだよ──」

「今の彼女が幸せそうに見えますか」

「……それは」

「腕の中の彼女は、幸せそうな顔をしているんですか」


「…………」



　ふと、彼の視線がミレーヌさんへと向けられる。

　この砂浜で二人と向かい合ってから、ずっと疑問に抱いていたことだった。

「……ミレーヌ」

　ぽつりと彼女の名前を呟くマシアスさん。虚空こくうを見つめているミレーヌさんは彼に頭を預けることもなければ、彼の手を握ることもない。

　その目は古物屋でマシアスさんを見つめていたときのミレーヌさんじゃない。

　その顔は古物屋でマシアスさんと一緒にいたときのように慈愛じあいに満ちてなんていない。

　まるで別人のように、彼女は呆然ぼうぜんとどこでもない場所を見つめている。

「マシアスさん、気づいてください。どうか──」

　あなたの望みは、ミレーヌさんの望みではないんです──ボクはただ一言、彼にそう告げた。

「ミレーヌ……」

　再び呟く彼の手が震えている。

　見向きもしないミレーヌさんの横顔を眺めながら、彼は困惑する。彼女の考えが分からない、理解できない、そんな不安が彼の顔色に浮かび上がる。

　だから彼は俯うつむく彼女の耳元に囁いた。

　ナイフを突きつけたまま。

「僕たちは恋人同士だよね……？　愛し合っているよね……？」

　その言葉にぴくりとミレーヌさんの指先が反応する。ゆっくりと彼女は顔を上げると、ボクたちのほうを見ながら、彼女の首に回されている腕を指先でなぞる。

　戸惑いと喜びが入り混じった表情でマシアスさんが見守るなか、彼女の両手の指先は、奏かなでるように優しく腕から流れ、彼の手を優しく包み込む。

　すべてを肯定するように、包み込む。

「ああ……、ミレーヌ──！」

　マシアスさんの顔色が、喜びに満ちた。

　その直後だった。

「いいえ」

　口を開いた彼女。

　その真横で鈍い音。

「恋人なんかじゃありませんわ」

　冷淡に告げる彼女の声の真横で、マシアスさんが目を丸く剝むく。

　彼の胸にナイフが突き刺さっていた。

　ボクたちが様子を見守る中で、ミレーヌさんはマシアスさんからナイフを取り上げると、振り向くことなく瞬時に彼の胸へとナイフを刺していた。

「ミレーヌ、そんな、何で……？」

　困惑する彼が胸の中央に突き刺さったナイフを呆然と眺めるなかで、彼女は冷淡に告げる。

「あなたはお父様を殺した仇かたき」

　古物屋リリエールで渡された祈物の効果は、敵からの攻撃を一度だけ防ぐというもの。

　マシアスさんがミレーヌさんを敵だと認識していないのならば、ナイフを妨げるものは何もない。

　力を失い、ミレーヌさんを押さえていた腕がだらりと垂れる──彼女はすぐに彼の拘束から逃れて振り返る。波打ち際、マシアスさんはゆらゆらと前後に揺れたあと、吸い込まれるように仰向あおむけに倒れる。押し寄せる波が彼の顔から上半身に覆い被さり去ってゆく。彼は溺おぼれるようにぱくぱくと口を動かし何かを呟いていた。

　けれど押し寄せる波が彼の小さな声を攫さらってゆく。

　波の合間に倒れた彼の指先、足が揺れていた。ボクは呆然と眺めながらまだ息があるかもしれないと思って駆け寄った。

　けれどすぐにそれは勘違いだと気が付いた。

　ただ亡骸なきがらを波が撫でているだけだったらしい。

　ミレーヌさんに見下ろされるなか、マシアスさんの身体は水の下に沈んでいたから。

「──さようなら」

　近くに来てようやくミレーヌさんの声が聞こえた。

　夜の闇に沈んだ海のように冷たい声だった。
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　それからどうやって店に戻ってきたのかをボクはよく覚えていない。

　ソファに座り、呆然としながら、夜に沈んだ海辺の出来事を反芻はんすうする。

　マシアスさんが倒れたあとでぞろぞろとやってきた保安官さんたちが現場を取り仕切った。マシアスさんは既に息はなく、手遅れだった。ナイフは心臓しんぞうを貫いていたらしい。

　マシアスさんの亡骸なきがらの傍で立ち尽くしていたミレーヌさんに女性の保安官さんの一人が駆け寄り、毛布もうふをかけて優しく肩をさすって慰なぐさめる。やがて凍り付いていた顔色に表情が戻り、声を上げて彼女は泣き出した。被害者である彼女の身を案じながら保安官たちは彼女を慎重に現場から連れて行った。

　ボクとリリエールさんの役割は終わった。

　アンリさんは銃を仕舞いながらボクたちにねぎらいの言葉をかけてくれていた。

　よく覚えていないけれど、彼はボクの肩を叩きながら、「君のせいじゃない」と言ってくれていた気がする。

「大丈夫？」

　ボクが顔を上げたところでリリエールさんが真横に腰を下ろしていた。

　かたん、と彼女が淹れてくれた紅茶がテーブルに二つ、置かれる。ざわつく心に紅茶の香りが染みついてゆく。


「…………」



　ボクは言葉を返すこともできずに、浜辺で耳を通り抜けていった言葉たちを思い返していた。

「いずれ彼はああなる運命だった」「僕に銃で撃ち殺されるか、それともミレーヌが手を下すか。彼に残されていたのはその二択だけだった」「どのみち、彼はもう手遅れだったんだ。気にしなくていい」

　アンリさんは、確かそんなことを言っていた気がする。

　落ち込んでいるボクを慰めてくれていたのだろうけれど。

　きっとその言葉の数々に、ボクを追い詰めるような意図なんてなかったのだろうけれど。

「リリエールさん」

　アンリさんに投げ掛けられた優しさは、ボクの首を確実に締めていた。「一度道を踏み外したら、もう生きる価値はないのでしょうか」


「…………」



「悪いことをしたら、死ななきゃいけないのでしょうか」


「…………」



　ボクの横に座る彼女は答えることはなかった。

　顔を向けると悲しそうな顔をしたリリエールさんがいた。

　そんな顔をさせるために言ったわけじゃないのに。

「……ごめんなさい。ボク、今ひどい事言いましたよね……」

「……いえ、いいのよ」

　ゆるりと首を振ったあとで、彼女の両手はボクを包む。

　抱きしめられていた。

　何も語ることもなく、彼女は子どもをあやすように髪を優しく撫でてくれていた。

　アンリさんも、リリエールさんも、落ち込むボクを慰めてくれているだけなのは分かっている。

　それでも胸が絶えず痛いのは、涙がこぼれてしまうのは、きっと助けられたかもしれない命が目の前で散っていってしまったからだ。

　慰められるたびに胸が痛くなるのは、きっと彼のことを諦めろと言われているようで悲しくてたまらないからだ。

　どう考えたって彼が悪いことは火を見るよりも明らかだ。

　誘拐犯だし、人を殺めている。

　けれどボクは彼の部屋の中で見た。汚くて散らかった部屋の中で、花瓶だけは綺麗に整えられていた。彼は花を慈いつくしむことができる人間ということだ。

　ミレーヌさんと一緒に古物屋リリエールを訪れた時の彼は絶えず彼女を心配していた。やり方は間違っていたけれど、彼は人を愛することができる人間だったということだ。

　ひょっとしたら、やり直す機会だって、あったかもしれないのに──。

　でも、そんなこと、口が裂けても言えるはずがない。
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「……ごめんなさい、リリエールさん。ごめんなさい……」

　だからボクは、彼女の胸の中で静かに泣いた。

　ボクの中に生まれた苦しみが消えてなくなるように願いながら。
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　翌日は店主として私の独断で古物屋リリエールを休みにした。

　マクミリアにも休養は必要でしょうし、私にもやるべきことがあったから。人の死を目まの当たりにしたのは彼女にとっては初めての経験かもしれない。

　本音を言えば彼女を少し羨うらやましくも感じた。

　長生きしていれば人の死は珍しいことではないし、あれよりも悲惨な死を遂げた人だって何度も見てきた。

　きっと彼女のように悲しむのが正常なのだろうけれど、私は涙が出なかった。

　どころか翌日も平然と仕事をしてしまっている自分自身に対して悲しくなった。

「遺体は何か物を持っていた？」

　保安局で待ち合わせをしていたアンリに手を挙げ、私は尋ねる。ひどく冷静な声だった。

「ああ、リリエールさん。お疲れ様です」敬礼を一つしてからアンリは私に袋を手渡す。「これだけです」

　彼もまたひどく冷静な声だった。

　軽く礼を言ってから、袋の中を開く。

　血で汚れた服に、眼鏡、ナイフ、財布、お金。

　数少ないマシアスの持ち物を、私は見つめる。

　古物屋カレデュラが近くをうろついていたというのなら、マシアスという男は祈物を使わされた可能性が高い。別の者の手に渡る前に私のほうで解呪もしくは保管をする必要があった。

　私の目には、祈物は普通の物と違い、特別な雰囲気ふんいきをまとって見えている。

　青白い光のような不思議な雰囲気。どの祈物にも共通してその光を見ることができる。効果が強ければ強いほど、使用している最中であればぼんやりと全体を包み込んで見える。

　昨日、うちの店に来た二人にも、同じような光が見えた。

　それから遅れて店にやってきたアンリたちの話で、マシアスが古物屋カレデュラによって祈物を使わされたのだと確信した。

　今日、保安局まで足を運んだのはそのためだ。

　マシアスが使った祈物を私の手で処分する必要がある──。

「……どれが祈物なんですか？　眼鏡とか？」

　首をかしげるアンリ。

　私は目を細めて、眼鏡を持ち上げる。

　けれどすぐに袋の中に落として首を振った。

「……ないわよ」

「え？」

　きょとんとするアンリ。

　聞こえていなかったのかしら？

　私は彼の目を見てもう一度はっきりと語る。

「この中に祈物、ひとつもないわよ」

　眼鏡も服も、ナイフも全部。

　彼が持っていた物に祈物は間違いなく一つもない。

「……どういうことですか？　だって、マシアスは──」

　当惑するアンリの言葉を遮るように私は袋を彼に押し返す。

　考えられる可能性は、二つある。

　まず一つは祈物が効力を失ってしまったという可能性。例えばマクミリアにかかっていた運命の香水のように、時間が経てば消えてしまう物は、私の目でも追い切ることはできない。

　そして、もう一つの可能性は──。

　考えるだけでもおぞましい可能性だった。




　その日の新聞の見出しはミレーヌの一件で持ち切りだった。

『哀れな少女ミレーヌ』『少女の勇気が誘拐犯を撃退』『少女の勇気ある行動に称賛の声が集まる』

　ミレーヌの手を引きながら街を走り抜けるマシアスの写真と共にそのような見出しの下で綴られたのは、哀れな少女のここ一年の記録と結末。

　気味の悪い男に誘拐され、そして父からは酷い扱いを受け、散々な目に遭った彼女が昨日、諸悪の根源であるマシアスという男に直接とどめの一撃を突き刺した。

　彼女の行動は正当防衛が認められ、街の人々からは賞賛と同情の声が集まった。

　現在、彼女は療養中。

　事件の現場であり、そして彼女が休んでいるであろう屋敷の門には大勢の暇人が集まり、花束や物、それから毒にも薬にもなりはしない激励の声を伝えてあげて欲しいと訴えた。

　そんな連中が門を覆っていたものだから、私が彼らの間を抜けて、使用人に事情を話して通してもらうまで少し手間取った。

　療養中の彼女とはすぐに面会できた。

　扉を開けばベッドで身体を起こしたまま、彼女は新聞を読んでいた。

「あら、ごきげんよう」

　ミレーヌ。

　昨日の事件の被害者だ。

　まともに言葉を交わすのはこれが初めてかもしれない。

「ごきげんよう」

　忘れてはいないだろうけれど。「覚えているかしら、古物屋リリエールの主人よ」

　名前はリリエール。

　そこまで言ったところで彼女は笑う。

「ええ、もちろん覚えていますわ。昨日は本当にお世話になりましたから」

　穏やかに浮かべる表情は、人形のような顔をしていた昨日とはまるで別人だった。

　もしかしたらこれが本来の彼女なのかもしれない。

「それで、何か御用？」

「様子を見に来たのよ。心配だったから」

「門の前、見ましたか？　あんなに多くの人がわたくしのことを心配してくださるのですね。……ふふっ、嬉しい限りですわ」


「…………」



　楽しそうに彼女は笑っている。

「ところで何か御用ですこと？」

　首を傾ける彼女。

　長居をするつもりは毛頭ない。私は単刀直入に尋ねた。

「祈物、持っているんじゃないかと思って」

　もう一つの可能性。

　おぞましい可能性。

　古物屋カレデュラから祈物を受け取ったのは、マシアスではなく、ミレーヌだったという可能性。

　それは徐々に壊れてゆくマシアスの横で、ずっと彼女が祈物を持っていたという可能性に他ならない。

　彼女の手によって、マシアスが壊れていったという可能性に他ならない。


「…………」



　一瞬、彼女は黙り。

　そして再び笑った。

「おかしなことを言いますのね。持っているわけないではありませんか、そんな物」

　わたくしには必要ありませんもの。

　彼女は平然とした顔で、そんな風に答えていた。





◆






「痛い思いをすると愛されていることを実感しますの」

　月が浮かぶ空の下で、ミレーヌはうっとりとした顔で一人語る。「お父様はわたくしにとって最愛の人でしたわ。理想の人でしたの。たくさん叩かれて、痛めつけられました。でもそれがお父様の愛なのだと思ってずっとわたくしは耐えてきましたの」

　静まり返った街の中。

　彼女が見下ろす先には露店が一つ。

　古物屋カレデュラ。

　深くフードを被った店員のイヴは、ミレーヌの話を楽しそうに聞いていた。

「最初、マシアスに連れ去られたときは、ひょっとしたらこの人もわたくしを愛してくれる人なのかと思いましたの。けれど彼は一緒にいればいるほど退屈な男。彼はわたくしを閉じ込めて、一人で花を愛めでるようにわたくしを愛するだけのつまらない男でしたわ。お父様はそんな男からわたくしを救い出してくださいましたわ」

　しかしそんな父は、他ならぬ退屈な男の手によって殺あやめられる。

　そのうえ父の下から救い出したと豪語した。

　殺してしまおうと思った。

　そんな時に出会ったのがイヴだった。

「で、効果はどうでした？　その目薬」

　イヴが手渡したのは、視界が理想通りの景色になる目薬だった。

　つまらない男に辟易へきえきとしていたミレーヌに、目の前のものを理想通りに変える手伝いを、彼女はしていた。

　効果は絶大だった。

　しかし絶大すぎた。

「目薬をした途端にマシアスの姿がお父様になりましたわ。死んでしまったお父様。マシアスごときにやられてしまったお父様。暴力的で、けれどわたくしを愛していたお父様。わたくしはすっかり目薬のせいでマシアスに夢中になりましたわ」

　しかし。

　目薬が持っていた力はただ目の前の景色を変えるだけ。

　見た目は父でも、その中身はただミレーヌを閉じ込め愛するだけの退屈な男。夢から醒さめたミレーヌは、彼を視界に入れないように留とどめた。

「でも、その時に気づきましたの。わたくしが最も愛していたのは、もっと違うものなのだと」

「へえ、どういう意味っすか？」

　彼女の話に興味などないイヴは適当に相槌あいづちをうっていた。

　ミレーヌはそんな彼女に嬉しそうに話し続ける。

「お父様にひどい仕打ちを受けていたとき、いつも使用人たちがわたくしに無償の愛をくださいました。マシアスに手を引かれながら街を走っているときも、通り過ぎる人々はわたくしの身を案じる目を向けてくださいました。マシアスに人質として扱われているとき、遠くのほうでわたくしを心配する街の人々が徐々に集まってゆくのが見えましたわ。無償の愛がそこには溢あふれていました。そのとき気づきましたの。わたくしが愛していたのは、お父様ではなかったのだと──お父様の仕打ちを通して無償の愛をくださる方々を、愛していたのだと」


「…………」



「大事なことを気づかせてくれたあなたには感謝しなければなりませんわね──これは気持ちです。受け取ってくださいまし」

　言いながらミレーヌは、イヴの手に札束を置いた。

　資産家の娘である彼女にとってはこの程度の札束は端金はしたがねだった。

「それと、これも」

　札束の上に、ミレーヌは目薬を重ねて置く。

　昨日の夜、マシアスが一度逃げた後、イヴの手によって渡された代物だ。

　イヴは首をかしげる。

「おやおや？　これはお客さんに売った物っすよ？　もう使わないんすか？」

　別に返さなくてもいいっすけど──と見上げるイヴ。

　彼女に対してミレーヌは曇りなき笑顔で答えていた。

「もうわたくしには必要ありませんもの」

　だって、わたくしを愛してくれる方が周りにはたくさいんいますから──と。

　視界を理想通りに変える必要などどこにもない。

　これから帰る屋敷には、理想通りの物しかないのだから。

「そうっすか」

　背を向けて、屋敷の中へと消えてゆくミレーヌを眺めながら、一人頷く古物屋のイヴ。

　彼女は街の中でマシアスとミレーヌが二人並んで歩いていたところを思い出しながら、笑った。

　似た者同士。

「お似合いの二人っすねぇ」
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　人々が行き交うクルルネルヴィア東の通り。

　平日夕方にひとたびこの通りを歩けば、軒のきを連ねる露店ろてん、喫茶店きっさてん、レストランたちが、おいでおいでと美味おいしい香りを漂ただよわせる。

　誘われるままに集まるのは仕事を終えた会社員や、恋人同士、楽しそうにお店を選ぶ子ども連れ。

　種族問わずありとあらゆる人々が足を運ぶため、当然ながら人口密度がバラエティ豊か且かつまあまあ濃ゆい感じになる。例を挙げるならだいたい串を差さないと形を保てないハンバーガーくらいのぎっしり加減といえよう。え、分からない？　どうでもいいけどなんかお腹なか減ってきたな……。

「……おっと、いけないいけない」

　レストランで美味しそうに夕食をとっているお客さんに見惚みとれてよだれを垂たらすところだった。みっともないですよボク。

　気を取り直して通りを行き交う人々に視線を向ける。

　多幸感たこうかんに満ちた表情の人々が絶えず通り過ぎてゆく。

　そして今のボクはそんな人々の様子を物陰ものかげからひょっこり顔を出しつつ窺うかがっている。一体何をしているのだろうとお思いでしょう。

「人が集まるところに仕事あり、ですよねー」

　ふっふっふ、と怪あやしい笑みを浮かべながらボクはロングコートからメモ帳を取り出す。見るからに不審人物ふしんじんぶつなボクは絶賛ぜっさんお仕事中だった。

　古物屋こぶつやカレデュラ。

　それはボクが働く古物屋リリエールと同じく古物屋という職種でありながら、人を不幸に陥おとしいれるような祈物れいぶつばかりを売っては人を困らせる迷惑千万めいわくせんばんな古物屋の名であり、未だに捕まることなく平然と祈物を売り続けている店の名である。

　ボクはどうしてもこの古物屋カレデュラを捕まえたかった。捕まえることができなかったとしても、未だに手がかりをまるで摑つかめていないリリエールさんの役に立ちたいと思っていた。

　人を困らせることを楽しんでいるかのような古物屋カレデュラがボクはどうしても気に食わなかったから。

「これだけの密集地帯ならば何か情報が得られるはず──！」

　むっ、と口を結んで再び気合を入れて道行く人々に目を向け、それから歩きだす。

　最初は誰にしようか。誰でもいっか。

「あのう、すみませーん」

　手を挙あげてにこにこ笑いながら、ボクは道の端はしから通行人たち全員に向かって声を掛けた。一番最初にボクの声に振り向いたのは若い女性二人組だった。

　じゃあ彼女たちにしよう。

「ちょっとお時間よろしいですか？」

　まるで最初から彼女たちに声をかけていたかのように自然な足取りで彼女たちのもとへ歩み寄ったボクは、それからメモ帳を開いて尋たずねる。

「実はボク、いま街でとあるお店を探していまして、ご存じないですか？」

　古物屋カレデュラっていうんですけど──と、ボクはメモ帳に視線を落としながら尋ねる。

　そこにはリリエールさんから強引に聞き出した、古物屋カレデュラの女の情報が綴つづられていた。




　──はい。ボクは現在、古物屋リリエールに来ています。店主のリリエールさん、ちょっとお話よろしいですか？

　今日のお昼過ぎのことである。

　店主のリリエール氏のお口にペン先をずい、と向けつつ尋ねていた。

　──ちょっとお聞きしたいことがあるんですけど。

「……何でインタビュー形式？」

　──ボク昔は新聞社で働いていたこともありますので。本日はインタビュアーという体ていでお話できればと思います。

「理由になってない気がするけど……まあ良いわ。で、何？」

　──古物屋カレデュラについて色々と教えてくれませんか？

「……急に何で？」

　怪訝けげんな顔を浮かべるリリエール氏だった。

　──捕まえたくないですか、カレデュラ。


「…………」



　人を不幸に貶おとしめることを楽しんでいる古物屋カレデュラ。

　運命の香水のせいで社長さんに襲われそうになった頃から考えていたことではあるけれど、

　──このまま古物屋カレデュラを放置してしまって果たしていいのでしょうか。いかがお考えですか？

「もちろん野放しにしていて良いわけがないわ。現に保安局ほあんきょくもカレデュラを追ってるし、私も同様。連中に迷惑を被こうむった人間は幾いくらでもいる」

　──しかしそれでもなかなか尻尾しっぽを出さない、と。

「私や保安局の前にカレデュラが姿を現したことは一度もないの。保安局の話じゃ、変装をして街を歩いてみても全然駄目だめだったそうよ」

　──なるほど、大変ですね。

「ええ」

　──じゃあ助すけっ人との力とか借りたくないですか？

「え？」

　きょとんと首をかしげる店主のリリエール氏。何を言ってるの？　と言いたげな表情でありながら、何してるの？　と言いたげな表情でもあった。要するに非常に困惑していた。

　恐らく彼女のお口に差し向けられていたはずのペン先がボクのほうを向いていたからだろう。

　──ボクが捜さがしてみましょうか。

　えっへん。

　胸を張るインタビュアーことボク。


「…………」



　インタビュアーの意外な提案に彼女は目を丸くしていた。「……いや、何であなたが助っ人になるの？」

　──おっと。インタビュアーのパワーをあまり舐なめないでもらいたいですね。

「いやそういう意味じゃなくて」

　──リリエールさんや保安局の前に姿を現さないのって、要するにリリエールさんたちのことをカレデュラの人たちが警戒けいかいしてるってことですよね？


「…………」



　──その点、ボクってどうですか？　インタビュアーですよ。

「インタビュアーである前にこの店の従業員でしょ」

　──従業員ですけどまだ新人です。リリエールさんたちほど警戒はされないでしょう。

　試してみる価値はあるのではないだろうか。

　インタビュアーことボクはやる気に満ちている。


「…………」



　短く沈黙ちんもくを返すリリエール氏。

　その目には一つの迷いが見えたが、結局それから彼女はため息をついたのち、

「危険な相手だし、できればあなたにはそういう仕事はさせたくなかったのだけれど──ま、良いわ。じゃあこちらで押さえている情報は教えてあげる。それを参考に捜してみて」

　と頷うなずいてくれた。

　あるいはこちらに一切引くつもりがないことを早々そうそうに理解したのかもしれない。

　彼女は押しに弱い。インタビュアーのボクは重要な情報としてメモ帳に記載しておいた。

　それから彼女は鍵かぎのかかった引き出しを開けて、一冊のノートをデスクに置く。

「これはこれまでカレデュラが関わったとされる事件や事故をまとめたものよ」

　手に取り開く。貼はり付けられた新聞の切り抜きや手書きのメモのせいでノートは分厚ぶあつく膨ふくれ上がっていた。

　彼女の言葉の通り、おおよそ三年ほど前からの新聞の切り抜きがそこにはある。見るに大体一月ひとつきに一度くらいのペースだろうか。

　三年前から半年前に至いたるまではそのくらいのペースで事件や事故が起きているようだった。

　──ここ半年間のデータがちょっと多めですね。

　新聞記事の切り抜きやメモは半年前を境さかいに急激きゅうげきに増えている。何かあったのだろうか？

「半年くらい前から路上で不特定多数に祈物を売るようになったみたい。それまでは困っていそうな人間の目の前に現れて祈物を押し付けていたから」

　言われてふと気づく。

　亡霊ぼうれいオオカミを操あやつっていたレビン教授きょうじゅも、元々は自宅に訪問してきたカレデュラの店主から鞄かばんを買ったと話していた。

　一方で運命の香水を巻き髪さんが買ったのは露店から。

　確かに購入ルートがそれぞれ異なっている。

「まあ簡単に言うとチケットを手売りしていたバンドがメジャーデビューしたようなものね」

　──ちょっとその表現はよくわかんないですけど。

「まあでもそのおかげで以前よりはカレデュラの店員の特徴、分かってきたのよ」

　言いながら彼女はノートのページを最後までめくるように促うながす。ぱらぱらと分厚いノートをずーっとめくり続けた先に、人物画が描かれていた。

　恐らく、カレデュラを名乗り路上販売している女のスケッチ。

　──これはリリエールさんが描いたスケッチですか？

「そうね」

　──随分ずいぶんと独特な画風がふうですね……。

「そ、そう……？　ふふ、なんだか照れるわね……」

　──いや褒めたわけではないですけど。


「…………」



　無言で頰ほおを膨らませるリリエール氏。

　自身の画力に少なからず自信があったようだ。悪いことをした。ボクは心の中で謝りながらもスケッチをもとに得られる特徴を一つひとつメモ帳に写してゆく。

　一通りメモ帳にペンを走らせたところで、ボクはノートを閉じて彼女に返す。

　──ま、とりあえずある程度の情報は集まりました。ありがとうございます。

「そう、分かったわ」

　──ちょっと情報は多くはありませんけど、これで捜してみますね。

「どんなことを書いたの？　教えて？」

　──自信家で押しに弱く、可愛かわいらしい一面もあるものの、初対面のときに包丁ほうちょうを持って追い掛けてきたこともあるため若干じゃっかん常識がない一面も見受けられる。

「なにそれ」

　──あ、ごめんなさい間違えました。これリリエールさんのことを書いたメモでした。

「ぶっとばすわよあなた」

　何はともあれこうしてボクはお店を出てきたのである。




　というわけで手に入れた情報をもとにボクはカレデュラについて聞き込み調査を行った。

　これは祈りのクルルネルヴィアの東通りを含めあらゆる場所で聞いて回った成果である。

「黒のローブを着こんでいて、道の隅すみっこに座り込んでいる怪しい女の人……？　ごめんね、それだけじゃあちょっと分からないわ」

「金色の髪かみに金色の瞳ひとみの人……？　そんなのいくらでもいるしなぁ……」

「年齢層は？　声の感じからすると十代後半みたいな雰囲気ふんいきなのね？　そういえば前にこの辺りで見たことあるような気はするけど……、その時はローブは着てなかった気もするわね。別人かも」

「言葉遣いは？　ふむ、丁寧ていねいな感じ、ね。うーん、見たことあるような、ないような……」

「その子の名前は？　イヴ？　うーん……聞き覚えはないなぁ……」

　などなど。

　これが元新聞社勤務の調査力の限界である。

「そうですかぁ……」

　半日が徒労とろうに終わり肩かたを落とすボクだった。

　至極しごく残念なことにカレデュラの店員は具体的な外見的特徴をほとんど残していなかった。結局聞き込みをしたところでボクの調査では決定打に至いたることはなかった。

　うむむ……無念むねん。

　やはり三年間捜しても見つからないような相手を突き止めるのは至難しなんの業わざらしい。

　それからもボクは数日もの間、暇ひまを見つけては街中をうろついては聞き込みをしてみたけれど、結果は同じだった。

　まるで雲のようにカレデュラの情報は曖昧あいまいなまま。

　影も形も見当たらない。

「だめかぁ……」

　家路につきながら千切ちぎれそうなくらいに肩を落とすボクだった。

　うう……こんなにも会いたいのにどうして会えないの……？

「この胸のもどかしさ……ひょっとして恋？」

「……なに言ってるの？」

　意味不明なことを口走ったボクを怪訝に思うような声が響く。どなた？　カレデュラのイヴさん？　しかしくるりと振り返るとそこにいたのはゆるふわさん。

　もといリナベルさん。

「あ、ゆるふわさん」

「なにそれ」

　くすりと笑いながら首をかしげるリナベルさん。こんなところで何やってるのでしょう？

「いまバンドの練習の帰りなんだぁ」相変わらずのゆるふわーな雰囲気を醸かもしつつ、彼女はボクが聞きたいことを先に答えてくれた。「マクミリアちゃんはそんな格好かっこうで何してるの？」

「似合ってます？」

「私何してるか聞いたんだけど？」

　ボクは簡潔かんけつ明瞭めいりょうに今置かれている状況を話した。

　かくかくしかじか。

「巻き髪さんに香水をあげた人を捜してるんだねぇ……」特徴を羅列られつしている間に彼女は頷きながら事情を察さっしてくれた。

「そうなんですよぉ……、で、どうですか？　見たことあります？」

　一応メモ帳を構えながらも尋ねたものの、ここ数日まったく成果が挙がってないせいか、本音を言うとそんなに期待はしていなかったのだけれど。

　彼女はあっさり答えた。

「ん、あるよー」

　などと。

「え、本当ですか！」

　動揺どうようしてペンを落とすボク。慌あわててあわわと拾ひろうボク。そんなボクを見ながら「興奮しすぎだよぉ」とやはりのほほんとするリナベルさん。

　少しばかり運が向いてきたのかもしれない。

「い、いつですか！」

　真まっ白しろなメモ帳構えて尋ねるボク。新たな情報綴つづる気満々だったわけだけれど。

　結果的に言えばメモ帳に書くような情報は何一つとしてなかった。

「ついさっき」

　彼女は通りの向こうを指差しながら、そう答えたから。





◇






　そのフードの女性は見るからに怪しい存在だった。

　黒のローブ、黒いフードを被かぶった女性。顔や髪、瞳の色までは分からないけれど、立ち振る舞いからみて若い女性であるのは違いない。

　まさしくカレデュラの店員として挙げられていた情報と合致がっちする。

　リナベルさんにお礼を言って別れ、現場へと直行したボクは、目当ての人物をあっという間に見つけるに至った。

　のだけれど。

　ボクは首をかしげてしまう。

「あんなところで一体何を……？」

　古物屋リリエール。

　彼女はボクが働くお店の目の前に立っていたのだ。

　保安局や古物屋リリエールを警戒してまるで姿を現さない──という話だったのに、急にいったいなぜ？


「…………」



　すすす、と壁にぴったり背中をくっつけたまま扉へと近寄る彼女。

　怪しい……。

　突然これまでとまるで違う動きを見せ始めるカレデュラの店員。けれどこれは絶好の機会でもある。

　ボクは彼女に気づかれないように足音を殺してその背中に近寄る。

　両手で持つのはおっきな袋。

　べつに祈物でも何でもないけれど、上から被かぶせれば身動きくらいは封じることができると思って家から持ってきたものだった。ちなみに家では主に押入れに収納する布団ふとんを包む用途に使っている。中を開いて匂においを嗅かぐとわずかに実家の香りがする逸品いっぴん。最高。

「……誰も見てませんね」

　ぼそりと呟つぶやき、フードの彼女は古物屋リリエールの郵便受けの中に厚めの封筒ふうとうをポイと突っ込む。

　が、そんな様子をがっつり真後ろで見ていたのがボクだった。ふははばかめ。

　封筒の中身が何かはよく分からない。けれど間違いないのは彼女が古物屋リリエールにとって良くない存在であり、そして彼女もまたボクたちのお店を疎うとましく思っているということだ。

　そんな人間が持っていた封筒なんてろくなものじゃないに決まっている。

　というわけで。

「──えいやー！」

　袋を摑んだ両手をそのまま夕暮れの空に掲げて、ボクは振り下ろす。

「──え？」

　間の抜けた声が響いた。振り返った彼女はそのまま分厚い紙袋の中にずばっ、とすっぽり収まる。

「え？　あれ？　前が見えない……」

　紙袋の下に伸びている白く細い脚あしがはわわわとその場で足踏み。「ちょ、これ……どうなってるんですか？」

「ふっふっふ……」

　これまで裏で悪事を働き続けてきた人間とは思えないほどに情けない様子に自然と笑みがこぼれるボクだった。

「わあ……なんか不敵ふてきな笑い声が聞こえる……」戸惑とまどうカレデュラの女。

「袋に詰められる感覚はどうです？　ん？」

「田舎いなかっぽい匂いがしますね……」

「何ですかその反応！　余裕こいてられるのも今のうちですからね！」

「聞いておいて怒らないでくださいよ……」

　カレデュラの店員はため息を漏らしつつ袋を揺ゆらす。たぶん袋の中でやれやれと言いたげに頭をふらふら揺らしてるのだと思う。

　それからボクはすぐさま彼女を引っ張りお店の中へと連行した。保安局に差し出す前にまずはリリエールさんに悪者の正体を見せて差し上げなければ。なんて従順な従業員だろう。

「リリエールさん！」

　こんにちは！　とボクは勢いよくご挨拶あいさつ。

　店内を見渡したところ、彼女はいつもの場所──デスクの向こうにはいなかった。

「あ、おかえりなさい」

　声はボクのすぐ近くから。顔を向けると郵便受けに入れられたばかりの分厚い封筒を開けている最中だった。

　そのときボクの頭に幾つもの単語が瞬時に浮かぶ。分厚い封筒。カレデュラの女が送り込んだ、謎なぞの物。カレデュラは敵。十中八九じゅっちゅうはっく、危険物──。

「わ、だめですリリエールさん！」

　ボクは慌ててリリエールさんを制止する。

　反射的に彼女から封筒を奪い取ったのはその直後。奪い取った封筒の中身がもしかしたら爆発物かもしれないという可能性が頭を過よぎったのはそれから更に一秒後。

「おりゃあ！」

　ボクは反射的に振り返り、頭から袋を被っている不審人物に封筒を投げつけた。

「いった……！」

　ぺちん！　と彼女の頭の辺りに直撃してから封筒が落ちる。口をぱっかり開けていた封筒がばらばらと中身を吐いて書類の束が床に広がる。

「ふう……どうやら爆発物ではなかったようだね……」

　ふっふっふ、命拾いしましたね、リリエールさん。とボクは彼女の肩にぽんと手を置く。礼なら結構ですよ？

「あなたが何してるのかまったく分からないのだけれど」

　本日のＭＶＰボクに対して冷めた目線が贈呈ぞうていされた。何ですかその反応。

「カレデュラが送り込んだ物なんですから、もうちょっと警戒しないとだめですよー？」まったくもー、とボクは肩をすくめる。

「は？　カレデュラ？」

　一方で彼女はきょとんとしていた。かわゆい反応。「……そんなのどこにいるの？」

　どうやらお気づきではないようですね。しかし無理もない。何せ彼女は今、上から袋を被せられたうえで「いま何ぶつけられたんですかー？　ちょっとー？　幾ら温厚おんこうな私でもいい加減にしないと怒りますよー？」と能天気に頭を揺らしているのだから。

　ボクはそんな彼女の背中の辺りを押し、

「お腹触らないでもらえます？」

　間違えた。

　くるりと彼女を半回転させてからリリエールさんに自慢する。

「ふっふっふ、古物屋カレデュラのイヴって人、捕まえましたよ」

　などと。

　さあどうです？　凄すごいでしょう。

　さすがは元新聞社勤務。前職のスキルを次の仕事でも生かすなんてとっても職業人らしいではないですか。鼻高々はなたかだか。

「この子が……イヴ……？」

　リリエールさんはそんなボクの隣に立ってるイヴと思おぼしき女性を入れた袋を上から下までじっと眺ながめたうえで、「……はあ」と小さくため息をついた。


　…………。



　え、ため息？

「ねえマクミリア。この子の髪とか顔はちゃんと見たの？」

「え？　いやフード被ってたので見てないですけど……」

「……そうよね」やれやれと首を振りながら彼女は言った。「ごめんなさい、事前に話していなかった私も悪かったわね──」

　そして彼女は袋を被ったイヴと思しき女性のほうへとゆっくり歩み寄ると、袋の端はしっこを摑み、そのまますぽんと引き抜いた。

「……え」

　啞然あぜんとした。

　中から現れたのは、金色の髪の女性、イヴ──などではなかった。

　灰色はいいろの髪、瑠璃色るりいろの瞳。額ひたいをすりすりとさすりながら迷惑そうな顔をこちらに浮かべつつため息をついていたのは、見るからに事前の情報とはまるで別人。

「……どなた？」

　首をかしげるボク。

「それはこちらの台詞せりふですけど？」

　そして首をかしげる謎の女性。

　お互いがお互いに疑問を抱くなか、間に立つリリエールさんは淡々たんたんと彼女に対してボクが何者であるのかを説明し、そのあとでボクに彼女を紹介してくれた。

「事前に言っておくべきだったわね──うちで雇やとっているわけではないのだけれど、実は少し前からカレデュラを追うために協力を依頼している子がいるのよ」

　それがこの子、と灰色の髪の女性の肩に手を置く。

　灰色の髪の彼女は「随分ずいぶんと派手はでな初対面になってしまいましたね……」と嘆息たんそくをしたあとで、ボクに対して軽く首こうべを垂たれつつご挨拶。

「イレイナと申します」

　よろしくお願いします。

　そしてご丁寧ていねいな言葉遣いで、彼女は身の上を明かす。

「灰はいの魔女、イレイナです」

　この国には本来存在しないはずの、魔女であると。
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　魔女。

　魔法使い。

　人にない不思議な力──魔法を扱える人を総称そうしょうしてそのように呼ぶ。

　魔法のないこの国においては架空かくうに等しい存在ともいえる。国の外には普通に存在している、なんて昔から言われているけれど、生まれてこのかた魔法使いなんておとぎ話でしか見たことがない。ボクはだからきっと魔法なんてものはお歳を召めした人たちが頭に描いている空想もしくは子どもだましなんじゃないかとすら思ったりしたほどなんだけど。
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「魔法使いは確かに存在するわ。この国の外に限った話だけれどね」

　ボクたちが互いにソファに腰を下ろしたのち。

　リリエールさんは紅茶をそれぞれ置いてから淡々と語る。

　この国と外の国の違いの話。

「尺度しゃくどを広げて見てみればおかしいのはどちらかといえばうちの国のほうなのよ。自然界のどこにでも魔力は存在するのが当然で、魔法使いはその魔力を身体に取り込んで魔法を放つことができるのが常識よ」

「そう……なんですか？」

　常識、と言われましても、いまいちイメージが摑めない。

　そもそも魔法使いという存在そのものがボクにとっては初めて見るものだった。

　目の前に座るイレイナさん。

　彼女は絵本で見たようなローブもなければ三角帽子も身に着けてはいない。杖つえもなければほうきもない。しかしながら魔女だという。

「ちなみにイレイナさんはどんな魔法が使えるんですか？」

　興味本位で尋ねたボクだった。

　けれど直後にふと疑問に思う。魔法が使えるならどうしてボクが袋をかぶせたときに抵抗しなかったのだろう？

「いろいろ使えますけど」

　彼女はそれからゆるく首を振る。「でも、今は無理ですね」

　今は？

「……というと？」

　どういうことです？

「この国に入ってからまったく使えなくなったんですよ。杖を振っても反応なし。ほうきに乗っても飛べません。どうやら魔力がこの国にはないようですね──だからあなたの不意打ちにも反応できなかったんです」

「なるほど……」

「ふっ、運がよかったですね。魔法が使えたら今頃あなたは消し炭ですよ」

　なぜだか得意げな顔を浮かべるイレイナさんだった。

　魔法使いの脅おどしなら震えあがっていたことだろうけど見るからに普通の同年代の女の子だし全然怖くないな……。

　というか、

「何でこの国には魔力？　がないんです？」

「質問多いですね」

「わけわかんないことだらけなので！」

　ちゃんと一から説明を求めます！

　むむっ、と真剣な表情を浮かべるボク。

　イレイナさんはそれから「そうですね……」と少し考える素振りを見せてから、

「言ってもいいですか？　リリエールさん」

　と隣でのんびり紅茶を嗜たしなんでいた我が店主の袖そでをちょんとつまんだ。

　この国に魔法使いがいないという話は誰だって知っている。

　魔法使いがいない理由──魔力と呼ばれる力が使えなくなる理由のほうは、ボクは知らなかった。島の外を知らないボクにとってはそれは常識で、疑問に思ったことすらない。きっと表向きには島出身の人間なら誰も知らないことだろう。

　多分リリエールさんはずっと前からその裏事情を知っていたのだと思う。

「ええ」

　短く答えながら、彼女は頷いていた。「どのみち、この店で働く以上はいずれ知ることになっていたことでしょうしね──」

　などと。

　群青ぐんじょう色の澄んだ瞳はボクを見据える。

　決して外部には漏らすなと念を押すように真っ直ぐに。

「分かりました、じゃあ私のほうから説明しましょう。一応、私も三か月くらい前に同じ説明は受けてますし」

　それに、他にもいろいろお話しなきゃいけないことが山積みですし──とイレイナさんはテーブルの上に置かれた書類の束たばを眺めながら言った。

　さっきうちのポストに投函とうかんしていたものだ。

「お名前は確かマクミリアさん、でしたよね？」

　確認するように首を傾げるイレイナさん。

　ボクが頷くと、彼女は僅わずかに笑みを見せながら、

「ではマクミリアさん。ここから先は、くれぐれもご内密にお願いしますね？」

　そう言って、彼女は指先を口に添えてから、長い長い物語を紡ぎ始めた。
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　その日、彼女が向かったのは、四方を海に囲まれた小さな島国。

　魔法使いがいない国──祈りのクルルネルヴィアと呼ばれるその国への連絡船は年に一度しか往復しておらず、おまけにチケットは滅多めったに出回ることもない。

　偶然にも彼女がその国へのチケットを手にしたのは船の出航より数日前。

　連絡船が氷山ひょうざんに激突げきとつして沈没ちんぼつするタイプの舞台を見に行ったカップルが「こんな船頭ごっこをした挙句あげく死に別れるような最期は嫌いやだわ！」「こんなチケット捨すててやる！」と怯おびえてチケット二つを彼女に高値で譲ったのだ。フィクションの区別がつかないタイプの観客だったらしい。

　何はともあれ渡りに船。彼女は貰もらったチケットで乗船する。

　船に乗る際に係員が注意事項を長々と説明をしていた気がするが彼女は「あ、はい」と「大丈夫です」だけ答えて船に乗り込む。旅に慣れてる彼女は知っている。大体こういう説明は話半分で頷いておけば万事ばんじおっけー。

「まあ何か問題あればほうきで逃げればいいだけの話ですよねー」

　離れゆく港を鼻歌交じりに眺める彼女。

　それから船へと視線を移し、船旅を共にする仲間たちの顔ぶれを見る。あまり人数は多くない。聞いたところによると大半が出戻り──つまり元々は祈りのクルルネルヴィア出身の人間らしい。

　ひょっとして観光地としての人気はないのでは？　とこの時点で僅かに頭を過ったが、「いえいえ滅多にチケットが手に入らないから観光客が来ないだけでしょう」と自らを納得させた。むしろ希少きしょうな入国の機会を得られて運が良いとすら思った。

　ちなみに二枚あったうちの片方は途中で海に捨てた。滅多に手に入らない高価なものを海に投げ捨てるという行為に彼女はたいへんぞくぞくした。

　そんな意味不明な遊びに興じて暇ひまを持て余す彼女は、まだ知らなかった。

　祈りのクルルネルヴィアには魔法が存在しないことを。

「……魔法使えないんですけど」

　ひょっとしてヤバい状況なのでは？　と気づいたのは入国して三日が過ぎた頃だった。空の上から島を一望いちぼうしてみたいなー、と思い至って魔法でほうきを出そうとしたところ、ほうきが出てこない。

　おやおや？　首をかしげて今度は杖を振ってみる。反応なし。

　そういえば身体に溢あふれていた魔力がすっかり抜け落ちてしまったような気がする。これは一体どういうことで？

　ふとそのときに彼女は気づく。

　この島は魔法使いのいない国。

　つまりそれは、魔法使いが、魔法使いでいられなくなる国──ということでもあるのではないか。

「やっば……」

　とんでもないことになってしまった。

　試しに港で聞いてみる。この国に魔法使いはいますか。

　すると漁師りょうしたちはこぞって「あんた何で魔女のコスプレなんてしてるんだ？」「何かの祭りでもあるのか？」と不思議そうな顔で聞かれるのだった。

　ああ何ということか。

　後悔を胸に、港から海を眺める。

　麗うるわしいその少女の名はイレイナ──。




「ちょっと待って」

　イレイナさんの話を途中で中断させる女性の名はリリエール──。

「折角せっかく良い所なのに何ですか」

「いやどこから説明してるのよあなた」

「やっぱり詳細に説明したほうがいいだろうと思いまして」

　平然と答えるイレイナさん。

　その顔は見るからに「島に来た経緯けいいから説明したほうが良いに決まっているでしょう？」と言いたげであり、そしてついでに「なんて私は気が利くのでしょう……」とも言いたげだった。要するに自信に満ちている。

「いやカレデュラに関することだけで結構よ」

　べつに島に来た経緯とか今はいいから、と冷静に首を振るリリエールさん。

「ええー？」そんな彼女にイレイナさんは露骨ろこつに嫌な顔を浮かべた。「じゃあ私がこの島で占い師とかでもしながら日銭ひぜにを稼かせいでいることとか、パン屋巡りをして毎日のんびり過ごしてることとか、美味おいしい美味しいパン屋さんのランキングを密ひそかにつけていることとか、占いするたびに街の人かパン屋の情報を収集していることも興味がないということですか？」

「その辺りは全部省はぶいてちょうだい」

「ええー？　注文が多いですね……」

「あまり聞き分けがないとマクミリアに島の外の人間が皆あなたみたいな人間だと思われるわよ」

「それは確かに困りますね。島の外の人間は皆私のように完璧かんぺきな人間ではありませんし」


「…………」



　ちらりとボクに視線を送るリリエールさん。直後に「ああもう手遅れかもしれないわね……」と呟いた。ボクがどんな表情を浮かべているのかよく分からなかったけど多分とても冷めきった顔をしていたことだと思う。

　というかパン屋について聞いて回ってる占い師て。

　運命の香水かけられて調子に乗ってたときにボクが会った占い師ってイレイナさんじゃん……。

　何やらとてつもない世間の狭せまさを感じるボクだった。

「それで、イレイナさんはどういう経緯でリリエールさんと会ったんですか？」

　ボクが尋ねると彼女は「ああ」と軽く思い出したように頷いてから、

「私が魔女の格好をして街を歩いていたときに声を掛けられたんです。『ねえ魔女さん、あなたにぴったりの仕事があるのよ』って言いながら」

「うわあ」

　滅茶めちゃ苦茶くちゃ怪しいじゃん。

「私はちょっとこの人怪しいなーと思って断ろうとしたんだけど『ふふふ、大丈夫。すぐ済むから……』って言いながら無理やり私を店まで連れ込んだんです」

「うわあ」

　完全にただの不審者ふしんしゃじゃん。

　リリエールさんに目を向けるボク。途端とたんに彼女はしどろもどろになりながら「そ、そんな言い方してないし……」と目を逸そらす。多分ボクがとても軽蔑けいべつした顔をしていたからだと思う。

　彼女はついでに言い訳がましく呟く。

「で、でも私が腕を引っ張ったときこの子まんざらでもなさそうだったし……」

「うわあ」

　何なの？

　この店ってヤバい人しかいないの？

「まああなたが働いている店はそういうお店ということですよ、マクミリアさん」

　何の慰なぐさめにもならない言葉とともにボクを慰なぐさめるイレイナさん。「リリエールさんのせいで話は脱線だっせんしちゃいましたけど、まあとにかくそういう経緯で私はこの店に連れ込まれて、件くだんの古物屋について聞かされたんです」

　脱線どころか最初から真面目まじめな話のレールに乗ってすらなかったじゃんという指摘は心に仕舞いつつ耳を傾ける。

　曰いわくリリエールさんはイレイナさんを店に連れ込んだあとに島に来た経緯から今に至るまで事細かに聞いてきたらしい。それはまさしく束縛そくばくきつめの恋人の如ごとし。

「誰が重たい女よ」

　むっ、と眉間みけんに皺しわ寄せるリリエールさん。

　誰もそこまで言ってないですけど。

「それからリリエールさんは私に対して、しばらく魔女の格好で過ごすことと、カレデュラを調査することを依頼してきたんです。そこそこの金額で」

　イレイナさんが語るその言葉にボクは首をかしげる。

　魔女の格好で過ごすこととカレデュラを調べることに何の関係性が？

「外部から来た魔女相手なら仲間に引き入れようとすると思ったのよ」リリエールさんは冷静に語る。「だからカレデュラよりも先にイレイナに接触できたのは幸運だったわ」

「どういうことです？」

　首をかしげるボク。

　リリエールさんは淡々たんたんとそれから言葉を並べる。

　曰く。

「カレデュラは魔法使いの一族の末裔まつえいよ」





◇






「え？　こんなに報酬ほうしゅう貰もらえるんですか？　あ、じゃあやります。はい」

　リリエールさんの真摯しんしなお願いに心打たれたイレイナさんは、彼女の店を手伝い、カレデュラの捕獲に協力することを約束した。

　お金のためではない。これは島の平和を守りたいというリリエールさんの願いに感銘かんめいを受けたからである。

「わあ凄い。この国の紙幣しへいって広げて扇あおぐととってもいい匂い」

　リリエールさんに言われた通りにイレイナさんは、ひとまず魔女の格好で街をうろつくことにしたらしい。

　古物屋カレデュラの女──イヴが彼女に接触をしてきたのはそれから三日後のことだった。

「あれれれ？　お姉さん、その格好にそのブローチ……ひょっとして魔女っすか？」

　曰く魔女とは魔法使いの中でも最高位の称号しょうごうのこと。つまりイレイナさんはそこそこの若さでなかなかの実力の持ち主ということらしい。

　祈りのクルルネルヴィアのような島国で魔女と遭遇する機会など皆無かいむといっていい。故にイヴはイレイナさんに食いついたし、イレイナさんはえへんと胸を張った。

「そうですねぇ……まあ、魔女なんて大した称号でもないですけどね」

　胸を張っている人間のセリフとは思えない言葉を吐きながらイヴに応えるイレイナさん。イヴはそれからイレイナさんに良ければ色々話を聞かせて欲しいと頼み込み、もちろん構わないとイレイナさんは頷いた。

「美味しいごはんを食べさせてくれるなら構いませんよ」

　どうでもいいけどイレイナさんという人は少々欲深いところがあるらしい。ボクは話を聞きながらこの人、全体的にノリが軽いなぁと思った。

　それはさておきそれからイレイナさんがイヴに案内されたのは近くの喫茶店。

　フードを深く被ったままイヴはイレイナさんと向き合い座り、コーヒーを頼んだ。イレイナさんはそこそこ高めのお料理とパンを頼んだ。特にパンは何度もおかわりした。遠慮がない。さすが魔女。

「お食事のときもフードは脱がないんですか？」

　尋ねるイレイナさんの視線の先には相変わらずフードを深く被ったイヴの姿。彼女はその問いかけにフードの下でくすりと笑う。

「ええ、自分、ちょっと人には姿を見られたくないんすよ」

「何かやましい仕事でもしてるんですか」

「ははは、まさか」

　いやまあ実際のところまったくもってその通りなのだけれど。

　イヴは平然と首を振りながら答える。

「自分は自由のために戦ってまして、その活動のせいでちょっと最近いろんな人から狙われちゃってるんすよねー」

　だから顔を隠してるんす、などと。

　イレイナさんは首をかしげていた。

「自由？」

　祈物を使って人を困らせる人──という風にリリエールさんからは聞いていたから。

　情報の食い違いに怪訝な顔を浮かべる彼女だった。

「そうっす、自由っすよ。魔女さんも今、この国に来て自由を阻害そがいされてるんすよ？　気づいてます？　この国に魔力が漂ってないこと」

「……そうですね」

　頷く。

　それからイレイナさんは自身も魔法を使おうとしたけれど何の反応もなかったと語った。イヴは深く深く頷きながら「ひどい国っすよねぇ」と同調する。

　そのうえで、身を乗り出して、

「その理由、教えてあげましょっか」

　彼女は語る。

　それは曰く、一般的には知られていないこの国の裏側の部分の話だという。

「いいっすかぁ？　くれぐれも内密にしてくださいね？」

　へらへら笑いながら人差し指を口に沿えるイヴ。頷きながらもイレイナさんは彼女の話をそれから聞き流した。

　一般的には知られていない裏側の部分の話。

　と言いつつそもそもリリエールさんから既に聞かされていたからだ。

　へらへら笑いながら話すイヴよりもよほど簡潔かんけつ明瞭めいりょうな説明だった。

　頭の中でリリエールさんの声が蘇る。

「──この国で魔力はこれになってるの」

　古物屋リリエールの店内でイレイナさんと向き合ったリリエールさんの手にあったのは、黒い日傘ひがさ。

　曰くその日傘は触れた物を弾き飛ばす逸品いっぴんだという。

　例えばナイフに刺されても。

　獣けものに嚙かみつかれても。

　そして迫りくる者を叩いても。

　決して破れることはなく、弾き飛ばしてくれるという。

　まさしく魔法のような不思議な力。

「こういう特別な力を持った物のことを祈物れいぶつというの」

　淡々と説明するリリエールさん。「魔法のないこの国に、魔法の代わりにある物よ」

「……どんな力が源で動いているんですか？」

　イレイナさんは尋ねながらもおおよその見当はついているようだった。

　この国には魔法がない。けれど特別な力はある。

　特別な力を生み出すのは魔法の源──魔力が最も得意としていることだ。

「察しの通り、祈物の原動力は魔力よ」リリエールさんは日傘を置いて、語る。「この国も本来は海の向こうにあるあなたたちが住んでいる場所と同様に魔力自体は存在している。けれど、ここは造りが少し特殊でね──魔力が漂わないように調整されてるのよ」

　言いながらリリエールさんはテーブルに地図を出す。

　そして指差すのは祈りのクルルネルヴィア、中心部。

　大聖堂。

「昔、この国を作った人間は人々が平等に暮らせる国を願った。魔法のような力を平等に扱える国を目指した。目標の果てにこの国を作った人間は、大聖堂だいせいどうを建てた──この国のすべてから魔力を吸い上げる大聖堂を」

　そしてその大聖堂の中にあるクルルネルヴィア像。

　ここで硬貨を投げ入れ願いを捧ささげると、願った人の所有物が特別な力を得ることがある。

　早く走れるようにと願えば履はいてる靴くつが速く走れる靴になり。透明になりたいと願えば姿を消す布が手に入る。

「願いが叶かなうと所有物に魔力がかかることで祈物になる。魔法による力をできる限り平等に人々が享受きょうじゅできるように考えた結果がこれだったの」

　誰の願いでも叶うわけではない。

　僅わずかな確率でしか叶えられることはない。

　それでも魔法使いだけが魔力を扱える世の中よりは多くの人が魔法による力を扱える国になった。

　そうして建国から二百五十年の月日が流れた。

　今に至るまで生きている魔法使いは、この国には一人もいない。

「建国当時を生きていた魔法使いたちはもちろん祈物の仕組みに関しては賛同してくれていたのだけれど──」

　その末裔まつえいは違う。

　古物屋カレデュラの名を掲げて活動するイヴにとって、祈物が溢れるこの国は解せないものだったらしい。

　イレイナさんの目の前で一通り説明をしていたイヴは、へらへらとした笑顔を相変わらず浮かべながらも明らかに苛立いらだっていた。

「祖先のアホどもが魔法を勝手に捨てて以来、それからずーっと、自分の代になるまで魔法は使えないまま。魔法使いが一方的に損するだけで、この国の連中はずーっと豊かな暮らしを享受してきたんすよ。その裏で何が犠牲になってるのかも知らないくせに。感謝もせずに平然と暮らしてる。誰のおかげで特別な力を得たのかも知らずに役目を終えればすぐに古物屋に売り渡す」


「…………」



「結局、魔法の力を正しく使えるのは魔法使いだけなんすよ。祈物なんて所詮しょせんは魔法のまがい物でしかない」

　沈黙するイレイナさんに、イヴはまくしたてるように続ける。

　相変わらず笑ったまま。

「だから祈物なんてろくなものじゃないということを街の連中にも分からせてやらなきゃいけないんすよ」

　だからイヴは使えば必ず不幸に陥おちいるような粗悪そあくな祈物たちを扱っているのだと、彼女は話す。

　そして人々が祈物を恨うらみ、嫌悪けんおし、廃棄はいきし。

　大聖堂で祈れば祈物が手に入るというふざけた仕組みが消えてなくなるまで、彼女は古物屋カレデュラの看板を掲かかげて人々に粗悪な祈物を売り続けるのだという。

　彼女が求める自由のために。

「どうです？　イレイナさんも一緒に自由のために戦いません？」

　言いながら手を伸ばす。「同じ魔法使いなら、気持ちは分かりますよね？」

　魔法使いなら当然、カレデュラに賛同しますよね？　とイレイナさんを見つめる瞳が語っているように見えた。

　イレイナさんにとっては好都合な展開だった。

　リリエールさんに依頼されている通り、カレデュラ側からイレイナさんを引き入れようとしたから。

　あとはカレデュラの協力者を装って、疑いの目を向けられない範囲で調査をすればいいだけのこと。簡単な仕事だ。

　イレイナさんはイヴに首をかしげていた。

「目的は本当にそれだけですか？」

「どういう意味っすか？」

「あなたが魔法使いの解放を目指しているのはよく分かりましたけれど」イレイナさんは冷静に語る。「あなたのお話からは、魔法使いでもないくせに魔法の力を使っている連中が気に食わないから一人残らず地獄じごくに叩き落したい、という思惑おもわくのほうが強く感じとれるのですけど」

　実際のところどうなんです？

　真っ直ぐ見つめて尋ねるイレイナさん。

「あははは！　まさかぁ」

　一方でイヴは依然として笑い続けるだけだった。

「自分は自由のために戦ってるだけっすよ」

　はぐらかしているのか、本当にそう思っているのかはよく分からなかったとイレイナさんは語っていた。

　イヴが浮かべる笑顔はいつでも作り物のように薄っぺらい笑顔だったから。




　それからイヴはイレイナさんと定期的に顔を合わせた。

　古物屋カレデュラの活動を裏から支援する──という名目で、古物屋カレデュラの実態を追いかけてくれたそうだ。

　イレイナさんが外から来た魔女であるとはいえ、多少警戒をしているのか、イヴはいつもイレイナさんとは外でしか会わなかった。

　試しにイレイナさんが「お部屋連れて行ってくださいよう」と馬鹿な女の振りをして頼んでみても「へへへ」と笑って誤魔化すばかり。

　とはいえ尾行びこうをしてばれてしまえば潜入活動のために費やした日々が水の泡。イレイナさんはあくまでカレデュラの協力者としての顔を崩さぬまま、イヴが隙すきを見せるのを待った。

　イヴがイレイナさんの前に姿を現すのは決まって週末。イレイナさんが昼間、外食しているところに突然姿を現す。

　イレイナさんは思った。

（ひょっとして私のストーキングでもしているのでは……？　いえ、それとも私の居場所を突き止めるような祈物を使っているのでしょうか──）

　もしも祈物を使っているならばリリエールさんとの接触は控えたほうがいいだろうし、なにより四六時中監視されてる可能性に怯おびえなければならない。

　警戒するイレイナさん。

「イレイナさんっていつもパン屋さんいるんで探しやすくて助かるっすよー」


「…………」



　すごく杞憂きゆうだった。

　もぐもぐしていた手を止めるイレイナさん。この手が悪いのか。ぺちんと右手を叩いておいた。いけない子。

「ま、でもパン屋にいられたほうが探す手間も省はぶけるんで助かるっす」

　結局のところイレイナさんにとってもイヴと定期的に会うことは悪いことではない。そのほうが合理的に古物屋カレデュラに関する調査ができるというもの。

　イヴはイレイナさんに会う度に色々な話をした。

「うちの祈物は多種多様でしてぇ、いっぱい使える物があるんすよ。例えばこういう扇子せんすだったり、香水だったり」

　テーブルに並べられるのは一見すれば何の変哲へんてつもない道具たち。

「この二つも使うと不幸になる祈物なんですか？」

「使い方を間違えなければ別に普通に使えるっすよ」

「けれどまともな使い方を教えるつもりはないんですよね」

「あはははは！」

　否定はしていなかった。

「ちなみにあなたが持ってる中で一番危ない祈物ってどれですか？」

「一番危ないのっすかー？　んー……」

　雑談交じりに尋ねたところイヴは簡単に応えてくれた。

　それからことん、と扇子の隣に並べられたのは、鞘さやに収められた短いナイフ。

「多分これが一番ヤバいっすね」

「効果を聞いても？」

「かすっただけで即死します」


「…………」



　なるほど確かに。

　危ない。

「どう考えても間違った使い道しかなさそうな道具ですね」

「そっすねえ」頷きながらもすぐにナイフは懐ふところに収めた。「さすがにこれは売り物にはできないっすね。あくまで護身用っす」

「そういう祈物ってどこで手に入れてるんですか？」

「あははは、秘密っす」


「…………」答える気はないらしい。「よければ販売、手伝いましょうか？」



　イレイナさんはリリエールさんからの依頼で、カレデュラの調査に併せてできる限り祈物も回収してほしいとも頼まれていた。

　販売を手伝う名目でリリエールさんの方へと横流しできればイレイナさんにとっては好都合。

　だったのだけれど。

「あははは、結構っす。イレイナさんにはちょっと違う仕事をお願いしたいっすから」

「何をすれば？」

「自分ひとりでは街の連中の中から困ってそうな奴を探すのはちょっと骨が折れるんす。だから、そういう人間を探してくれません？　どうせこれからも定期的に会うことになるでしょうし」

「なるほど」

　構いませんよ、とイレイナさん。

「あと、自分と同じような感じの黒いローブ持ってます？　よかったらそれ着て街を徘徊はいかいしてくれませんか」

「どうしてです？」

「最近、保安局の連中に目をつけられてまして。攪乱かくらんをお願いしたいです」

「なるほど」

　これもまた、「構いませんよ」とイレイナさんは頷いた。

　そうしてイレイナさんはまずはイヴの信頼を得ることを最優先に行動した。

　平日は深くフードを被って道の端に座り込み、街の人々の様子を窺った。困っていそうな人。というのはぼうっと座っていれば幾らでも見つかるもの。

　イヴの役に立っていたかどうかはわからないけれど、イレイナさんが街の人々の情報を渡す度に「なるほどぉ」とへらへら笑った。

　そうして日々を過ごし続けて、ちょうど今から二週間ほど前のこと。

「近頃、古物屋リリエールっていうお店に、新しい従業員が入ったんすよ」

　よかったら調査してくれません？　とイヴがイレイナさんに依頼した。

　古物屋リリエールの名がイヴの口から出たのは初めてのことだった。

「そのお店がどうかしたんですか？」何食わぬ顔でイレイナさんは尋ねた。

「古物屋リリエールっていうのは、祈りのクルルネルヴィアの中でも一番古株ふるかぶの古物屋っすね」

「ほうほう」

「そして一番危険な祈物を隠し持ってる古物屋でもあります」

「……どういうことですか？」

　そんな話は、リリエールさんからは聞いていない。イレイナさんは表情を変えないように努めながらもほんの少しだけ身を乗り出していた。

　イヴは相変わらず笑ってる。

「この古物屋リリエールはこの国で唯一ゆいいつ、保安局と協力関係にある古物屋なんすよ。そして、事件で使われた保安局から祈物の保管や廃棄を任されている古物屋でもあります」

「……ふむ」

「で、最近そこに新しい従業員が入ったから気になるんすよ。調べてもらえます？」

　拒む理由は特になかった。

　こうしてイレイナさんはそれからしばらくボクの監視を──。

　監視を……。

　え、ボク監視されてたんですか？

「驚きなんですけど……」

　いま初めて知ったんですけど！

　思わず回想中断するほどの衝撃だった。

「マクミリアさんの調査は一日もかからなかったですね」

　一方でそんなボクに反してイレイナさんはさらりと語る。「二十一歳。女性。大聖堂付近のアパートメントに住んでいて、特にこれといって特別な能力はなし。つまるところ普通。私が調べた結果は大体そんな感じでしたね」

「面と向かって言われると傷つくんですけど」

「ともかくそんな感じの調査結果をイヴさんには伝えておきました」

「……で結果はどうだったんですか？」

「クソつまんねえっすねって言ってました」

「ひどい！」

「でもよかったです」

「更にひどい！」

「あ、いえ。あなたがクソつまらない人間だと呼ばれたことに対してじゃないですよ」

　軽く手を振り訂正しながらイレイナさん。「マクミリアさんの調査結果を伝えたおかげで、色々と進展があったんです」

　曰く。

　ボクのことをクソつまんねえとこき下ろし、ついでに「まあこんな奴、警戒する必要もないっすねー」と鼻を鳴らし。

　ひょっとしたらボクがとるにたらない人間だったから警戒が薄れたのか、イヴはそれからイレイナさんに今後の計画を軽く語ってくれたそうだ。

「──実は最近、祈物の在庫が減ってきてましてね、古物屋リリエールに拝借はいしゃくに行こうと思ってたんすよ」

　しかしながら近頃新しく従業員を雇ったことにより警戒を強めていたらしい。

　ところがボクことマクミリアは警戒する必要皆無のクソつまらない人間だったおかげで、計画の駒を一つ進めることができたそうだ。

「今週の金曜日」

　イヴはイレイナさんを見つめて語る。

　来週の金曜日──というのは、つまり今から五日後のことだ。

「今週の金曜日に、古物屋リリエールに訪問して、祈物の在庫を補充しよっかなーと思ってるんすよ」

　祈物が手に入ったら、イレイナさんも販売を手伝ってくれません？

　三か月間も話し相手になり続けたせいだろうか。彼女に随分ずいぶんと気に入られてしまったらしい。イレイナさんは返答に困りながらも、

「勝算はあるんですか？」

　と返事を濁にごす。

　イヴを見れば自信に満ちた顔をしていた。あるいはただいつものように笑ってるだけだったかもしれないけれど。

「もちろんあるっすよ」

　平然と答える彼女は、ローブをめくって懐をイレイナさんに見せる。

　見えたのは、一本のナイフ。

　護身用に彼女が持っていたもの。

　掠かすっただけで致命傷ちめいしょうを与えるナイフ。

　そして彼女は、語る。

「自由のためには多少の犠牲もやむなしですよね」
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　目的のためなら立ちふさがる者の命を奪うことすら躊躇ちゅうちょしない。

　イヴは既にそれほどまでに魔法使いという存在に心酔しんすいしているようだった。

「いよいよ直接対決の時が来た、ということね」

　遠回しに殺害予告されたというのに当のリリエールさんはわりと平然としていた。「ふふふ、楽しみだわ」

　長々とした話が終わったとたんに二人はテーブルの資料をめくりながら話し始める。

　先ほどイレイナさんがポストに投函とうかんしたものだ。


「イヴさんが所有していた祈物のリストです」「ありがとう」「ナイフの他にも扇子も大事そうに持っていましたけれど、効果まではよく分かりませんでした。聞いても教えてくれませんでしたし」「いえ、リストにある分だけでも十分だわ」「そうですか。じゃあ報酬を」「それはまだ早い」「…………」



　五日後、ここに悪者がやって来る。

　おおよそ平然としていられるような状況ではないのだけれど──二人はそういうものにある程度慣れているのかもしれない。

「マクミリアは五日後までの準備を手伝って頂戴ちょうだい」

　資料から顔を上げたリリエールさんは真剣な表情をしていた。「当日は私とイレイナで対応するわ。だからあなたは店内に罠を張り巡らせるのを手伝ってくれるかしら」

　それは別に構いませんけれども。

「……大丈夫なんですか？」

　相手は凶器きょうき持ってるんですよ？

　死んじゃったりしません？

　不安な気持ちはとめどなく溢れる。

　そんなボクに彼女は柔らかい表情で答えてくれた。

「この程度の相手に負けたりしないわよ」

　私が戦えることくらい、あなただって知ってるでしょう？　なんて言いながら。

「あ、じゃあ私も当日は見学でいいですか」

「それはだめ」


「…………」



　隣で挙手きょしゅしたイレイナさんに見向きもせずに封殺ふうさつするリリエールさんだった。

　そんなこんなでボクたちはイヴが店を襲いに来る五日後に備えて、着々と準備を進めた。

　三か月も一緒にいたイレイナさんはイヴのローブの下の顔も知り得ていた。

「顔だけですけど、判明しているのは金色の髪に金色の瞳。歳は大体十八歳くらいでしょうか。結構若くて綺麗きれいな顔立ちですね。私には及およびませんが」

　最後の一言はよく分からなかったけどそういうことらしい。

　それから当日に備えて、ボクたちの間でルールが一つできた。

　といってもそれは基本的に店から出ることのないリリエールさんや、そもそもイヴと顔見知りのイレイナさんにとってはまったく関係のない話だったけれど。

「もしも当日までにカレデュラに接触されても、決して言葉を交わさないこと。決して祈物れいぶつの売買はしないこと。いいわね？」

　単純な話で、ボクたちの不意をついて襲ってくる可能性だって十分にある。いつ、どこで罠を張られるのかも分からない。ゆえに接触は避けるべき。という話らしい。

「……マクミリア。あなたは特に気を付けてね」

　リリエールさんはボクの肩に触れながら言った。「あなたはまったく警戒されてないけれど──あなたが接触することで何が起こるかは分からないもの」

　ごもっともで。

　だからボクは心の底からカレデュラに声かけられませんように、と願いながら残り数日間を過ごしたのだけれど。

　イヴが店に来る日の前日。

　帰りのこと。

　ボクはつくづく運が悪いと思った。

　──どうせだったら探しているときに現れてくれればよかったのに。

「お姉さん、何かお困りみたいですね。よかったらうちの商品、見て行かないっすか？」

　フードの下に見える金色の髪に金色の瞳──イヴに、声を掛けられた。

　警戒していることを悟さとられるわけにはいかない。

　から、ボクは努つとめて平然と首を振る。「いやあ、別にボク悩みとかは特にないのでー」

　何なら今この瞬間に困り始めたくらいだけど。

　ともあれ冷静を装よそおうボクだった。

「……そうっすか」

　フードの下の瞳がボクを見上げる。「そりゃあ残念っすねー」

　またどうぞお願いしまーす、と彼女はひらひら手を振る。

　ただ声を掛けられただけらしい。胸を撫なで下ろし、ボクは「ごめんなさいー」と彼女に対して手をひらひらと振り返しながら、距離をとる。


「…………」



　ほんの少し緊張したけれど。

　結局それから何も起こることはなかった。

　ただ軽く挨拶をしただけ。

　月夜の下、フードに隠された彼女の瞳は金色にゆらめいていた。

　明日が来れば、ボクたちの準備が功こうを奏そうせば彼女はもう二度と悪さをすることはできなくなる。

「……とにかく頑張らないと」

　期待なのか不安なのか、良く分からない感情で胸が少し、再びざわつく。

　小さなため息の音が一つ、月夜の下で漏れた。
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　幼き日の少女には大好きな物語が一つありました。

　魔物に攫さらわれた少女を魔女が助ける物語。

　ただそれだけの物語なのに、少女は強く強く惹ひかれました。一体それはなぜでしょう？

　きっと少女が魔法使いの末裔まつえいだからです。

　小さい頃から少女は両親に教えられて育ってきました。先祖せんぞは特別な才能の持ち主なのだと教えられて生きてきました。

　立派りっぱな話です。鼻高々はなたかだかでした。小さい頃は魔法も使えないのに魔法使いの格好かっこうをして自慢じまんしたりもしました。

　その辺で拾ひろってきた木の枝を使って魔法使いごっこに興きょうじてみたりもしました。そんな活発な彼女の遊び相手をしてくれたのは、いつもお母さんでした。

「えいっ！」

　と杖つえを振ると、お母さんは大げさに両手を上げて「きゃあやられた！」と倒れてしまいます。仕事で忙しいはずなのに、彼女の前ではいつも明るく太陽のように笑っていました。だから彼女も、陽の光にあてられて輝く月のように、いつも一緒いっしょになって笑っていました。

　夜寝る前はよく本を読んでくれました。それは大好きな物語の本。

「あなたがもしも将来、困ったことにあったら、そのときは私が魔女さんみたいに助けてあげる」

　だからあなたも、誰かが困っていたら助けてあげるのよ。私たちは魔法使いの末裔まつえいなんだから──優しく彼女の髪かみを撫なでながらお母さんは言いました。

　母にも、自身にも、物語の本の中にいる魔女のような力があるのだと思うだけで不思議と元気が湧わいてきました。

　そんな幸せな日々の中。

　彼女が五歳の頃のことです。

　彼女のお母さんは、ある日突然、彼女の目の前で空を飛んでみせました。けれどこの国には魔法がなかったから、そのまま地面に落ちて死んでしまいました。

　お母さんが亡なくなってから、怖こわい人たちが彼女とお父さんのもとにやってきました。彼女のお母さんにお金を貸していたのに、返してもらえなくなったから困ってしまったそうでです。

「魔法使いの末裔は本来使える魔法を街の人たちに貸してあげてるのよ」

　むかしお母さんが言っていた言葉を彼女は思い出しました。魔法の力を貸してあげているのに、お金が欲しいだなんて欲張りな人たちだと思いました。

　その頃からお父さんはあまり家に帰ってこなくなりました。仕事で忙しくなったそうです。家から物がたくさんなくなって、広くなって、遊べる空間がたくさん増えました。けれども遊べる物が何もありませんでした。

　家に帰って来るお父さんはいつも疲れていたので一緒に遊んでほしいとは言えませんでした。

　いつしか魔法使いのごっこ遊びはしなくなりました。お友達とも会う機会が減りました。ただ彼女はお父さんと二人でじっと静かに生きていました。

　食事の量は減り、家の家具も減り、会話も減りました。彼女が笑うこともなくなりました。月に寄り添う太陽がいなくなってしまいましたから。

　彼女の日常は日に日に目を逸そらせないほどの苦しさと悲しさに満ち満ちていきました。幼いながらも自身が置かれた状況を理解できるほどに。

　けれど彼女が不平や不満を漏らすことはただの一度もありませんでした。

　幼き日の少女には大好きな物語が一つありました。

　それは魔物に攫われた少女を魔女が助ける物語。

　声を殺して、じっと耐え続ければ、きっと魔女さんが助けてくれると、彼女は心のどこかで信じていたのです。

　この国に、魔女なんていないのに。
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　古物屋こぶつやリリエールにて。

　私は思いを馳はせる。

　この日が来るのをどれほど待ちわびたことだろう。

　思い返せば三年前。

　初めてカレデュラの存在を認知したその日から、私の日々は大きく変わったように思う。

「祈物れいぶつの訪問販売……ですか？」

　三年前の当時はまだカレデュラは個人宅に押しかけて祈物を売っていた。その日、被害の報告に来た客が買わされたのは、どんなものでも切れるうえに切れ味が落ちることがないというすさまじい包丁ほうちょう。そんな素敵すてきなものがあるなんて！　とその客はすぐに飛びついた。そしてその日のうちにキッチンが真まっ二ぷたつに切れた。

　何でも切れるとは文字通りの意味だったからだ。

「まったく……！　なんてひどい物を売りつけるのかしら！　最近の古物屋って皆こうなの？」

　話によると売りつけてきた人物とは連絡がとれないらしい。どころかどんな人物が訪れたのかも記憶にない。

　かすかに憶えているのはその人物が女であったことと、そして古物屋カレデュラと名乗っていたことだけ。

　結局連絡のとりようもなく、返品もできず、しかし泣き寝入りするのも癪しゃくだからとうちまで売りに来たということらしい。

「この包丁、十万レインで買ったものなの。だから十万レインで買い取って頂戴ちょうだい！」

「無茶むちゃを言わないでください……」

　こんな危険で使い道のない祈物、倉庫行きが既すでに確定しているようなもの。せいぜい千レインくらいが関せきの山やまだわ。

「は？　千レインですって？　舐なめたこと言ってるんじゃないわよ！」

　無論むろん相手にとってはそれはまったく納得のできる金額ではなかったらしい。その客はそれから散々さんざん古物屋という商売に対する不満を並べて、結局千レイン受け取って帰っていった。

　その頃から古物屋カレデュラの話を耳にするようになった。

　あるときは私の店に祈物を持ち込んだ客から。あるときは保安局ほあんきょくの仕事を協力している合間に。古物屋カレデュラが悪い人間であるらしいということだけは十分に伝わった。

　そして往々おうおうにして極端きょくたんに悪い店が一つでもあれば同じ業種全体に向けられる視線が傾かたむき始めるのが世よの定さだめ。例によってその頃から古物屋という職業に対する印象は少し変わった。もちろん悪い意味で。

「おい！　お前のところの同業者から買ったこの道具、まったく使い物にならなかったぞ！」

　私の店の扉とびらを叩たたく者の大半たいはんがそうだった。

「古物屋は住民に迷惑めいわくをかけるのが仕事なのか？」

　保安局の手伝いをしている合間に会う人々も大半がそうだった。

「古物屋……？　あんたの同業者がどれだけ住民に迷惑をかけているのか君は知っているのか？」

　古物屋と知れば彼らはまるで私もカレデュラと同類かのようにひややかな目を浴びせられた。行く先々で少しずつ身体からだに針はりを刺されるような感覚。私は徐々じょじょに確実に疲弊ひへいしていった。

「はあ……いつになったら終わるのかしら」

　当時はそんなことを呟つぶやきながらため息をつく日々が日常だった──。




「いやあ三か月続いたお仕事もようやく終わりですか」

　ふわあ、とイレイナが退屈たいくつそうにあくびをする音が聞こえた。

　時刻は昼前。

　イヴが来る気配はまだない。

「もう勝った気でいるなんて呑気のんきなものね」言いながらも私も同じくあくびを呑んでるわけだけれど。

「おやおや勝つ自信がないんですか？　リリエールさん」

「そういうわけじゃないけど」

「なら大丈夫だいじょうぶでしょう」

　散々準備したんですから──と彼女が店の中を見渡す。店内には私たちが地道じみちに用意した罠わなの数々が張り巡らされている。

　それは例えば店に置いてあるような祈物──一度捕まれば抜け出せない網あみであったり、カーペットに擬態ぎたいした落とし穴であったり。そしてたった今私たちが被かぶっている、姿が見えなくなる布切れだったり。

　どこから入ってきても罠が作動するように準備はしてある。

「……どこから来るかしら」

　私とイレイナは店の中でじっとイヴが来るのを待っていた。といっても既すでに私たちは透明とうめいで、イレイナがどこにいるのかも定さだかじゃないけど。

「話変わりますけどリリエールさん」

「なあに？」

「この布切れ、この仕事が終わったらくれません？」

「だめ」

「なぜです」

「あなた手癖てくせ悪いもの」

「大丈夫です。見えないので」

「ますます大丈夫じゃないけど」

　ため息つきながら私は語る。「そもそもこの布は本来倉庫に保存してる物だし、そのうち解呪かいじゅする予定だった物なのよ。だからだめ」

　今回はたまたま役目が回ってきたから埃ほこりを払はらって頭に被ったけれど、倉庫の中に収められているのはこんなろくでもない祈物ばかり。

「じゃあこの櫂かいください。これも確か倉庫にあった物ですよね」

　何もないところに白い腕がするりと伸びる。その手に握られているのは何の変哲へんてつもない木製の櫂。

　……言葉の通り倉庫に保存してあった祈物だ。

「いつ盗ぬすんだの」

「護身用ごしんようの武器がなければと思って拝借はいしゃくしたんです」

「あなたほんと手癖悪いわね」

「ちなみにこの祈物の効果は何です？」

「それで殴なぐると通常の倍くらいの痛みを感じるそうよ。使ったことないけど」

「……本来ボートを漕こぐために使うものでは？」

　明らかに喧嘩けんか用ようの祈物じゃないですか、とイレイナ。

　私は嘆息たんそくで答える。

「だから倉庫に仕舞しまっておいたのよ」

　誤あやまった使い方しか想定できないような祈物なんて、売り物として店頭に並べるわけにはいかない。

　まして悪人に渡すなど絶対にあってはならない。

「さあ、どこから来るかしら」

　窓でも、天井てんじょうでも、扉でも、壁を破っても、どんなところから来ようとも問題ない。

　私は傘かさの柄えを握にぎり締しめて、静かに待った。

「……くしゅんっ！　ちょっと肌寒はだざむいですね……」


「…………」



　同じく布切れを被っているイレイナが緊張感皆無かいむでも真剣しんけんに、静かに、私は待った。

　この日が来るのをどれほど待ちわびたことだろう。

　やがて三年前から捜し求めていたカレデュラが、私の目の前に現れる。

　深くフードを被った少女。

「どうもー！　倉庫の物、いただきに来たっすよー！」

　魔法使いの末裔を名乗る彼女は、私たちの警戒けいかいをよそに正面の扉から平然と中に入ってきた。

「……！」

　私は驚いた。

　扉の足元には罠が一つ。カーペットに擬態した落とし穴がある──けれど彼女はまるでそれが分かっていたかのように綺麗きれいに避よけて店内へと入る。

　そして彼女は鼻歌を鳴らしながら懐ふところから扇子せんすを取り出し、店内に向かって一扇ひとあおぎ。

　直後、吹き荒れる強風が店内に並べられていた物を落とし、罠をずらし、そして私たちを覆おおっていた布切れまで吹き飛ばした。

　だから驚いた。

「もう一回言うっすね。どうも」

　風によってフードが外れて露あらわになる顔。

　金色のセミロング、そして同じく金色の瞳ひとみの少女は、一度だけ使った扇子をぱたんと閉じながら鼻を鳴らす。

　まるですべて見透みすかしたかのような様子で、彼女は語る。

「倉庫の物、貰もらっていいっすか？」
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「いやあ詰つめが甘いっすね」

　どこから襲われてもいいようにあらかじめ色々なところに罠張って待ってたんだけど……。

　想定外そうていがい。

　まさかこんなにも早く台無だいなしにされるなんて。

「自分はずっと前からこの店を狙ねらってたんすよ？　店主のリリエールさんがどんな事件を解決してきたかも、この店がどんな祈物を蓄たくわえているかも──知らないはずないじゃないっすか」

　どんな祈物を用意するのかも、どんな風に罠を張り巡めぐらせるのかも。

　つまりはすべて綺麗さっぱり予想されていたということね。

「……存外ぞんがい、頭が回るようね」

「そう言う店主さんは存外頭が回らないみたいっすね」笑いながらイヴは私の隣となり──イレイナのほうへと視線を傾ける。「でもびっくりしたっすよ、まさかあなたがそっち側についてるなんて」

　魔法使いのくせに。

　ぼそりと彼女が吐はき捨すてる。常時へらへらしている彼女の言葉に唯一ゆいいつ感情が乗った瞬間だった。

　イレイナの話を聞いた時から思っていたけれども。

　この子は随分ずいぶんと魔法使いという存在を買いかぶりすぎているらしい。

「魔法使いなら魔法使いの肩かたを持たねばならない──なんて決まりはないわよ」

　傘を握りしめながら私はゆっくり歩む。応接間の近くで暴れられたりしたらティーセットが台無しになってしまいかねないから。

「魔法使いのおかげで商売やれてる人間は黙だまっててほしいっすね」

「あなただってその一人じゃないの」

「自分はこんな世の中を変えるために仕方なくやってるだけなんで。一緒にしないでもらえます？」

　私と同じく店内を歩むイヴ。彼女の足取りはゆっくりと倉庫へと進む。両手を広げてバランスを取りながら歩くさまは綱渡りのようだった。遊び半分。けれど私の店が蓄えている祈物を知り尽つくしているという言葉の通り、彼女は決して私が張り巡らせた罠を踏ふむような真似まねはしなかった。

「……はあ」

　ため息交じりに私は傘を構えた。

　布地ぬのじの部分で触れたあらゆる物を弾き飛ばす。ただそれだけの効果を持った傘。

　私が解決してきた事件を知っているというのなら、私がこの傘を使ってどんな風に戦うのかも見透かされているのかしら。

　だとすれば、今ここで駆けだしたところで何の意味もなさないかもしれない。


「…………」



　けれど私は知っている。

　ただため息をついてばかりでは何も成せないことを、知っている。

「──行くわよ」

　だから私は、駆けだした。

　おおよそその直後だった。

「無視されては困こまりますね」

　私と向き合い扇子を構えるイヴ。そして傘を振りかぶる私──の間にひょいと現れたのはイレイナ。

　涼すずしい顔しながら、彼女は武器を握った私たちの間に平気な顔して割り込んだ。

　手ぶらで。

「あははっ！　何すかイレイナさん。この国じゃ魔法使えなくなってるの忘れちゃったんすか？　素手すでで自分を倒せるわけ──」

　イレイナのあまりに突飛とっぴな行動にイヴは指を差して笑っていた──ような気がするのだけれど次の瞬間には、グシャ、という鈍にぶい音とともに彼女の身体が吹っ飛んだ。

「──は？」

　気づけば激はげしい音とともに、イヴの背中が出入り口の扉に叩きつけられていた。

　手ぶらなのに何故？

「あなた──」

　何をしたの？　私が尋たずねるよりも前に、イレイナの手に握られている物が露あらわになる。何も持っていないはずの彼女の手元にするりするりと魔法のように突如とつじょ現れたのは一本の櫂。

「手の内が分かっていても見えなければどうしようもないですよね？」

　痛みに顔を歪ゆがませているイヴを見下ろすイレイナの手元が透明になっていた。

　なるほど目には見えない布で櫂を覆ったのね──。

「……上手うまいことやったわね」

「手癖が悪いものでして」

　平然と答えながら彼女は再び櫂を目には見えない布で覆い隠した。

　目には見えない布の使い道なんて、これまでの所有者は覗のぞきや尾行びこう、盗み聞き──そんな風にやましい自身の姿を隠すような下劣げれつな使い道しか見出みいだしてこなかったのだけれど。

　こんな使い道もあったのね──。

「いたた……急に何するんすか……もー……」

　よいしょ、と間の抜けた声とともにイヴがその場に立ち上がる。

　扉に叩きつけられるほどの痛みを負ったはずなのに──少なくとも身体のどこかは折れていてもおかしくないのに、彼女の顔は極めて平静。どころかこの店の扉を初めて開いた時のように相変わらずにやにやと笑みを浮かべていた。

「でもやっぱり倉庫に隠されてる祈物っていいものばかりっすね。その櫂も、その透明になれる布も。埃まみれにするにはあまりにも惜おしい」

「あげないわよ」

「あなたが拒こばんでも自分が貰うことはもう決まってるようなものなんで」再びイヴはゆっくりと歩み寄る。「この店で手に入れた祈物をもっと多くの人に使わせましょう。その櫂は喧嘩好きの男にでも渡しましょう。透明になれる布はストーカーにあげちゃうといいかもしれないっすね。もっともっとろくでもない連中に祈物を与えて、この国の人間全員を不幸にしましょう。そうすれば皆、祈物なんて価値のないゴミだって気づくでしょう？　魔法使いが人を導くほうが幸せだって、馬鹿ばかな民衆みんしゅうにも気づかせてあげなきゃいけないんすよ」

　彼女がそうして私たちに近づく最中。

　思い出していたのは三年前の出来事。ため息ばかりついていた日々のこと。毎日のように祈物のせいで不幸に見舞われた人々に責められる毎日を送っていた頃のこと。

「……ねえ、前から聞きたかったのだけれど」

　魔法使い復権ふっけんのために祈物を使って悪事を働く古物屋カレデュラ。

　当時からずっと疑問だったことが一つある。

「どうしてあなたがその役割を負わないの？」

「……は？」

　表情を変えず人形のように首をかしげるイヴ。

　私は冷淡れいたんに尋ねる。

「魔法を使いたいのならどうしてこの島から出て行かないの？　国の在り方を変えたいのならどうして自ら人前に立って訴えかけないの？　目的があるのにどうして行く末を他人に任せるのかしら」


「…………」



　ぴくり。

　イヴの軽薄けいはくな笑みが一瞬、歪ゆがんだ気がした。

「やりたいことがあるのにあなたは自分では何もしないのね。ずっと誰かが今を変えてくれるのを待っているのでしょう？」

　情けないわね──わざとらしく鼻を鳴らしながら、私はイヴを見やる。


「…………っ」



　私の言葉に、彼女の瞳は揺ゆらぎ、顔色が変わった。

　悲しみに満ちた顔。どうしようもなく辛いことを我慢している顔。

　まるで別人のような顔。

　かと思えばすぐに彼女は「あはは！　挑発っすか？」とナイフを取り出す。

　ほんの一瞬だけ見えた表情は、気づけば壊れたように笑いつづける彼女の奥に隠されてしまっていた。

「邪魔するなら──消えてください！」

　笑い続ける。

　彼女が私に迫る。

　事前にイレイナから聞いた話が事実ならば──ナイフに込められた呪いはかすり傷だけで命を奪うというものだったはずだけれど。

　とはいえ。

「あくまで刺されば、の話でしょう？」

　十分に彼女を引き付けたのち、私は握りしめていた傘を広げる。

　わずかな衝撃とともに彼女のナイフが弾かれた感触を感じる。

　直後、即座に私は一歩踏み込み傘を畳んで振りかぶる。

「あはは！」

　未だ笑っていることに驚いた。私の傘は彼女の頰ほおに当たっていたから。

「あははは！」

　痛みを感じないのだろうか。顔を殴られた直後に彼女は私の方へとナイフを向けていた。

　同じことの繰り返しだと思った。

　私は再び傘を広げてナイフを防ぐ──。

「あはははは！」

　けれどそんな私をあざ笑う声が、私の頭上を通り過ぎて行った。

「……！」

　やられた。

　ナイフに警戒していたせいで、自ら視界を狭めていた──彼女が持っている祈物は即死のナイフだけじゃない。

　私とイレイナの頭上を飛ぶ彼女の手には、ナイフと扇子。

　店に入ってきたときにありとあらゆる罠と私たちの擬態を台無しにした扇子が握られていた。

　彼女にしてみれば、私たち二人を律義りちぎに相手する必要など最初から、ない。

　倉庫の祈物さえ盗むことができればいいのだから。

「この扇子は空を飛びたいっていう馬鹿みたいな祈りをした子どもが持ってた祈物らしいっすよ。物を扇げば吹っ飛んで、地面を扇げば空を飛ぶんすよ。魔法使いみたいにね──」

　倉庫の前に降り立った彼女は。

　私たちを見つめながらやはり延々えんえんと笑い続けるばかりだった。

「意外ね。カレデュラがそんな便利な祈物を持ってるなんて」

「ちなみに元々の持ち主の子どもは高い所から落ちて死んだんすよ」


「…………」



「扇子は身体を飛ばすだけで、衝撃に耐えられるほどに体が強くなるわけじゃない。持ち主の子どもはそんなことも分からなかったから使い方を誤ったんすよ。悲しいっすよね」

　──魔法があれば、助かったのに。

　笑っていた彼女の表情が、再び一瞬、曇くもる。

　かと思えば直後にやはり「あはは！」と壊れた笑顔が顔一面を塗りつぶす。

「ま、でももうこんな祈物必要ないっすけどね！」

　この向こうにはもっといい祈物がいっぱいあるんすから──と。

　彼女は扇子を投げ捨てながら語る。ぎこちない動きだった。戸惑っているようにも見えた。

「あははははは！　これで自分の勝ちっすね」

　無理に笑っているようにも見えた。

　それから彼女は流れるように鮮やかにナイフを振るい、倉庫にかけられた鍵に突き刺す。

「倉庫のもの、大事に使わせてもらいますね？」

　かすり傷でも即死させるナイフ。

　その効果はどうやら物が相手でも有効らしい──からん、と倉庫を守っていた鍵が、床に転がる。

「やめなさい」

　すかさず私は制止するけれど。

　ただ彼女はずっと笑い続けるだけだった。

「あはは！　こんなところまで来て止まる人間がいると思って？」

　彼女は私の店のことを研究し尽くしていて、どんな祈物を持っているのかも、私がどんな風に戦うのかも熟知じゅくちしている。きっとここに至るまでの展開はすべて彼女の思い描いた通りなのでしょう。

　けれど。

「その向こうに何があるか知らないでしょう」

　私の言葉はきっと彼女の耳には届いていない。

　既に彼女は倉庫の扉を開けていて。

「──えいっ！」

　そして中にずっと隠していたモノが──彼女が最初からろくに警戒していなかったうちの従業員が、彼女に飛び掛かっていた。

「──は？」

　この日が来るのをどれほど待ちわびたことだろう。

　魔法使いの末裔。古物屋カレデュラ。街を脅おびやかす悪い魔法使いの末裔。

　私たちが伸ばした手は、今日、はじめて彼女を捕まえた。





▽






　少女と父は二人で支え合いながら生きました。

　仕事ばかりの父と帰りを待つばかりの彼女。

　彼女は五歳だった頃に笑顔を置き忘れてしまいました。すっかり抜ぬけ殻がらのようになった彼女の毎日は、さざ波のように静かに流れていきました。

　やがて学校に通うようになっても彼女が笑うことはありませんでした。まるで仮面かめんを被ったように無表情の彼女を周囲は気味悪がり、お友達はなかなかできませんでした。

　それでも顔立ちがとても美しく整っている彼女に惹ひかれた男の子たちが愛情を伝えることは少なくありませんでした。

　喋しゃべったことすらないくせに。

　戸惑とまどいで言葉が出ませんでした。

　そんな彼女の態度は同級生の女の子たちから澄すましているように見えたようです。彼女は同級生の女の子たちから毎日のように嫌いやがらせを受けるようになりました。

　それでも彼女が声をあげるようなことはありませんでした。

　十五歳を迎えた頃に彼女は父を支えるためにアルバイトを始めました。

　街角まちかどにある個人経営の小さな喫茶店きっさてん。たまたま募集ぼしゅうをしていたそのお店に応募おうぼしてみるとすぐに採用になりました。

　店主さんは優しい人で、彼女に珈琲コーヒーの挽ひき方から淹いれ方まで丁寧ていねいに教えてくれました。けれどとても距離が近いことに薄気味うすきみ悪さを感じました。

　学校で男の子たちが向けてくる視線。それよりも生々なまなましくてぞわりとする不快ふかいな視線でした。

　それでも雇い主なのでしばらくは我慢がまんしました。

　何も言わない彼女にいい気になったのか、店主さんはそのうち彼女の身体を触さわるようになりました。最初は指が軽く当たり。次は腕うで、その次は肩。それからやがて腰こしに手を回されたときに恐ろしくなって彼女は仕事を辞やめました。

　辞めたその日に彼女の家まで店主さんは押しかけました。

　丁寧に教えてやっていたのに。なんて無礼ぶれいな娘だ。一体どんな教育をしているんだ。

　そんな風に彼女の父に怒鳴どなり込みました。疲つかれ果てていた父が平謝ひらあやまりしてその日は何とか収まりました。

　その日の夜、父は大きくため息をつきながら、彼女に言いました。

　大げさだぞ。仕事中にちょっと肩が触れただけだそうじゃないか。そんなことでいちいち騒さわいでいたら仕事なんてできないぞ。大人になったら仕事はもっと大変なんだ。

　言いたいことだけ言って、父はそのまま部屋にこもって寝てしまいました。

　明日も仕事で早い父のために、彼女はそれからお弁当べんとうの下準備をしました。その最中にぽたぽたと涙がこぼれても、拭ぬぐってくれる人はどこにもいませんでした。

　キッチンで声を押し殺して泣きました。

　じっと耐え続ければ、きっと魔女さんが助けてくれると、彼女はまだ信じていたのです。

　彼女の日々が変わったのは、その翌日のことでした。

「……これは」

　辛つらくて辛くて仕方ない毎日の中──幸せだった小さい頃を思い出そうとお母さんの遺品いひんを引っ張り出したときのことでした。

　見覚みおぼえのないローブを彼女は見つけたのです。

　フード付きの古びた黒いローブ。母が着ているところも見た覚えがありません。これは一体何でしょう？　彼女は姿見すがたみの前でそのローブを広げて自身と重ねてみました。

　サイズはぴったり。

「……？」

　そのとき、ひらりとローブの裾すそから紙がするりとフローリングへと落ちました。

　文字が綴つづられていました。拾ひろい上げて、彼女は読み上げます。

「願いが叶かなうローブ……？」

　本当に母の持ち物なのでしょうか？　けれど遺品の中にあったその古いローブはまさしく魔法使いが着るようなローブに見えました。

　──あなたがもしも将来、困ったことに遭ったら、そのときは私が魔女さんみたいに助けてあげる。

　小さい頃に頭を撫でながら母がしてくれたお話を、彼女は思い出していました。

　笑顔で満ちていた明るい思い出。

　不思議とそんな温かい日々の記憶が蘇よみがえるような気がしたのです──。

　彼女の願いはずっと前から決まっていました。

　魔女さんがどうか助けてくれますように。

　そんな願いとともに、彼女は願いを叶えるローブに袖そでを通しました。

「──え」

　けれど。

　彼女がそして顔を上げた直後のことでした。

　ぐらり。突然身体の自由が利きかなくなり、視界がぼやけて、それから彼女は魔法使いの格好をした自身を見つめたまま、眠りに落ちました。

　次に目を覚ましたときには彼女は街の中を歩いていました。

　まるで夢の中。手足を動かしているつもりはないのに身体が勝手に動いていました。笑うつもりもないのになぜだか通りの窓に映るフード姿の自身はへらへらと壊れたようにずっと笑っています。

　彼女は自身をイヴと名乗っていました。

　本当はそんな名前じゃないのに。

　イヴはなぜだかたくさんの祈物を持っていました。すべて身に覚えのない物でした。

　それからイヴは祈物を路上に並べてお店を開くようになりました。

　古物屋カレデュラ。彼女にとって聞き覚えのない店の名をイヴは語り、顧客を呼び込みました。

　それらはすべて、買った顧客がじきに困るような物ばかりでした。例えばそれは運命うんめいの香水こうすいであったり、あるいは幻覚げんかくを見せる目薬めぐすりであったり。

　イヴが売るのはいつでも人を困らせるものばかり。

「さあさあ、どうっすかー？　どなたか買っていきません？」

　へらへら笑うイヴ。

　それは口調も、顔色も、何もかも普段の彼女とはかけ離れた存在でした。けれど赤の他人とも思えませんでした。なぜでしょう。顔が同じだからでしょうか。

「お金に困っているのならそんながらくた売らずともおじさんが援助えんじょしてやろうか？」

　彼女の露店ろてんにふらりと現れる中年男性。ああ嫌だ、生々しくてぞわりとする気味の悪い視線を向けながら、男はしゃがんで彼女の肩に触れました。「幾いくら欲しいんだね？　値段によっては相応そうおうの対価は払ってもらうが──」

　下劣げれつな笑みを浮かべる中年男性。

　しかし直後に肩に触れたその手が弾き落とされる。

「あはははは。うるせえな、殺すぞ」

　笑顔でイヴがナイフを男の喉元のどもとに突き立てていました。

　突然の脅迫きょうはくに恐れおののき、男はひいいと怯おびえて去ってゆく。そのとき彼女はフードを被って露店を開いている彼女が何者であるのかを理解しました。

　憎悪ぞうお。

　ろくに話したこともないくせに好きだと語る男に対して。醜ひどい嫉妬心しっとしんを隠そうともしない女子に対して。何も知らない若い娘なら自分の色に染められると思っている浅はかな中年に対して。自分だけが忙しいと思い込んでいる父に対して。恵めぐまれた暮らしを享受きょうじゅしていながら、魔法をもとに作られた祈物すらまともに使いこなせない街の人々に対して。

　魔法使いがいないこの国に対して。

　母の死を止めることができなかった自分自身に対して。

　ずっと、吐き出すこともできず、彼女の内側の最も深い部分で、長い年月を掛けながらゆっくり溜たまり腐くさっていった憎悪の塊かたまり。

　それが露店を開くイヴの正体なのです。

　紛まぎれもなくそれは彼女の中から生み出された人格でした。

「さあさあいらっしゃい。いかがっすか？」

　けれどそれは彼女の本心とは、程遠いものでした。

　自身の境遇きょうぐうに不平等を感じたことはありました。けれど彼女の胸の内にあったのは怒りではなく悲しみだけでした。

　彼女の心の内側から生み出されたイヴは魔法使いの復権ふっけんを最終目標に掲かかげていました。

　──魔女さんがどうか助けてくれますように。

　確かにそれが彼女の願いではありました。けれど彼女はこの国の仕組みそのものを変えて魔法が使えるようになるよう願ったわけではありません。

　もう一度心から笑いたいと願っていました。けれどへらへらと緊張感のない笑みを浮かべつづけたいわけではありませんでした。

　楽しくもないのに笑いたいわけではありませんでした。

　祈物を使いこなせない街の人々に対する憤いきどおりは確かに彼女の胸の内にありました。けれど通りですれ違う人々すべてに不幸になってほしいわけではありませんでした。

「いらっしゃい、いらっしゃい」

　ただ彼女はずっと誰かに手を差し伸べてほしかっただけなのです。

　心の底にあった願いは、たったそれだけだったのです。

「うちの祈物で生活を豊かにしたくないっすか？」

　へらへら笑い続ける彼女。やがて通りの隅すみに座る彼女のもとに男性客がふらりと訪れました。

　興味津々きょうみしんしんに男性客は並べられた祈物たちを見下ろします。

　助けて。

　お願い、助けて。

　彼女は心の底から願いました。

「どうっすか？　お兄さん、うちの商品、買ってみては？」

　けれど助けを求めようと口を開けば、本心とはかけ離れた言葉が紡つむがれていきました。

　既に身体はイヴのもの。

　彼女は心の中に閉じ込められてしまっていました。彼女の言葉も、願いも、体の外には漏れることがありませんでした。

　男性客はしばし悩んだ末に祈物を一つ買っていきました。懇切丁寧こんせつていねいにイヴが使い方をレクチャーしたおかげで男性客は数日後に不幸に見舞みまわれました。

　そうして彼女は人々を不幸の底まで引きずり落としていきました。

　助けて。

　お願い、お願い、助けて。

　心の中から彼女が叫ぶその言葉に耳を傾けられる人はどこにもいませんでした。それでも彼女は声にならない声で叫び続けました。

　やがて彼女は街で魔女の格好をした女性を見つけました。

　助けてください！　彼女は心から叫びました。

「あれれれ？　お姉さん、その格好にそのブローチ……ひょっとして魔女っすか？」

　まるで違う言葉が口からすらすら並べられました。それから魔女イレイナと知り合いになりました。けれど魔女ですら彼女の真意しんいに気づくことはできませんでした。

　この国には魔力が存在しません。

　魔女とてただの人になるのです。

　縋すがりつく思いで話し掛けた魔女も、結局、心の内側に閉じ込められた彼女まで見つけることは叶いませんでした。

　そしてそれから、更に三か月が過ぎました。

　人を不幸に落とし続けて、もはや彼女は今自分が見ているものが夢なのか現実なのかも分からなくなっていました。本心と異なる言葉を並べられる様子をただ眺ながめるばかりの日々。

　心はとうの昔に死んでいました。

　月が輝かがやく夜のこと。

「こんばんはー」

　イヴがいつものようにへらへらと客引きをしました。

　立ち止まったのは若い女性。

　彼女よりも三つか四つほど上。少し疲れた様子のその女性は、呼びかけに立ち止まり、「──よかったらうちの商品、見て行かないっすか？」という不幸への常套句じょうとうくに軽く首を振って断りました。

「いやあ、別にボク悩なやみとかは特にないのでー」

　露天商ろてんしょうという仕事の性質上、誘いを断られることは少なくありませんでした。

　だからそんな光景も珍しくはありません。

「またどうぞお願いしまーす」

　ひらひら手を振るイヴ。

　心の内側では、その挙あげた手に別の願いを込めていたとしても、伝わることなどあるはずもありません。

　ただ背中は遠ざかるばかり。

　いつも通り。見慣れた光景。

　そのはずでした。

「……はあ」

　短く漏もれるため息。

　彼女の中からではありません──見ると、通りの向こうに消えていったはずの女性客が、こちらへと戻ってきていました。

　それから彼女は複雑な顔をしながらイヴの前に腰を下ろすと、

「……本当はこういうのダメなんですけど」

　と言いながら袋ふくろに詰められたパンを彼女の前に置きました。

　急になぜ？

「……これ何すか？」

　見上げて首をかしげるイヴ。初めて彼女と意見があった気がしました。

　お店に戻ってきた見知らぬ女性は「今日のボクの晩御飯ばんごはんです」と微笑ほほえみます。答えになってない。

　きっとイヴはとても怪訝けげんな顔をしていたのでしょう。見知らぬ女性はそれから「ボク、いつも仕事をクビになってばかりでお金に余裕がなかった頃、いつもその安物のパンばっかり食べてたんです。安売りされてて大して美味おいしくないけど、でもお腹なかが膨ふくれるいいパンなんです」
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　唐突とうとつに語り始める見知らぬ女性。

　こんな意味不明なことを口走る客はイヴですら初めてでした。

　だからイヴも、彼女も、ただ黙って見上げながら彼女の次の言葉を待ちました。

　見知らぬ女性はそして言葉を紡ぎます。

「辛つらい毎日を送ってたとき、いつかもっと美味しいパンを食べようと思いながら毎日これ食べてました。だから頑張りたいときはいつもこれを食べるようにしてるんです。明日をいい日にするために、辛い今日を嚙かみしめるんです」


「…………」



「君にもこのパン、あげます」

「……どうしてですか？」

「昔のボクみたいな目をしてたから」

　辛い日々を送っていた頃の自身に重ねて見えたから。

　見知らぬ女性はそして「明日はいい日になるといいね」と笑って、彼女の前から去ってしまいました。

「今の女……」

　彼女の手には大して美味うまくもない冷めたパンだけが残されました。

　やがてイヴは今しがたパンを渡してきた女性が何者であったのかを思い出します。

「……古物屋リリエールの新人っすか」

　古物屋リリエール。

　ずっと前から密かにイヴが倉庫を狙っていた店に最近新人が入ってきたことは既にイヴも把握していました。

　別に大した力も持っておらず、魔法使いの家系でもなく、特別な力は何一つ持っていない。とるにたらないただの人。

　イヴにとってパンを渡してきた彼女はその程度の認識でした。

「……怪あやしいっすね」

　古物屋リリエールに強襲をかけて祈物を奪うのは翌日のこと。

　そんなタイミングで渡されたパンなど、裏があると思って然しかるべでしょう。

「誰がこんなもん食うんすか」

　鼻で笑いながら、憎悪のイヴはそれを捨すてようとしました。けれど手は動きませんでした。どころか徐々に口元へと近づいてすらいました。なぜでしょう。

　ローブを着たその日から、身体の自由を奪われていた彼女が、そのとき、初めてイヴに抵抗していたのです。

　初めてでした。誰かが彼女に優しい言葉を掛けてくれたのも。彼女に共感をしてくれたのも。

　それはこれまでずっと彼女が本心から望んでいた言葉でした。

　だから与えられたものが例え安物で美味くもないパンだったとしても、彼女にとってそれは手放すことのできない大事な贈り物だったのです。


「ちょっ……くそ……！」



　拒こばむイヴの口元にそうして安物のパンは運ばれ、やがて彼女は開けたくもない口を大きく開けて、パンを一口、齧かじりました。

　硬くて冷めてて美味しくないパンの味が彼女の口に広がります。

「……マズっ」

　それは涙が出るほど不味まずいパンでした。

　心の中に閉じ込められた本物の彼女は、そして翌日をいい日にしようと思いました。




　イヴが祈物を盗むために古物屋リリエールの扉を開きます。

　扇子で店内を大きく扇ぐと姿を隠していた店主と、そして魔女さんの姿が露わになりました。どうやら魔女さんは古物屋リリエールと繫つながっていたようです。

　二人は武器を持ってイヴに襲い掛かりました。

　心の中に囚とらわれた彼女はその様子をずっと黙って見ていました。叩かれて、避よけて、ナイフを振り回して、激しい戦いが続きました。

　イヴが笑いながら挑発するたび、心の中に囚われた彼女はずっと二人に願っていました。

　助けて。助けて。お願い助けて。

　傘で突かれたときも、櫂で叩かれたときも、ナイフを振り回しているときも、ずっと心の中の彼女は願っていました。

　しかし彼女の願いはずっと前から今に至るまでやはり届かないのです。

　イヴは扇子とナイフを上手く利用して倉庫の前まで辿たどり着いてしまっていました。

　それでも救いを求めるように彼女は店主のリリエールを見つめます。

「やめなさい」

　冷たく突き放すように語る彼女の目はまだ諦あきらめていないように見えました。

　群青ぐんじょう色の瞳が、憎悪のイヴを通して心に囚われた彼女を見つめているような、そんな気さえしました。

「あはは！　こんなところまで来て止まる人間がいると思って？」

　挑発しながらイヴは扉に手をかけます。

　そして開いたそのとき、彼女は思い知るのです。

　辛い昨日の先にはよりよい今日が待っていたことを。

「──えいっ！」

　扉の向こうにずっと隠れていたのでしょうか。昨日出会った見知らぬ女性が彼女に飛び掛かりました。

　ずっと求めていたその手が、確かに彼女のローブを摑つかんでいました。

　彼女を助けてくれる者が、ようやく目の前に現れたのです。

　そして見知らぬ女性は、彼女を悪意に染めたローブを。

　脱がせようとしました。

「馬鹿っすねえ」

　けれど。

「あ、あれ……？」

　ローブを摑む手がゆっくりと剝はがれていきました。見知らぬ女性は気の抜けた声を上げたのち、手と、そして自らのお腹の辺りを見下ろしました。

　深くナイフが突き刺さったお腹を、不思議そうな顔をしながら見下ろしました。

「……うそでしょ」

　ずるり。

　再びローブを摑もうとした彼女は、手を伸ばしたまま、そのまま倒れてしまいました。

　ずっと心の底で願っていた救いの手は、彼女自身の手によって拒絶されたのです。

「あはははははははははは！」

　すべてを台無しにしたあと。

　憎悪に満ちたイヴはその場でただ壊れたように笑っていました。





◆






「……マクミリア」

　呼び掛けても答えることはない。

　深くナイフを突き刺された彼女は人形のように身体中から力を失って倒れてしまったから。

　私とイレイナが呆然ぼうぜんと見つめる中、イヴの笑い声だけが延々と響き渡っていた。

「あははははははははははは！　本当に本当にどうしようもない馬鹿っすねえ！　こんな策だけで自分を止められると本気で思ってたんすか？　あははははは！　あはははははははは！」

　開けっ放しになった倉庫の扉からは中の様子が良く見える。

　伏兵として隠れていたマクミリアの存在が私たちにとって最後の策だった。それ以上はもうない。自らの勝利を確信したイヴはずっと笑い続けた。

　涙が出るくらいに。

「あははは！　こんな役立たずに倉庫の中を任せてたんすね！　あははは！　馬鹿みたい！　お前たちのせいでまたひとり犠牲になっちゃいましたね！　あはははははははは！」

　私たちは近づくことも武器を構えることもせず、ただ彼女に笑われるばかりだった。

　最後。

　扉の向こうに隠れることを提案したのは、マクミリア自身だった。

「──ボクは戦いとかあんまり得意じゃないから、扉の向こうに隠れてみますね。多分イヴは倉庫を開けた時油断してるはずだから、そこでボクが飛び掛かれば、ローブなんて簡単に剝ぎ取れちゃいますよ」

　今朝急にそんな提案をしてきた彼女はなぜだかとても自信に満ちていて、「これさえやれば絶対イヴを捕まえられますよ！」と豪語ごうごすらしていた。

　私は乗り気じゃなかった。

　扉の向こうで待たせるのは危険だから。

　だから止やめたほうがいいと首を振った。

　けれど彼女はそれでもやると言って聞かなかった。

「──強情ごうじょうね」

　やれやれと私は首を振りながら、結局彼女の提案をのむことにした。彼女に倉庫の中を任せ、私たちはイヴが倉庫に行くまでに消耗しょうもうさせるように作戦を組んだ。

　その結果がこれだった。

「あはははははははははははははははは！」

　いつまでもいつまでもイヴは笑い続けている。

　すべてが終わったと思っている。

　慢心まんしんしている。

　油断ゆだんしている。

「本当、救いようがないくらいの馬鹿どもっすね」

　だから勝ち誇って安易あんいな挑発を繰り返す。

　気づけば私は深いため息をついていた。

　話にならない。

「救いようがないわね」

「はあ？」

　鼻で笑うイヴを私は冷淡に見つめる。

「ようやくナイフを手放したわね」

　イヴが持っている祈物の中で最も危険なものがナイフだった。

　強制的に死に至らしめるナイフ。

　彼女がそれを手放さない限りいつでも危険がつきまとう。だからどうしても奪い取る必要があった。

　けれど一番大事な武器を簡単に手放すほど彼女も愚おろかではない。

　自らの勝ちを確信して油断でもしない限りは。

「マクミリア、ナイフの感触はどうだった？」

　私は彼女に尋ねる。

　イヴに刺されたばかりの彼女に。

「めっちゃ痛かったですよ」

　イヴの真後ろで平然と立っているマクミリアに。

「──は？」

　当惑とともにイヴが振り返るのとほぼ同時に、マクミリアがイヴのローブを摑む。彼女の腹部に刺されたはずの傷はない。

　最初から刺された事実などなかったかのように。

　代わりに彼女の胸元から壊れたペンダントが床ゆかに落ちて、割れた。

　私とイレイナもイヴからローブを奪い取るために駆けだした。

　これはマクミリアの発案だった。

　今朝がた突然、扉の向こうに隠れると提案してきた彼女は、同時に不可解なことを一つ語っていた。

「──ボク、なんだかイヴは根っからの悪い人間ではないんじゃないかと思うんです」

　人を騙だまして騙して騙してきたイヴ。

　マクミリアも少なからずその被害を受けた一人だというのに。

「どうして？」

　私が尋ねると彼女は「根拠はないんですけど」と口を開く。

「昨日の晩、初めてイヴを見たんですけど、なんだか助けてほしそうな目をしてたんです。そんな気がするってだけなんですけど──」

　ひょっとして着ているローブが彼女を操って悪さをさせてるんじゃないですか？　根拠も何もなく、ただ直感で彼女はそんなことを言っていた。

　だから戦ったり、倒したりしなくても、ひょっとしたらローブを脱がせれば普通の女の子になるかしれませんよ──とも。

　一見すればばかばかしい提案のように思えた。

　信じるに値しない提案のように思えた。

　それでも彼女の提案をのんだのは、私がマクミリアのことをそれなりに信頼しているからだ。

　それに、きっと私が拒こばんだところで、マクミリアは勝手に一人でローブを脱がせるように動くことも目に見えていた。

　彼女がどんな人間なのかを私は知っている。

　ずっと私は彼女のことを見てきたから。




　三年前。

　私がカレデュラの被害者たちの対応に追われて疲れ果てていた頃。

　大聖堂だいせいどう近くの広場のベンチに腰掛けため息つくのが私の日課になっていた。

　いつになってもカレデュラの情報は摑めず、いつだって被害者たちはやり場のない怒りのはけ口として、たまたま同じ職種の私に詰め寄った。

　そんな民衆の愚かしさに向き合わねばならないことは私にとって苦痛以外の何物でもなかった。

　だからため息ばかりつく日々が連日続いた。

　毎日のように同じ場所にいると、街が同じ繰り返しの中にあることに気が付く。

　平日の広場。

　視界に映り込むのはいつも同じ。散歩さんぽ中のご老人、退屈たいくつそうに店番しているパン屋の店員。

　そして近くのベンチで同じくため息にまみれる若い女の子。

「はああああ……」

　黒い髪の彼女は疲れ果てた様子でパンを齧かじっていた。「うう……不味い……」安物のパンは彼女の口に合わないらしい。

　いつも彼女はそこにいた。

　独り言の多い彼女の言葉は聞く気がなくとも私の耳に流れ込んでくる。

　どうやら彼女は職が長続きしないことが悩みの種であるらしい。どんな仕事に就いてもいつだって不運に見舞われて辞めることになってしまう。聞いているだけでこちらも沈しずんでしまうような境遇きょうぐうだった。

　何か月も彼女を見守ったけれど、彼女は再就職してこなくなったと思えばすぐにまた戻ってきた。

「うう……もうやだよぉ……」

　可哀想かわいそうな子……。

　けれど彼女は広場で不味いパンを食べながらまた立ち上がる。

　そんな彼女を見守ってから私も店に戻る。

　そんな日々のなか、いつものように私がカレデュラの被害に遭った顧客からの愚痴を聞き流していたときのことだった。

「うう……うちは一体いつからこんな苦境くきょうに立たされるようになってしまったんだ……」

　その日、私が相手したのはとある新聞社の社長だった。例によってカレデュラのせいで大損害。悲しみに暮れながら社長は社員たちの集合写真をテーブルに置いて自らがいかに不幸であるかを語った。どうやらカレデュラに目をつけられるより前から新聞社は経営が傾いていたらしい。

　きっかけは脱税だつぜいにより先代の社長が捕まったことだった。

　写真の真ん中にいる先代社長を指差しながら現社長は先代がいかに偉大いだいな人物だったかを語っていた。例によって私はそんなどうでもいい話を聞き流したわけだけれど、それよりも写真の中にいる一人の女性の姿に目を疑った。

「……この子」

　最前列。緊張気味にこちらを見つめて立っていたのは、いつも広場で見る彼女だったから。

「……！　この娘……！　本当に、この娘のせいで我々の会社は……！」

　私の視線に気づくと現社長は突然激昂げきこうした。

　その女性の名はマクミリア。

　現社長にとって彼女は憎にくき存在らしかった。わけを尋ねれば憮然ぶぜんとして彼は延々と語ってくれた。

　入社したばかりの彼女はある日偶然、社長が脱税している証拠を摑んでしまう。もみ消すために当時の社長は大金を彼女に摑ませた。

　ところが彼女は手に入れた大金をそのまま社長に返すと、脱税を告発したのだった。

　そうして悪事が露呈ろていしたことで会社は傾き、今に至いたる──。

　だからといって現社長が彼女を恨むというのはひどい逆恨さかうらみのような気がするけれど。

　いつも広場で見る彼女がそんな経緯けいいで会社を首になっていたなんて──、ただの不幸な女の子でなかったことに驚きを隠せなかった。

　それから私は彼女に興味を寄せた。

　調べれば調べるほど彼女の経歴は面白いものだった。

　とある製薬会社に勤つとめた彼女は会社ぐるみで薬の効果を偽いつわっていたことを発見。内部告発した結果、報復ほうふくで首になった。

　とあるレストランに転職した彼女。職場内の陰湿いんしつないじめが蔓延まんえんしていることに気づいた彼女は介入かいにゅうして止めに入った。主犯格しゅはんかくが店主であることを知ったのは首になった後になってからだった。

　職を転々としているのは、彼女が不運に見舞われているからだとばかり思っていた。

　けれど真実は違う。

　彼女がいつも広場でため息をつかなければならなくなるのは、いつだって彼女が正しくあろうとするから。

　適当にやり過ごせばもう広場に戻ってこなくてよくなるのに。悪事を見て見ぬ振りすれば幸せになれるのに。

　けれど正しく生きようとする不器用な子だから。

「次の会社こそは……」

　不味いパンを食べながら、彼女はその日も広場にいた。

　いつも私はそんな彼女を見ていた。

　うんざりするような毎日から目を逸らさずに今日も立ち上がる彼女を見ていると、私も立ち上がらなければならないような気がした。

　いつか彼女と話してみたい──いつしか私はそんな風に思うようになった。

　だから、彼女が香水にまみれながら私の店の前を通った時、運命を感じた。

　だから私は、彼女を従業員として雇った。

　だから私は、彼女の馬鹿げた提案を信じた。

　正しい彼女を信じて正解だった。

「離せ、やめろ！」

　最初にローブを摑んだのはマクミリア。後ろからしがみついてそのまま脱がそうとした。暴れたイヴに殴られて引き剝がされた。ローブは肩まで下げられた。

　その直後にイレイナが自ら着ていた上着でイヴの視界を覆った。何も見えずにもがき苦しむイヴを後目しりめにイレイナは私に視線を送る。

　最後に私が再びローブを摑んだ。

　二人のおかげで少し引っ張るだけで脱がせることができる気がした。

「──やめろ」

　イレイナの上着の中から怨嗟えんさのこもった声がする。

　私は笑った。

「こんなところまで来て止まる人間がいると思って？」

　やめろ──再び叫ぶイヴのすべてを拒こばんで私はローブを引き剝がす。少女の手からローブが離れた直後、耳障みみざわりな声は聞こえなくなった。

　両手の中にあるローブに目を向けた。古くてあちこちに綻ほころびと汚れが目立つローブだった。ずっと外で座り込んでいた割にまともに洗うこともなかったのでしょう。

　ああ汚きたない。

　ぽい、と私はそのままローブを投げ捨てた。

　黒く古びたローブは宙を舞うと、ふわりと空気をまとい、まるで見えない誰かが袖を通したかのように未練みれんがましく広がった。

　けれどもう、ろくに願いも叶えられないローブを着る者はいない。

　そのままローブは何者にも触れられることなく古物屋の床に落ちて、死体のように転がった。

「あ──」

　ローブから解放された直後に少女は意識を失った。そもそも今まで当人の意識があったかどうかも怪しいけれど──瞳を閉じて、少女の身体がぐらりと傾く。

「わ、危ない──！」

　そうして奇くしくもローブと同じように床に転がる直前に、マクミリアが少女を抱きとめた。

　やがてマクミリアは彼女を起こさないようにゆっくりとソファまで運ぶと、そのまま横に寝かせてあげた。

　穏やかな表情で眠る少女の中に、悪意や憎悪は見えなかった。

「……終わったわね」

　滅茶苦茶めちゃくちゃになった店内を見渡しながら、私は晴れ晴れしくため息をついていた。

　どれほど待ちわびたことだろう。

　辛い昨日の先に、よりよい今日が来ることを。





◇






　それから通称ボクの敵──もとい保安局の人たちが駆け付けたのは、ローブを着ていた少女が目を覚ましたのとほぼ同時のタイミングだった。

　店内で思いっきりやりあっていたせいで近隣住民から通報されたらしい。

　血相けっそうを変えてやってきたアンリさんは、見るも無残むざんな店内の様子に啞然あぜんとしながら「い、一体何があったんですかぁ！」と駆け寄る。

「あ、気を付けて。罠がいっぱい張ってあるから」

　慌てる彼をリリエールさんは制止する。しかし真面目まじめな彼は既に駆けだしており、そしてカーペットを踏んで落とし穴の中に普通に落ちた。

「うわああああああああああああああっ！」

　不用意に死にかけた彼を救出してからボクたちは事情を話す。

　かくかくしかじか諸々もろもろ話せば長くなるもので、一通り話を聞いた彼はなるほどと頷うなずき、「ま、とりあえず本部で詳しい話は聞こうかな」と答えた。そこら中に罠が張り巡らされている店内には長居ながいしたくないらしい。

「……連行して、そのあとこの子はどうなるんですか？」

　ボクは尋ねる。冷静に尋ねたつもりだったけれど、ひょっとしたら不安な気持ちが顔に出ていたのかもしれない。彼は緩ゆるく笑みを浮かべながら首を振り、

「詳しい事情を聴くだけだよ。きみたちの話が事実なら、祈物のせいで身体を操あやつられていたみたいだし──本人の意思と関係なく事件が起こされていたのなら牢ろうに入れたところで顧かえりみるものがないからね」

　もっとも、聴取の最中、別の事実が判明したらどうなるか分からないけどね──と彼はボクが安心しかけたところでさらりと不安なことを言い残して、イヴと名乗っていた彼女を他の局員たちと共に連行した。


「…………」



　通り過ぎる最中、ちらりと少女の視線がボクに向けられる。

　何かを言いたそうな金色の瞳。歩む足がほんの一瞬いっしゅん、ためらう。

　彼女の小さな口がそうしてほんの少しだけ開かれたとき、その途中でアンリさんがローブを踏んで盛大に転んだ。

「うわああああああああああああああっ！」

　何なの？


「くっ……！　こんなところにも罠が……！」



「いやそれは罠じゃないけど」

　紅茶を飲みつつ冷めた目で彼を見下ろすリリエールさん。

　叫んだついでにボクと彼女の間に一瞬流れた不思議な空気まで吹き飛ばしてから彼は立ち上がり、再び彼女を連行する。

　結局それから彼女は振り返ることもなく、お店を出て行ってしまった。

　折角せっかく話すことができそうだったのに──。

「話す機会ならまだあるわよ」

　扉をぼうっと眺めているとリリエールさんがボクの肩を叩きながら微笑んでいた。


　…………。



「ボクってそんなに顔に出やすいですか？」

「あら、私はあなたの雇い主よ？　あなたのことならすべてお見通しだわ」

「めっちゃ胡散くさい……」

「試しにあなたが今何を考えてるか当ててあげましょうか」

「お願いします」

「胡散くさいって思ってる」

「そりゃ今言いましたからねボク。当たって当然ですけど」

「あと仕事をしたいって顔してる」

「いやしてませんけど」

　朝からずっと倉庫に閉じこもっていたうえにボク死にかけてますからね。忘れてるとは思いますけどボク即死するナイフで一回ぶすりとやられてますからね。さしものボクでも少しは疲れるというものです。

「でも私、あなたが真面目な子だということは知ってるわよ」

　綺麗な微笑みを浮かべながらそしてリリエールさんは語る。「紅茶を飲み終わったら後片付けをしましょうか。三人で」

　荒れた店内を見渡すボク。

　元の状態に戻すにはそれなりに時間がかかりそうだ──けどそういえばイレイナさんのお姿見当たらないけど一体どこに？

「じゃあ私はここらで失礼しますね」

　声に振り向くと、イレイナさんが出入り口の向こうから顔をひょっこり出していた。何をしているのと目を細めるリリエールさんに、彼女は、

「私は真面目な子じゃないので。あと雇用契約にお片づけは含ふくまれていませんでしたので」

　と手を振りそのまま引き留める暇さえ与えず彼女はお店を出て行った。無常。

　そういえば彼女はこの店の従業員というよりはただのお手伝いさん的な立ち位置だったね……。むしろイヴと正面きって戦ってくれただけでもありがたいと思うべきかもしれない。

「……紅茶を飲み終わったら後片付けをしましょうか。二人で」

　やれやれと首を振りながらリリエールさんはわざわざ言い直す。あなたは逃げないわよね？　という感情がボクを見つめる群青色の瞳から漏もれ出ていた。

　とはいえ激しい戦闘を繰り広げたお店を二人で片付けるというのは、ちょっとお時間がかかりそうというか、面倒めんどうというか、逃げたいというか、ボクも扉から出て行きたいというか。
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「いまボクが何を考えてるか分かります？」

「駄目よ」

「まだ何も言ってませんけど」

「私はあなたの雇い主よ？」

　結局逃げ場はないらしい。

「じゃ、そろそろやりますね」

　結局ボクはそれから紅茶を急いで飲み干して掃除そうじ用具を取り出した。まあ結局のところ今のままでは営業が再開できないのは明白だし。後始末は避けては通れない。

　ちらりと彼女のほうへと視線を向ければ、ちょうど彼女も紅茶を飲み終わってほうきを取り出しているところだった。

　ボクの視線に気づいて彼女がこちらを向く。

　そうしてボクらは見つめ合う。

　群青色の瞳。ほうきで掃はこうとしていた手が一瞬ためらう。何かを言いたそうに小さな口をほんの少し動かす。見つめ合う一瞬はとても長く感じた。

　そんな不思議な空気を感じたのは今日だけで二度目だ。

　やがて彼女は口を開いてはっきり、けれど単純に、一言だけ囁ささやいた。

「ありがと」

　それが何に対してのお礼なのかはよく分からなかった。

　思えば社会人になってから、転職を繰り返す日々のなか、その言葉を直接投げ掛けられることはほとんどなかった。

　これまでのボクはあまりまともとは言い難がたい経歴の中にいたから。

　だからどんな言葉を返すのが適切なのかを考えるのに少しだけ時間を有した。

　感極かんきわまってるのがばれないかな、挙動不審きょどうふしんになってないかな、お礼言われたくらいで大げさな顔してないかな。あらゆる不安が泡のように浮かんで消える。

　長いようで短い一瞬の逡巡しゅんじゅんののちに、ボクも彼女に言葉を返す。

　それはとても単純な言葉。

「こちらこそ」

　また言う機会があったら、次はもっと自然に返そう。

　下手へたくそに笑いながら、ボクはそんなことをぼんやりと考えていた。
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　それから一週間ほど経たった。

　お店の中はすっかり元通り。

　ボクは今日も朝から優雅ゆうがに紅茶を飲んでいる。

　要するに暇ということであり、つまるところ今日も客は来ない。退屈たいくつで平和な時間の中でリリエールさんはデスクの向こうで荷物をまとめていた。今日は外でお仕事があるらしい。

　例によってボクは実家のようにくつろぐ仕事を命じられた。要するに店番だ。

「夕方までには帰って来るから。頼んだわよ」

　お出かけ前のお母さんみたいなことを言いながら彼女はボクに手を振りお店を出て行った。ボクもひらひら手を振り返しながら彼女の背中を見送った。

　今日も古物屋リリエールは平和である。


「…………」



　元通りになった店内。目に見える範囲はすべて以前のような姿になった。

　唯一ゆいいつ変わったものがあるとするなら鍵のかかった倉庫の向こうに二つほど危ない祈物が増えたことだろう。

　両方ともイヴがもともと持っていたものだ。

　一つはかすり傷でも死に至らしめるナイフ。

　そしてもう一つは、ローブ。

　結局、危険な物として事件のあと、古物屋リリエールで預かることになった。リリエールさん曰いわく、そのうち解呪するとのことだった。今はまだ解呪待ちの祈物が倉庫の中で大量に眠っているからすぐには手出しができないらしい。





◇






　そうこうしている間にさらに一週間が経った。

「……一週間かぁ」

　一人になったばかりの店内でボクは呟く。

　あれから捜査そうさの進展はリリエールさんを通して聞かされた。

　アンリさんたちが連れて行った少女はあれから無事、釈放しゃくほうされたらしい。彼女がおかれた境遇きょうぐうもすべて聞かせてもらった。

　ローブを着たのはまったくの偶然。故意に人を貶おとしめようとして着たわけでもなければ、散々語っていたように魔法使いの復権を願ってのものでもない。

　無理だと分かっていても、母にもう一度会いたいという純粋な願いだけが根底にあっただけ。

「イヴという名前も本名ではないそうよ」

　曰くただローブがそのように名乗っていただけで、本名は別にあるらしい。「えっとね、確か──」

　捜査の進展を語る中で彼女の本名と、今、どうしているのかも教えてくれた。

　ボクが彼女を心配していることがひょっとしたら彼女にはお見通しだったのかもしれない。

　だとしたらお恥はずかしいことこの上ないけど。

　ともあれイヴと名乗りローブを着ていた彼女は今日から再び学校へと通うようになるらしい。

　長いこと学校を離れてたわけだけれど、大丈夫なのかな──。

　店番しながらボクはぼうっと考える。

　考えている合間にからんと鈴すずの音が鳴る。

「あ、いらっしゃいませ」

　反射的に挨拶したのち、ボクは思考の海へと潜る。確か彼女の通う学校は、この国でもそれなりに有名な進学校。青の制服がシックな雰囲気ふんいきで可愛いと女子の間でも結構人気のところだったはず。

　大丈夫かな、いじめられたりしてないかな──。

「こんにちは」

　あれこれと考え続けるボクの視界の中に横から割り込むのは、お店に入ってきたお客さん。

　じっと瞳がボクを見つめる。

　ボクはそのときようやく自身がお店の中で堂々と実家のようにくつろいであられもない姿をさらしていることに気が付いた。

「あ、す、すみません！　いつもはこんなんじゃないんです！　し、失礼しました！」

　立ち上がって何度も頭を下げる。

　とんでもない無礼者ぶれいものである。顔上げられない。怒ってないかな。

「いえ、こちらこそ忙しいときにすみません」

　んー？　皮肉ひにくかな？

　不思議な言葉を返すのは聞き覚えのある声だった。

　足元はローファー。どうやら学生さんらしい。

「今日はあなたに会いに来たんです」

　ゆっくり顔を上げると白い脚あし、それと黒のスカート。

　そして青のブレザー。

「……きみ」

　そこにいたのは、金色の髪に、金色の瞳の少女。

　見覚えのある顔だった。

　ボクと視線を合わせると、彼女は一度お辞儀じぎをしたのち、あれから一週間の間に起こった出来事を彼女の口から改めて話してくれた。

　今日から学校にまた通うようになること。

　ほんの少し不安を感じていること。

　それでも不安な気持ちから逃げる気はないこと。

　それが助けられた者としての義務だと。

　静かに語る彼女の表情は晴はれ晴ばれとしていた。見ているこちらが自然と嬉しくなってしまうくらいに。

「一週間前、言えなかったこと、今言わせてください」

　そして彼女はボクの瞳を見つめ。

　口を開いてはっきり、けれど単純に、一言だけ囁いた。

「ありがとうございます」

　イヴ。

　もとい、本名フレイア。

　穏やかなその表情の中に、ローブを着ていた頃の怪しい面影おもかげは微塵みじんもない。

　無駄なものを脱ぎ捨てた彼女の本当の姿は、眩まぶしいくらいに綺麗だった。

　そんな彼女に対してボクが返すべき言葉は一つだけだった。

　とても単純な言葉。

「こちらこそ」

　こぼれるようにボクの口から漏れていた。

　一週間前、リリエールさんに返したときは少しぎこちなくなっていたけれど。

　自然な顔でいられただろうか。

　感極まってるのがばれないかな、挙動不審になってないかな、お礼言われたくらいで大げさな顔してないかな。

　頭を過よぎった心配ごとは、すぐに杞憂きゆうだと気づかされた。

　ボクが返した言葉を受けて。

　夜空に浮かぶ月のように、彼女はささやかに、笑ってくれていたから。
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「それで、調査の結果はどうだったの」

　その日、アンリに呼び出された私は保安局ほあんきょくまで来ていた。

　もはや百年単位で行き慣れている保安局の応接間おうせつま。ソファに腰こしを下ろすと同時に紅茶こうちゃが出され、そしてアンリが資料をめくる。

　いつもの光景だ。

「フレイアが着ていたローブの出処でどころについては以前話しましたね。母親の遺品いひんを探していたところ、ローブを見つけたという証言をフレイア自身がしています」

「ええ」

　そして着た結果、意識を乗っ取られた。

　フレイアとローブにまつわる事情はアンリが行った聴取ちょうしゅですべて知り得ている。

　事件から一週間経たった今になって呼び出されたということは、聴取をもとに行った調査に進展があったということなのでしょう。

「ローブが本当に母親の遺品であるのかを確認するためにフレイアの実家に赴おもむき彼女の父に聞き取りを行ったのですが……、妙みょうな証言しょうげんをしていまして」

「妙な証言」

「フレイアの母はローブなど着たことがないそうです」


「…………」



「ところが、事件に使われていたローブには見覚えがあると話していました」

「……どういうこと？」

　街で見た、ということ？　私が首を傾げる。

　彼はこちらを見つめながらゆっくり口を開く。

「半年前に怪あやしい女が祈物れいぶつの訪問販売に来たようで──そのときに商品として紹介されたのが例のローブだったようです」

　女の説明はどう聞いても怪しく、そしてそもそもローブになど毛ほどにも興味がなかったフレイアの父は流暢りゅうちょうに商品の説明をする怪しい女の話を遮さえぎり扉とびらを閉ざしたらしい。

　結局それっきり女が再び現れることはなかったそうだけれど。

「でもローブはフレイアの母の遺品いひんに紛まぎれ込んでいたのよね」

「恐おそらく祈物でも使って忍び込んだのでしょう。最初から女はフレイアを狙ねらっていたのかもしれません」

「どうしてわかるの？」

「女は古物屋こぶつやカレデュラを名乗っていたようです」


「…………」



　沈黙ちんもくする私。

　アンリは資料を見ながら言葉を続ける。

「そしてここから先は追加の聴取でフレイアから聞き出せたことなのですが──、フレイアがイヴとして活動し始めた頃、一度だけ古物屋カレデュラを名乗る女が現れたそうです」

　曰いわく。

　イヴとなったばかりの頃、まるで狙いすましていたかのように女は現れ、両手に余るほどの祈物を渡しながら、「祈物で人が不幸になり続ければいずれ魔法使いの復権ふっけんをせざるを得なくなる」と吹き込んだらしい。

　祈物のサポートをする見返りとして、女はイヴに古物屋カレデュラへと籍せきを置くよう求めた。

　所属しょぞくすれば人を不幸にする祈物を幾いくらでも支援できると謳うたいながら。

　悪意に満ちた契約にイヴは賛同した。

　その結果どうなったのかはここ半年間の被害を見れば明白。

「ここ半年、我々はイヴこそが古物屋カレデュラの店主だと思って行方ゆくえを追っていたのですけれど──」

「まんまとかく乱されていたということね」

　アンリは頷うなずく。

　カレデュラが活発に活動をするようになったのは今から三年前の話。

　フレイアがローブに操あやつられるようになったのが半年前ならば時期がかみ合わない。つまり私たちが探している店主は別にいる、ということになる。

　半年前から急に路上販売を始めて妙みょうだとは思っていたけれど──どうやら半年前を境に私たちは追いかける対象を店主からイヴへと切り替えさせられていたらしい。

「やられたわね……」

　ため息が出てしまう。

「ですがよかったこともあります」

　私と同じくため息を漏もらしながらも、アンリは至極しごく真剣しんけんな瞳ひとみでこちらを見ていた。「フレイアからカレデュラの店主の情報を手に入れました。どうやらイヴの前では油断ゆだんをしていたのでしょうね──いつもは遭遇そうぐうした人間から自身に関する記憶を消しているのですが、イヴに対しては同様の措置そちをとらなかったようです。同類だと思ったのでしょう」

　その奥でフレイアが見ているとも知らずに。

「女の外見は？」

　これまで一度も摑つかむことのできなかった貴重きちょうな情報。

　私は少し身を乗り出して尋たずねていた。

「こちらです──」

　そしてアンリは、フレイアから聞き取った情報をもとに作ったスケッチを、デスクに置いた。
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　こん、こん。

　丁寧ていねいなノックが二回。

　久々ひさびさの休みに遊ぶ気力もなく、趣味もなく、ただ部屋で無駄むだに時間を浪費ろうひしていたとある男の家に、客人が来たらしい。

　男は首をかしげた。

　特に荷物の配達を頼んだ覚えもなければ、休日に尋ねてくるような友人知人も兄弟姉妹もいないはず。

　いったい誰が？

　何の用だろう。

　せっかくの休日なのに──男はぼやく。

　やることもなく暇ひまを持て余していたくせに、他者からの干渉かんしょうだけは迷惑めいわくに思いながら、男は扉を開いた。

「こんにちは」

　どきりとした。

　同時に男は愛想あいそ笑いを浮かべていた。

　扉の向こうに立っていたのは美しい女性だった。

　艶つやのある長い黒髪くろかみ。身に纏まとっているのは黒い喪服もふくのようなドレス。対照的に肌はだは透き通るように白かった。

「お忙いそがしいところすみません。わたくし、ただいま祈物の訪問販売をしているのですが──ご興味はございませんか？」

　にこりと笑うその女性の瞳もまた黒。

　光の一切届かない深海しんかいのような瞳が男を覗き込んでいた。

　ただの訪問販売ならばその場で帰れと言い渡すところだった。

　しかし目の前の彼女の心地よい声と、吸い込むような黒い瞳が男を離さない。

　買う気がなくても話くらいなら聞いてもいいかもしれない。

　男が頷くと、彼女は「まあ嬉うれしい！」と嬉しそうに手を叩たたいて喜ぶ。

　女は自みずからを、古物屋カレデュラと名乗っていた。











あとがき









　はじめまして。お久ひさしぶりです。白石しらいし定規じょうぎです。

　アニメ『魔女まじょの旅々たびたび』から気づけば一年ちょっとが経過けいかしましたね、時間が過ぎるのが早すぎて死ぬほど驚いています……。

　ここ最近はそんな感じに目まぐるしく生活を送っていたのですが、この度ようやく『祈いのりの国くにのリリエール』が刊行となりました。超久々の新シリーズ！　まあ超久々と言いつつ僕が商業出版で『魔女の旅々』以外に書いたのは『祈りの国のリリエール』のリブート前の作品だったりするので、実質的には久々の新シリーズというよりは「新シリーズ一から書き直しました！」のほうがニュアンス的には正しいのかもしれません。ちなみに今回本当に一から書き直したので、リブート前の作品を履修りしゅうしてなくてもまったく問題ないです。

　特別な力を持った物がテーマの物語は『魔女の旅々』のほうでもちょこちょこやってきたのですが、話のメインとして据とらえた物語をやりたいという気持ちがずっと前からありまして、そんな気持ちの下にできたのが今回の『祈りの国のリリエール』でした。

　今回の巻では一連の話で一つの物語のような構成でしたが、２巻が出せたら連作短編形式などでも書いてみたいですね。

　ちなみにこの本を本棚ほんだなに並べると幸せになる祈りが込められてるとかないとか。……というのは冗談じょうだんですが、でも本棚に並べてもらえたら著者としてこれ以上ないくらいに嬉うれしいです。

　そんなわけで今回は短めのあとがきとなりましたが、またどこかでお会いできれば嬉しいです。『祈りの国のリリエール』、『魔女の旅々』併あわせてこれからもよろしくどうぞ！

　というわけで白石定規でした。




　追伸ついしん。

　最近料理を始めたのですが、ひと月ほどみりんと間違まちがえてちょっと色の濃こい調理酒ちょうりしゅを使っていたことに先日気が付きました。

　わぁー、みりんってお酒みたいな匂においするんだなぁ、と思って使ってたんですけどマジで酒だったとはね。やられたね。そんなわけでこれまで酒とみりんを使う料理では種類の違う二種類の調理酒をブレンドしてたわけなんですが、まったく違和感抱いだかずに食べて、挙句あげくの果はてに「僕って料理上手うまいかも？」などと思っていたのでひょっとしたら味覚みかくが死んでるのかもしれない。２巻が出るとなったときには僕の料理の腕前うでまえがどうなっているのかも併せて楽しみに待っていただけたら嬉しいです。いや料理の腕前よりも味覚のほうを直すのが先かもしれねえ……。







AUTHOR

白石 定規（しらいし・じょうぎ）

　こたつ買いました。猫がこたつから出てこねえ。そんな人生。




ILLUSTRATION

あずーる

　およそ５年ぶりというのもあって多少絵柄も変わってしまいましたが、再始動したリリエールたちをよろしくお願いします！








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




本書に関するご意見・ご感想は

下のQRコードよりお寄せください。

※アクセスの際に発生する通信費等はご負担ください。




[image: ]

https://ga.sbcr.jp/




〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「白石定規先生」係

「あずーる先生」係









ＧＡノベル

祈いのりの国くにのリリエール


白石定規








発行人　小川　淳





発行所　SBクリエイティブ株式会社

　　　　〒１０６－００３２

　　　　東京都港区六本木２－４－５







装　丁　　　AFTERGLOW

印刷・製本　中央精版印刷株式会社






２０２２年１月３１日　初版第一刷発行

２０２２年２月１５日　電子第一版発行




©Jougi Shiraishi　　ISBN 978-4-8156-1068-5




item/image/P303.jpg
~0|?v IR O ®Q§E





item/image/P069.jpg





item/image/P189.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/white.jpg





item/image/logo.png
eA T





item/image/P031.jpg





item/image/P071.jpg





item/image/P139.jpg
¥
()
/El\
>
D
A





item/image/P217.jpg





item/image/P247.jpg
AR A FEQ e SRR





item/image/P007.jpg
WeEoma





item/image/P003.jpg
»
i
n—*
N =
P
\&\C ML





item/navigation-documents.xhtml




CONTENTS





		表紙



		目次



		プロローグ　おとぎ話



		第一章　運命の香り



		第二章　親愛なる我が店主について



		第三章　亡霊オオカミ



		第四章　お似合いの二人



		第五章　古物屋カレデュラの魔法使い



		第六章　おとぎ話のような話



		エピローグ　その後の話



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編



		奥付











item/image/P295.jpg





item/image/P199.jpg
TR R NN N QHEHE S






item/image/QRcode.png





item/image/P275.jpg





item/image/P113.jpg





item/image/P000e.jpg





item/image/P085.jpg
PEH R R R





item/image/P000d.jpg





item/image/P000a.jpg
[55o. ZORLDBDSA]

Whew, you're greedy.






item/image/P000c.jpg
% N E IS S

< ANhR

W KR QM AK

MIKE== 1~ | V8V RKRHH’






item/image/P083.jpg





item/image/P000b.jpg
Riviere and the nation of the prayer

— ==

TSmO A & N o Bkoa A
S
NS

SOV AT (I ARR T F N &






